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いうことがうまく結びつくことで、主体的で
自分が主役になれる、そういう取組を展開し
ていける可能性を感じました。
　そして、３つ目になりますますが、こうし
た場をつくっていくためには、そのような場
やネットワークを支援する、境界を越えて出
会いをつくる人材が必要だということです。
こうした場やネットワークは、既にある場合
にはそれを見出して生かすこと、ない場合に
は新たにつくっていくことが必要で、それを
支援する人もまた必要なんだろうと思います。
浦田さんの実践から、そういったことを学ば
せていただきました。
　最後に、ここに融通無碍を許容する制度、
行政と書かせていただきました。多様な役割
を生み出していくようなごちゃ混ぜの場とい
うのは、高齢者とか障害者とか子どもとか、
対象で分ける制度では生み出していくことが
難しいのではないかと思います。これまでの
行政はこの縦割りの制度を円滑に運営してい
くことに注力をしてきたわけですが、私たち
の生活というのは、小島さんもおっしゃって
いただきましたように、行政の縦割りに沿っ
てできているわけではありませんので、これ
を柔軟に、また自由に横断して、新しい社会
参加の場をつくり出していくことが必要なの
だと思います。唐木さんがおっしゃったよう
に、国もこうしたことに気がついて、地域共
生社会を推進する取組の中には、こうしたこ
とを自由にある程度自治体が設計していくこ
とが可能な仕掛けというのが設けられていま
す。地域づくりにはどうしても余白とか、は
み出す部分を許容することが必要で、自治体
の皆様におかれましては、ぜひ地域の皆さん
や民間の皆さんと協働して、それぞれの地域
で、これまでの縦割りの福祉にとらわれずに、
融通無碍に多様な出会いや社会参加の場をつ

くり出していっていただきたいと思います。
そのことが、何らかの生きづらさを抱えてい
ても、人とのつながりの中で役割を発揮しな
がら主体的に生きていくことができる、そう
いう社会につながっていくのではないかと
思っています。
　それでは以上でパネルディスカッション「多
様な社会参加で、安心して自分らしく暮らせ
るまちをつくる」を閉じさせていただきます。
最後にご視聴いただいた皆様、ご登壇いただ
いた皆様に御礼申し上げたいと思います。ど
うもありがとうございました。

パネルディスカッション
サブテーマ②
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サブテーマ②

 SOSの声とつながり、 社会的孤立を防ぐには
コーディネーター 	鈴木　秀洋氏
　　　　　　日本大学危機管理学部准教授

パネリスト　　　鴻巣　麻里香氏
　　　　　　　　KAKECOMI代表・ソーシャルワーカー

星山　麻木氏
　　　　　　　　明星大学教育学部教授・
																							（一社）こども家族早期発達支援学会会長・
　　　　　　　　（一社）星と虹色なこどもたち代表

渡辺　篤氏
　　　　　　　　現代美術家

オブザーバー　　和田　幸典氏
　　　　　　　　厚生労働省政策統括官 (総合政策担当 )付
　　　　　　　　政策統括室政策企画官

令和 3年 11月 19日（金）9：30～ 11：00
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サブテーマ②

 SOSの声とつながり、 社会的孤立を防ぐには
コーディネーター 	鈴木　秀洋氏
　　　　　　日本大学危機管理学部准教授

パネリスト　　　鴻巣　麻里香氏
　　　　　　　　KAKECOMI代表・ソーシャルワーカー

星山　麻木氏
　　　　　　　　明星大学教育学部教授・
																							（一社）こども家族早期発達支援学会会長・
　　　　　　　　（一社）星と虹色なこどもたち代表

渡辺　篤氏
　　　　　　　　現代美術家

オブザーバー　　和田　幸典氏
　　　　　　　　厚生労働省政策統括官 (総合政策担当 )付
　　　　　　　　政策統括室政策企画官

令和 3年 11月 19日（金）9：30～ 11：00

▼鈴木：コーディネーターを務めさせていた
だきます、鈴木秀洋です。どうぞよろしくお
願いします。
　私自身の研究テーマは、生きづらさを抱え
たり、社会的に孤立した状態であったりといっ
た多様な一人ひとりが、安全・安心に過ごせ
る社会を実現するための社会制度設計、すな
わちダイバーシティ・アンド・インクルージョ
ン、その具体化・実行化です。鎌倉市の共生
社会の実現を目指す条例制定の座長もやらせ
ていただきました。本日はこうしたテーマに
関して各分野でご高名かつ地道な活動をな
さっている方々にお集りいただきました。テー
マは重いです。明快な解決策が提示できるも
のではないでしょう。しかし、熱量高く、そ
して、皆様一人一人がこのパネルを視聴した
後に、一歩動き出してみようと思えるような
パネルをお送りしたいと思います。
　私から、まず、パネリスト全員のお名前を
紹介させていただきます。お名前をお呼びい
たしますので、一言ご挨拶いただければと思
います。鴻巣麻里香さんです。
▼鴻巣：鴻巣です。よろしくお願いいたしま
す。
▼鈴木：渡辺篤さんです。
▼渡辺：おはようございます。渡辺篤です。
よろしくお願いします。
▼鈴木：星山麻木さんです。
▼星山：星山麻木です。よろしくお願いします。

▼鈴木：和田幸典さんです。
▼和田：和田です。よろしくお願いいたしま
す。
▼鈴木：それでは、自己紹介も含めまして、
個々の発表に入ります。まず、最初和田さん
からお願いいたします。

▼和田：資料のほうをよろしくお願いいたし
ます。厚生労働省政策企画官の和田と申しま
す。本日はテーマにあります、社会的孤立を
防ぐ取組について、政府のほうで今、孤独・
孤立対策に力を入れてやっておりますので、
政府としての取組について、まず包括的にご
紹介させていただきます。
　私は厚生労働省で今、政策企画官をやって
おりますけれども、孤独・孤立対策室と併任
をしておりまして、この立ち上げ時から関わっ
ているメンバーの一人ということになります。
　ちょうど今から１年前ぐらいですね、新型
コロナウィルス感染症が長期化することが明
らかになってきて、社会的孤立についてはか
なりもともと問題だということで、昨日のテー
マにもあったと思いますが、厚生労働省とし
ては地域共生社会の創設にあたり、各種の施
策を打ってきております。加えて、新型コロ
ナウィルス感染症によって人の接触の機会が
減った、やはり隔離とかいろいろな状況の中
で、孤独の問題ということも非常にフォーカ
スされてまいりまして、こういったことに何
らか手を打っていかなきゃいけないという
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ことが明らかになってまいりました。今年の
２月、総理から当時の坂本大臣に対して、孤
独・孤立対策担当大臣の任命が行われまして、
政府として孤独・孤立対策を進めるというこ
とが明らかにされたところです。
　その後１年ほど対策を進めてきております。
例えば支援を行っていらっしゃるNPOの方々
に集まっていただいて、フォーラムを開催す
る。一体、孤独や孤立の問題に対してどうい
う問題が起こっているのか、どのような対策
を打てばよいのかといったことを、現場の皆
様のお話を伺いながら政策を決めていくこと
をやってまいりました。３月には緊急支援策
ということで、そういったNPOの方々に対す
る支援策も公表いたしました。その後、政府
全体として孤独・孤立対策に関わる関係部署
を集めまして、孤独・孤立対策室が司令塔と
なって、孤独・孤立対策を進めてきております。
また、孤独・孤立対策については世界的にも、
今ちょうど潮流ができておりまして、一番初
めに孤独担当大臣を置いたのはイギリスなん
ですが、そちらとも連携をしながら、それぞ
れの対策を進めてきている状況になっており
ます。
　孤独・孤立対策に取り組むNPOへの支援を、
今年３月に発表させていただきまして、また、
近日中に取りまとまる政府経済対策でも同様
の措置が継続されることになっています。生
活支援や自殺防止の対策、フードバンク、子
ども食堂の方々への支援、子供の居場所づく
りの活動、女性に寄り添った相談支援体制の
確立、住まいの支援、こういった５つの分野
に対して、NPOの方々に対する直接補助、ま
たは都道府県・市町村を通じた補助の仕組を
創設しまして、現場の方々の活動を支援する
ということが、孤独・孤立対策の一つの柱に
なっております。

　孤独・孤立という問題は、人生の様々なス
テージによって起こることだということが分
かってきております。生まれたとき、児童虐
待の問題、貧困の問題から、学生の悩み、妊
娠・出産・子育て期の孤独・孤立、高齢期の
ひとり暮らし、フレイル、介護の問題、いろ
いろな場面で、孤独・孤立の問題ということ
は起こりますし、それぞれに対してまず現状
ある施策を整理し、これに対して横串を刺す
ことでどのような相乗効果を生むことができ
るかといったことを、今、孤独・孤立室では
整理しています。特に孤独の問題というのは、
これまで高齢期の社会的孤立は非常に問題に
なってきましたけれども、今回コロナが明ら
かにしたのは、やはり学生期、また若者の間
でも孤独の問題が広がっている。こういった
ことも明らかになり、より幅広い支援策の確
立が必要だということが明らかになってきて
います。
　現在、社会的孤立に関してはいろいろな調
査があり、かつ社会的孤立に関しては、割と
客観的な指標だということが明らかになって
います。一方、孤独というのは自分がどう感
じるかという問題にも関係いたしますので、
孤独と孤立も、厳密に言えば少し対象が異なっ
ている概念です。こういった孤独、また孤立
の問題を調査をし、どのような方の間に孤独・
孤立がより広がっていくか、そういったこと
を明らかにすることによって、孤独・孤立対
策を的確に進めることができるのではないか
ということで、この12月から調査を進めるこ
ととしております。こういった結果が取りま
とまれば、よりデータに基づく孤独・孤立対
策を進めることができるんじゃないかと思い
ます。
　また、孤独・孤立対策の一つの柱といたし
まして、支援を行う方々に、より支援の情報
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ことが明らかになってまいりました。今年の
２月、総理から当時の坂本大臣に対して、孤
独・孤立対策担当大臣の任命が行われまして、
政府として孤独・孤立対策を進めるというこ
とが明らかにされたところです。
　その後１年ほど対策を進めてきております。
例えば支援を行っていらっしゃるNPOの方々
に集まっていただいて、フォーラムを開催す
る。一体、孤独や孤立の問題に対してどうい
う問題が起こっているのか、どのような対策
を打てばよいのかといったことを、現場の皆
様のお話を伺いながら政策を決めていくこと
をやってまいりました。３月には緊急支援策
ということで、そういったNPOの方々に対す
る支援策も公表いたしました。その後、政府
全体として孤独・孤立対策に関わる関係部署
を集めまして、孤独・孤立対策室が司令塔と
なって、孤独・孤立対策を進めてきております。
また、孤独・孤立対策については世界的にも、
今ちょうど潮流ができておりまして、一番初
めに孤独担当大臣を置いたのはイギリスなん
ですが、そちらとも連携をしながら、それぞ
れの対策を進めてきている状況になっており
ます。
　孤独・孤立対策に取り組むNPOへの支援を、
今年３月に発表させていただきまして、また、
近日中に取りまとまる政府経済対策でも同様
の措置が継続されることになっています。生
活支援や自殺防止の対策、フードバンク、子
ども食堂の方々への支援、子供の居場所づく
りの活動、女性に寄り添った相談支援体制の
確立、住まいの支援、こういった５つの分野
に対して、NPOの方々に対する直接補助、ま
たは都道府県・市町村を通じた補助の仕組を
創設しまして、現場の方々の活動を支援する
ということが、孤独・孤立対策の一つの柱に
なっております。

　孤独・孤立という問題は、人生の様々なス
テージによって起こることだということが分
かってきております。生まれたとき、児童虐
待の問題、貧困の問題から、学生の悩み、妊
娠・出産・子育て期の孤独・孤立、高齢期の
ひとり暮らし、フレイル、介護の問題、いろ
いろな場面で、孤独・孤立の問題ということ
は起こりますし、それぞれに対してまず現状
ある施策を整理し、これに対して横串を刺す
ことでどのような相乗効果を生むことができ
るかといったことを、今、孤独・孤立室では
整理しています。特に孤独の問題というのは、
これまで高齢期の社会的孤立は非常に問題に
なってきましたけれども、今回コロナが明ら
かにしたのは、やはり学生期、また若者の間
でも孤独の問題が広がっている。こういった
ことも明らかになり、より幅広い支援策の確
立が必要だということが明らかになってきて
います。
　現在、社会的孤立に関してはいろいろな調
査があり、かつ社会的孤立に関しては、割と
客観的な指標だということが明らかになって
います。一方、孤独というのは自分がどう感
じるかという問題にも関係いたしますので、
孤独と孤立も、厳密に言えば少し対象が異なっ
ている概念です。こういった孤独、また孤立
の問題を調査をし、どのような方の間に孤独・
孤立がより広がっていくか、そういったこと
を明らかにすることによって、孤独・孤立対
策を的確に進めることができるのではないか
ということで、この12月から調査を進めるこ
ととしております。こういった結果が取りま
とまれば、よりデータに基づく孤独・孤立対
策を進めることができるんじゃないかと思い
ます。
　また、孤独・孤立対策の一つの柱といたし
まして、支援を行う方々に、より支援の情報

が届くようになってほしい。また、困った状
況にある方が、みずから支援策に簡単にたど
り着けるようにしたいということで、孤独・
孤立対策ホームページを作りまして、その中
に支援策を一覧できるポータルサイトを作っ
ております。資料上は８月頃公開予定となっ
ておりますが、ちょうどこの11月２日に公開
をすることができました。いわゆるチャット
ボット機能を使いまして、いろいろな状態に
ある方が行政の支援策に、より簡単にたどり
着けるようなホームページです。公開以来、
非常にアクセス数も増えておりまして、この
１週間でも１日４万件を超えるアクセスをい
ただいておりますので、困っているご本人の
方、また支援者の方それぞれの立場から使い
やすいものになっているのではないかと思い
ます。まだ公開したばかりですので、ご意見
をいただきながら今後も改良を進めていきた
いというふうに思っています。
　政府としては、先ほど申し上げたような
NPO等への支援、また支援策の整備、ポータ
ルサイトの構築。全体としては声を上げやす
い社会の構築が一番大事ではないかと思って
おります。孤独・孤立対策を進めることで、
孤独状態、孤立状態にある方が困っていると
いう状況からより声を上げやすいようにいた
しまして、支援策に届きやすいようにすると
いうこと、まだ孤独・孤立対策は始まったば
かりでもありますけれども、支援者の方々と
一緒に作り上げていく政策ですので、本日の
セミナーでの意見も参考にしながら進めてい
きたいと思っております。どうぞ皆様のご協
力、ご参加をよろしくお願いいたします。私
からの発表は以上です。
▼鈴木：和田さん、どうもありがとうござい
ました。
　続いて鴻巣さん、お願いいたします。

▼鴻巣：鴻巣です。よろしくお願いいたしま
す。皆さん、改めましておはようございます。
福島県の南の端っこ、白河市の小さなお茶の
間、さらにそのこたつの中からぬくぬくとお
送りしております。ソーシャルワーカーの鴻
巣麻里香です。今、私がいるこの場所は、ま
かないこども食堂「たべまな」という子ども
食堂です。
　まかないこども食堂「たべまな」は、
KAKECOMI(カケコミ)という小さな市民団
体が運営しております。KAKECOMIという
名前は、駆け込み寺とコミュニティを合わせ
た造語です。安全な逃げ場所であり、かつ地
域に閉ざされていない、そういった意味を込
めました。
　KAKECOMIの事業は３つ。まず子供と親
子のおいしい居場所、まかないこども食堂「た
べまな」。そして困窮する女性のハウジング
ファースト支援であるシェアハウス、いわゆ
る民間シェルターと呼ばれるものです。そし
て、とりあえずの困りごとを持ち込めるソー
シャルワーク相談室です。
　KAKECOMIの活動を通じて出会うのは、
「助けて」が言えない女性たちです。なぜ「助
けて」が言えないのか、一体何が「助けて」
という言葉を奪うのか。私たち対人支援、つ
まり困っている人の支援を仕事にする人たち
は、困ったら気軽に相談してくださいと言い
ます。息を吐くように、そういうふうに言っ
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ているかと思います。ですけれども、相談す
るというのは実はとても難しいことです。
　なぜそれが難しいのか。困ったときに助
けを求める、それを難しくしている要因が、
KAKECOMIの様々な出会いから浮かび上
がってきました。まず、福祉制度の申請主義。
次に、その申請主義が生み出す制度の隙間。
さらには逆境的経験による心的外傷、いわゆ
るトラウマの影響。そして女性差別という構
造による生きづらさの不可視化、つまり見え
なくなっていることです。
　困っている人はどこにいるんだろうと、ソー
シャルワーカーとして、もう15年以上、様々
な組織に所属しながら活動してまいりました
けれども、ずっとこう考えていました。医療
機関や福祉施設に所属して私たちが支援でき
るのは、みずから助けを求めにやってくる方々
ばかりです。では、その「助けて」という声
が奪われた方々は一体どこにいるのか。いろ
いろなところで働きながら、ずっと誰かを置
き去りにしてしまっているような気がしてき
ました。
　では、一体何が「助けて」の言葉を奪うのか。
まず、申請主義というものがあります。日本
の福祉制度では、困っている人がみずからこ
うしてほしいとリクエストしないと、基本的
には支援が受けられません。その支援を受け
るためには、まず自分が何に困っているのか
を自分で理解する、そして相談機関の窓口に
出向いて、その対応する職員の方が理解して
いただけるように説明をする。それは、見ず
知らずの人に自分の苦しかったこと、誰にも
話したくないし思い出したくもないような体
験を話すということであり、その結果、この
人は支援を受けるに値するという評価を受け
て、初めて支援というものが受けられます。
これはすごくストレスフルなプロセスかと思

います。
　申請主義は、制度に隙間を作ります。私た
ちが運営するシェアハウスの利用者は、その
制度の隙間に陥った人々です。例えば18歳、
19歳の児童でも成人でもない（2021年11月
現在）虐待の被害者たち、例えば身体的暴力
を伴わない家庭内暴力、心理的DVや経済搾
取の被害者たち、あるいは配偶者以外の親族
から虐待を受ける成人女性などです。その全
員が様々な、どの制度にも引っかからない隙
間に陥ってしまって、どこともつながれず、
ただ相談の回数だけを重ねて、そして孤立を
深めることになっていました。
　そして、そもそも虐待や暴力の被害に遭っ
て困窮すると、自分が誰かに助けてもらう価
値がある存在だと実感できなくなってしまう
んですね。トラウマ、心的外傷によって、自
己価値というものがすごく損なわれてしまい
ますので、自分には価値がないと信じてしま
う。自分は誰かに助けてもらう価値がないん
だという強い強い信じ込みがあると、誰かに
支援を求めることができなくなったり、ある
いは自分を傷つけたり、進んで不幸になって
いってしまうような選択をしてしまいます。
その結果、周囲から、あの人は好きで不幸に
なっているというように誤解され、さらに孤
立してしまいます。いわゆる自己責任論になっ
てしまうわけです。
　そして、特に女性の生きづらさが見えない
のは、女性差別、ジェンダー差別という構造
があるからだと考えています。なぜ女性の、
そして子供の生きづらさが見えないのか。一
つには、性被害や搾取のリスクが高い女性、
そして保護よりも補導されてしまうリスクの
高い子供というのは、路上だったり公園といっ
たパブリックな空間の中に、安全な場を得に
くいということがあるかと思います。家庭が
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ているかと思います。ですけれども、相談す
るというのは実はとても難しいことです。
　なぜそれが難しいのか。困ったときに助
けを求める、それを難しくしている要因が、
KAKECOMIの様々な出会いから浮かび上
がってきました。まず、福祉制度の申請主義。
次に、その申請主義が生み出す制度の隙間。
さらには逆境的経験による心的外傷、いわゆ
るトラウマの影響。そして女性差別という構
造による生きづらさの不可視化、つまり見え
なくなっていることです。
　困っている人はどこにいるんだろうと、ソー
シャルワーカーとして、もう15年以上、様々
な組織に所属しながら活動してまいりました
けれども、ずっとこう考えていました。医療
機関や福祉施設に所属して私たちが支援でき
るのは、みずから助けを求めにやってくる方々
ばかりです。では、その「助けて」という声
が奪われた方々は一体どこにいるのか。いろ
いろなところで働きながら、ずっと誰かを置
き去りにしてしまっているような気がしてき
ました。
　では、一体何が「助けて」の言葉を奪うのか。
まず、申請主義というものがあります。日本
の福祉制度では、困っている人がみずからこ
うしてほしいとリクエストしないと、基本的
には支援が受けられません。その支援を受け
るためには、まず自分が何に困っているのか
を自分で理解する、そして相談機関の窓口に
出向いて、その対応する職員の方が理解して
いただけるように説明をする。それは、見ず
知らずの人に自分の苦しかったこと、誰にも
話したくないし思い出したくもないような体
験を話すということであり、その結果、この
人は支援を受けるに値するという評価を受け
て、初めて支援というものが受けられます。
これはすごくストレスフルなプロセスかと思

います。
　申請主義は、制度に隙間を作ります。私た
ちが運営するシェアハウスの利用者は、その
制度の隙間に陥った人々です。例えば18歳、
19歳の児童でも成人でもない（2021年11月
現在）虐待の被害者たち、例えば身体的暴力
を伴わない家庭内暴力、心理的DVや経済搾
取の被害者たち、あるいは配偶者以外の親族
から虐待を受ける成人女性などです。その全
員が様々な、どの制度にも引っかからない隙
間に陥ってしまって、どこともつながれず、
ただ相談の回数だけを重ねて、そして孤立を
深めることになっていました。
　そして、そもそも虐待や暴力の被害に遭っ
て困窮すると、自分が誰かに助けてもらう価
値がある存在だと実感できなくなってしまう
んですね。トラウマ、心的外傷によって、自
己価値というものがすごく損なわれてしまい
ますので、自分には価値がないと信じてしま
う。自分は誰かに助けてもらう価値がないん
だという強い強い信じ込みがあると、誰かに
支援を求めることができなくなったり、ある
いは自分を傷つけたり、進んで不幸になって
いってしまうような選択をしてしまいます。
その結果、周囲から、あの人は好きで不幸に
なっているというように誤解され、さらに孤
立してしまいます。いわゆる自己責任論になっ
てしまうわけです。
　そして、特に女性の生きづらさが見えない
のは、女性差別、ジェンダー差別という構造
があるからだと考えています。なぜ女性の、
そして子供の生きづらさが見えないのか。一
つには、性被害や搾取のリスクが高い女性、
そして保護よりも補導されてしまうリスクの
高い子供というのは、路上だったり公園といっ
たパブリックな空間の中に、安全な場を得に
くいということがあるかと思います。家庭が

とても困窮して、あるいはそこに暴力だった
り搾取だったりがあっても、パブリックスペー
スはより危険な場所なので、避難場所になら
ない。そうすると、暴力や困窮がある家に閉
じ込められてしまう。あるいは、女性や子供
という属性、性差や子供というその属性が商
品価値があるとして扱われて、その引き換え
に、例えばお部屋とかお金が提供される。性
産業であったりとか、SNSなどを通じた「＃神
待ち」とか「＃家出少女」などですね、そういっ
た搾取構造に絡め取られてしまうことになり
ます。
　パブリックスペースから排除され、女性の
生きづらさというものがどんどん見えなく
なっていってしまうわけです。また、意思決
定や報道の場所で、女性や子供はまだまだ、
ごくごく少数派です。パブリックスペースか
らの排除も、意思決定の機会からの排除も、
やはりこれはジェンダーだったりとか様々な
差別の構造かと思います。その差別構造が、
女性や子供の生きづらさを見えなくして、「助
けて」の声を封じてしまっています。
　奪われた「助けて」という言葉を取り戻す
ことは、とてもとても難しいかと思います。
それは社会構造の問題だからです。なので、
私たちは「助けて」と言わなくてもお互いに
気づき合い、支え合える場所、制度の隙間に
置き去りにされた人々のための逃げ場所をつ
くることで、その構造に小さく小さくあらがっ
ています。
　その事業が、まずソーシャルなお茶の間で
あるまかないこども食堂「たべまな」、そして
安全な家出場所であるセーフティーシェアハ
ウスです。
　これが「たべまな」、子ども食堂の様子です
ね。「たべまな」では、子供は賄い、大人はカ
ンパがルールです。子供はまかない、つまり

一人一人が何かの役割を持って、その対価と
いうか賄いとして御飯を食べるというルール
です。大人はご自身の懐と相談しての投げ銭
の寄附、カンパで場を支える。大人と子供が
それぞれにできることで場を守っていく同志
になる、そういった関係を大事にしています。
　同時に、子供たちが何らかの困難を抱えて
いるとき、そのときは裏メニューとして専門
職が支援します。私、ソーシャルワーカーだ
けでなく、児童精神科の先生や弁護士、産婦
人科のドクターなどが子供たちを支援してい
ます。ほとんどの専門職が大体プロボノであっ
たりとかいろいろな制度を活用して、非常に
安価で支援してくださっているんですけれど
も、専門家同士がこの「たべまな」の子供た
ちや親子を通じてそれぞれ直接つながって、
それぞれの支援に互いの力を生かしていくと
いうネットワークがそれぞれの仕事に生かせ
るということで、ウィン・ウィンの関係がで
きています。このまかないルールと裏メニュー
によって、子供と大人との間に、してあげる・
されるという関係が固定化してしまうことを
防いで、同時に困難を放置しないというバラ
ンスを模索しています。
　こちらがシェアハウスの写真です。３世帯
が入居できるようになっています。ちょうど
今日ですね、まさに今日の午後もう一軒、新
たにシェアハウスの運営を始めまして、これ
で入居できるのが合計５世帯、小さなお子さ
んをお持ちの親御さんだったりすると、合計
で８人ぐらいは入居できることになります。
　シェアハウスでは、制度の隙間に陥ってし
まった女性たちの住居支援を行っています。
シェアハウスで「助けて」という一言が言え
ずに孤立する人たちの住居支援を行い、そし
てこども食堂「たべまな」で、「助けて」って
言わなくても何となく人と、そして支援と
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つながれる、そういった場づくりをしていま
す。誰かを支援することを生業としている私
たちは、当事者の「助けて」と言える力に、
SOSを出せる力に依存していると言えるかと
思います。対人支援者である私たちこそが、
助けてと言える力への依存から抜け出すには
どうしたらいいのか、後半は皆さんと意見交
換したいと思っています。
▼鈴木：鴻巣さん、どうもありがとうござい
ました。盛りだくさんで時間が全然足らない
と思いますが、後半にお時間をお取りして、
皆さんで話せればと思います。どうもありが
とうございます。
　それでは渡辺さん、お願いいたします。
▼渡辺：改めまして、こんにちは。私は、現
代美術家の渡辺篤といいます。私は過去に、
足かけ３年の引きこもりの当事者経験を持つ
現代美術家でして、社会復帰後、精力的にこ
れまで作品の制作活動を行ってきました。今
回は作品や、主宰するアートプロジェクトに
ついて紹介させていただきます。
　最初に「同じ月を見た日」というアートプ
ロジェクトです。昨年４月７日は、新型コロ
ナウイルスによる緊急事態宣言が初めて首都
圏に発出された日で、奇しくもこの日は１年
で一番満月が大きく見える日でした。今では
Zoomをはじめとするビデオ通話が普及して
いますが、必ずしもデジタルを介した方法だ
けが、コロナ禍に他者とつながる方法ではな
いと考えまして、また、孤立問題に対する根
源的な態度とは、姿の見えない不在者に対し
ても想像力を働かせることと考え、その媒介
として、各自の場所から夜空の月を見るとい
うプロジェクトなんです。
　「コロナ禍に孤立感を感じること」という条
件の募集に対して集ったメンバーが、現在国
内外に約50名います。私はスマホに接続する

小型の望遠鏡を、彼らに無償提供しました。
メンバーの中には、引きこもりや、海外でロッ
クダウンに遭った人なども含みますが、世界
のどこからでも我々は同じ月を見ることがで
きます。写真はこれまでに1,500枚以上集ま
り、それらをライトボックス化させた作品な
どもあります。さらに、メンバーには展覧会
場に来られない人も一定数いますので、会場
につるされた、こうした球体のライトを、各
自のスマホで遠隔操作できるという作品もあ
ります。それらが展覧会場でついたり消えた
りするわけですけれど、そうすると、そこに
来た鑑賞者は、ここにいない誰かについて想
像を巡らすことができます。ほかにも、月の
写真を月齢順、月の満ち欠け順に動画編集し、
コロナ感染リスクを減らした、こうした半屋
外の会場でプロジェクションするというよう
な作品も作りました。
　次に、これは私なんです。ここで改めて、
私の引きこもり経験について触れます。私は
大学卒業後、様々な居場所の喪失を一遍に経
験しまして、実家の自分の部屋にしか居場所
がなくなってしまいまして、だんだんと、も
うこの社会には戻ってこない覚悟で、片道切
符でそれを続けていました。しかし、ひょん
なきっかけで父親の支配から逃れることや、
弱り切ってしまった母親に寄り添うことの必
要性に気が付きまして、結果、ある日突然、
憑き物が本当に落ちたように、引きこもりを
終えることになりました。
　引きこもりを終える日に、私は先ほどのよ
うな写真であるとか、こうした部屋の写真を
撮り残したんです。ちょっと強烈ですよね。
荒れ果てた様子ではあるんですけれども、気
がついたことがあります。こうしたこれらの
写真は、引きこもった長い時間が存在しない
と撮影できないものであるということなんで
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つながれる、そういった場づくりをしていま
す。誰かを支援することを生業としている私
たちは、当事者の「助けて」と言える力に、
SOSを出せる力に依存していると言えるかと
思います。対人支援者である私たちこそが、
助けてと言える力への依存から抜け出すには
どうしたらいいのか、後半は皆さんと意見交
換したいと思っています。
▼鈴木：鴻巣さん、どうもありがとうござい
ました。盛りだくさんで時間が全然足らない
と思いますが、後半にお時間をお取りして、
皆さんで話せればと思います。どうもありが
とうございます。
　それでは渡辺さん、お願いいたします。
▼渡辺：改めまして、こんにちは。私は、現
代美術家の渡辺篤といいます。私は過去に、
足かけ３年の引きこもりの当事者経験を持つ
現代美術家でして、社会復帰後、精力的にこ
れまで作品の制作活動を行ってきました。今
回は作品や、主宰するアートプロジェクトに
ついて紹介させていただきます。
　最初に「同じ月を見た日」というアートプ
ロジェクトです。昨年４月７日は、新型コロ
ナウイルスによる緊急事態宣言が初めて首都
圏に発出された日で、奇しくもこの日は１年
で一番満月が大きく見える日でした。今では
Zoomをはじめとするビデオ通話が普及して
いますが、必ずしもデジタルを介した方法だ
けが、コロナ禍に他者とつながる方法ではな
いと考えまして、また、孤立問題に対する根
源的な態度とは、姿の見えない不在者に対し
ても想像力を働かせることと考え、その媒介
として、各自の場所から夜空の月を見るとい
うプロジェクトなんです。
　「コロナ禍に孤立感を感じること」という条
件の募集に対して集ったメンバーが、現在国
内外に約50名います。私はスマホに接続する

小型の望遠鏡を、彼らに無償提供しました。
メンバーの中には、引きこもりや、海外でロッ
クダウンに遭った人なども含みますが、世界
のどこからでも我々は同じ月を見ることがで
きます。写真はこれまでに1,500枚以上集ま
り、それらをライトボックス化させた作品な
どもあります。さらに、メンバーには展覧会
場に来られない人も一定数いますので、会場
につるされた、こうした球体のライトを、各
自のスマホで遠隔操作できるという作品もあ
ります。それらが展覧会場でついたり消えた
りするわけですけれど、そうすると、そこに
来た鑑賞者は、ここにいない誰かについて想
像を巡らすことができます。ほかにも、月の
写真を月齢順、月の満ち欠け順に動画編集し、
コロナ感染リスクを減らした、こうした半屋
外の会場でプロジェクションするというよう
な作品も作りました。
　次に、これは私なんです。ここで改めて、
私の引きこもり経験について触れます。私は
大学卒業後、様々な居場所の喪失を一遍に経
験しまして、実家の自分の部屋にしか居場所
がなくなってしまいまして、だんだんと、も
うこの社会には戻ってこない覚悟で、片道切
符でそれを続けていました。しかし、ひょん
なきっかけで父親の支配から逃れることや、
弱り切ってしまった母親に寄り添うことの必
要性に気が付きまして、結果、ある日突然、
憑き物が本当に落ちたように、引きこもりを
終えることになりました。
　引きこもりを終える日に、私は先ほどのよ
うな写真であるとか、こうした部屋の写真を
撮り残したんです。ちょっと強烈ですよね。
荒れ果てた様子ではあるんですけれども、気
がついたことがあります。こうしたこれらの
写真は、引きこもった長い時間が存在しない
と撮影できないものであるということなんで

すね。引き込もった時間は、ともするとこう
した写真作品の制作期間だというふうに捉え
直すこともできるんじゃないかということを
考えました。
　そこで、私がアーティストとして現場復帰
後に、現在引きこもり生活を送る人々にも広
く呼びかけをしまして、あなたの今、生活し
ている部屋の写真をみずからの手で撮影し、
一緒に写真集を作りませんかという発信、募
集を行いました。結果、引きこもりの方々か
らの部屋の写真が約160枚ほど集まりまして、
この活動は「アイムヒア　プロジェクト」と
いう名前です。プロジェクトの意味は、「私は
ここにいる」という意味があるんですね。当
事者たちは、写真を提供してくれたわけです
けれども、その方々に対して助成金から、私
は写真の提供費を支払いました。いわば、引
きこもりでないと手に入れられないお金であ
り、引きこもった時間を肯定するような意図
があります。
　送られてきた写真には、いわゆるごみ屋敷
のようなものもあるんですけれども、反対に
自罰的なほどに断捨離を行う人もいるわけで
す。引きこもりイコールごみ屋敷ではありま
せん。ほかには国家試験の勉強を行いながら
部屋から出られなくなった人、封建的な家庭
で生きている人など、部屋の様子からだけで
も様々な当事者の在り方を知ることができま
す。
　このプロジェクトの背景には、引きこもり
を無理やり部屋から引きずり出す暴力的支援
団体の存在や、ジャーナリズムの名の下に、
人権侵害的な発信を行ってきたマスメディア
に対する批判やカウンターとしての意図もあ
ります。ニュース番組やワイドショーなんか
で、引きこもりの部屋を映したいという名目
の下、ずんずんと中に入って行って、扉を壊

して引きずり出したりというような番組が、
最近でもしばしばあったんですよね。それら
に対する当事者との協働の中での反対の声明
というか、みずから写真を撮れる人、発信で
きる人と一緒に協働を行ったわけです。
　次に、この作品は引きこもりの元当事者で
ある私が、再度一時的に引きこもり的な環境
に自分の身体を閉じ込めるというパフォーマ
ンス作品です。日本には少なくとも110万人
以上の引きこもりがいると言われ、このコン
クリート製の箱はその単位の一つであり、ま
た、人の死や再生を表す装置と言えます。私
はこの箱の中に生き埋めになって、１週間を
過ごしました。これは今現在、孤立状態にあ
る人の精神性や身体性を、私自身に憑依させ
るという意図があります。私は引きこもりの
当事者経験から時間がたって、社会化してい
くというか、そうした中で、自分の引きこも
りの精神性というのも、もう今は全くないん
ですね。だからこそ、そういうこともあって、
今引きこもっている人の精神性、身体性、こ
ういうふうにかりそめではあるけれど、一旦
壁の向こう側に行くというような体現を行っ
たわけですね。７日後、みずからの意思で、
中から金づちで割って出てきたわけです。
　次に、修復のモニュメントというシリーズ
です。複数人の引きこもり当事者と私が直接
対話をしながら、おのおのにとってのトラウ
マや生きづらさをテーマに、破壊・修復・再
構築を行う共同制作の企画です。例えば、中
学時代のいじめをきっかけに、10年に及ぶ引
きこもりを行った男性と共同制作をしたもの
です。彼は引きこもりの期間に、中学時代の
卒業アルバムを破壊してしまい、もうこの世
にそのアルバムはありません。そのアルバム
を再現的に一旦コンクリートで作り、あえて
一緒に壊しまして、陶芸の伝統的な修復技法
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である金継ぎを応用して修復をしました。こ
れは経験のナラティブ化、物語的化というよ
うな意味もありますけれども、そうした再認
識の行為と言え、また、金継ぎというのは痛
みの経験を自己肯定していくというふうにも
言えるかと思います。先ほどの部屋の写真募
集のプロジェクトもそうだったんですけれど
も、参加した多くの引きこもりの当事者たち
は、こういうふうなアートプロジェクトに参
加することをきっかけに、主体的に、また展
覧会場に足を運んでくれたりもします。また、
一般の来場者の方々と、その現場で交流をし
てくれる状況なども多々生まれました。
　最後に、私が海外でも活動展開をしている
報告です。孤立課題をテーマに私が活動して
以降、イギリス、ドイツ、ベルギー、韓国な
どから、展覧会やシンポジウムのオファーを
いただきまして、これまでここ数年間、そう
した場所に行ってきています。中でも、この
写真はロンドンなんですけれど、ロンドンで
は日本の引きこもりという概念は知られてい
まして、そのまま引きこもりをアルファベッ
ト化して、ヨーロッパでも伝わっているわけ
ですね。現地の精神科医やメディア関係者ら
と意見交換も行いました。ただ、このとき感
じたのは、当事者経験者というのが私しかそ
こに参加していなかったということ、社会包
摂というようなニュアンスでの議論というの
は、このイギリスにおいては階級社会ゆえか、
当事者に対する上から目線の支援意識も感じ
てしまいました。
　以上なんですけれども、現在はアフターコ
ロナの孤立課題に対するアートプロジェクト
の準備をしています。ご期待くださいませ。
共有を終えます。ありがとうございます。
▼鈴木：渡辺さん、どうもありがとうござい
ました。コーディネーターの役割を忘れて、

見入り、聞き入ってしまいました。
　それでは星山さん、お願いいたします。

▼星山：星山です。よろしくお願いします。
　私は、来年で40年になるんですけれども、
ずっと少数派の子供たちの支援を専門にして
きました。きっかけは、鎌倉市にあります養
護学校の、最重度の子供たちのクラスを担任
したところから始まっています。現在では、
いろいろな発達、後ほど出てくる発達障害
というキーワードがありますが、私はまさに
SOSを出せない、どうやって孤立を防ぐかと
いう観点から、発達障害という言葉はなるべ
く使わないようにしておりまして、今日も副
題は発達多様性の尊重と受容ということでお
話をしていきたいと思います。
　うちの子は発達障害ではない、だけど助け
てほしい。私のもとには日々こんな声が届い
てきます。あの子は障害児じゃないよね、だ
から特別扱いはできないの。あれは甘やかし
じゃない。あれ、何か社会に出たら困るんじゃ
ない。このような声も、学校や支援者の中か
らよく聞かれる声ではないかなというふうに
思います。
　あの子は私たちと違うよね、同じことでき
ないんだよね。だから仲間外れにしてもいい
んだよね。これは心の中で、実際に聞いたこ
とがある言葉ではないですけど、多分子供た
ち、あるいはお父様、お母様などが、自分と
は違うタイプの人間を見ているときに、何と
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である金継ぎを応用して修復をしました。こ
れは経験のナラティブ化、物語的化というよ
うな意味もありますけれども、そうした再認
識の行為と言え、また、金継ぎというのは痛
みの経験を自己肯定していくというふうにも
言えるかと思います。先ほどの部屋の写真募
集のプロジェクトもそうだったんですけれど
も、参加した多くの引きこもりの当事者たち
は、こういうふうなアートプロジェクトに参
加することをきっかけに、主体的に、また展
覧会場に足を運んでくれたりもします。また、
一般の来場者の方々と、その現場で交流をし
てくれる状況なども多々生まれました。
　最後に、私が海外でも活動展開をしている
報告です。孤立課題をテーマに私が活動して
以降、イギリス、ドイツ、ベルギー、韓国な
どから、展覧会やシンポジウムのオファーを
いただきまして、これまでここ数年間、そう
した場所に行ってきています。中でも、この
写真はロンドンなんですけれど、ロンドンで
は日本の引きこもりという概念は知られてい
まして、そのまま引きこもりをアルファベッ
ト化して、ヨーロッパでも伝わっているわけ
ですね。現地の精神科医やメディア関係者ら
と意見交換も行いました。ただ、このとき感
じたのは、当事者経験者というのが私しかそ
こに参加していなかったということ、社会包
摂というようなニュアンスでの議論というの
は、このイギリスにおいては階級社会ゆえか、
当事者に対する上から目線の支援意識も感じ
てしまいました。
　以上なんですけれども、現在はアフターコ
ロナの孤立課題に対するアートプロジェクト
の準備をしています。ご期待くださいませ。
共有を終えます。ありがとうございます。
▼鈴木：渡辺さん、どうもありがとうござい
ました。コーディネーターの役割を忘れて、

見入り、聞き入ってしまいました。
　それでは星山さん、お願いいたします。

▼星山：星山です。よろしくお願いします。
　私は、来年で40年になるんですけれども、
ずっと少数派の子供たちの支援を専門にして
きました。きっかけは、鎌倉市にあります養
護学校の、最重度の子供たちのクラスを担任
したところから始まっています。現在では、
いろいろな発達、後ほど出てくる発達障害
というキーワードがありますが、私はまさに
SOSを出せない、どうやって孤立を防ぐかと
いう観点から、発達障害という言葉はなるべ
く使わないようにしておりまして、今日も副
題は発達多様性の尊重と受容ということでお
話をしていきたいと思います。
　うちの子は発達障害ではない、だけど助け
てほしい。私のもとには日々こんな声が届い
てきます。あの子は障害児じゃないよね、だ
から特別扱いはできないの。あれは甘やかし
じゃない。あれ、何か社会に出たら困るんじゃ
ない。このような声も、学校や支援者の中か
らよく聞かれる声ではないかなというふうに
思います。
　あの子は私たちと違うよね、同じことでき
ないんだよね。だから仲間外れにしてもいい
んだよね。これは心の中で、実際に聞いたこ
とがある言葉ではないですけど、多分子供た
ち、あるいはお父様、お母様などが、自分と
は違うタイプの人間を見ているときに、何と

なく心の中で感じているのではないかなと思
うような言葉です。
　私は障害はないの。私は診断もついてない
の。だから頑張れる。みんなと同じにできる。
私は特別支援はいらない。これはとても多く
の方から聞く言葉です。でも、つらい、学校
行きたくない。部屋に入れない。初めてのこ
とはどきどきする。そして、みんなのいると
ころは入るのも、人間が好きなのにつらい。
でも、困っているのにSOSを出せないし、頑
張り続ける子供たちや保護者の方、そして支
援者はたくさんいらっしゃいます。困ってい
るのに解決が難しいのは、一体どうしてなん
でしょう。これは私がずっと考えてきたテー
マでもあります。
　それで、私はいろいろな研究とか実践を見
てきた中で、視点を変えてみました。今日は
少しだけその視点、自分のやってきたことか
らご紹介したいと思います。エコロジカルな
視点といって、生態学的なアプローチと言わ
れていますが、例えば一人の子供を幸せにす
るためには、その周りの人間関係、つながり、
ここから支えていこうという考え方です。そ
こで４つですね。親支援、支援者支援、仲間
支援、そして当事者の困っている方の支援と
いうふうに分けてみました。
　ここは、私がやってきた実践なので少しだ
けご紹介します。私のところには、お子さん
が学校に行かなくなった、行けなくなった、
あるいは子供が苦しんでいるようだというふ
うにご相談に来る、来れる方ばかりではあり
ません。そこで、皆さん勉強してみませんか
ということで、先にサポーターになる勉強を
しようということで始めてみました。たった
一人のお母さんから始めてみました。もう今
から十数年前です。そして勉強会を始めまし
た。そうしましたら、その輪がどんどん広が

りまして、そして今からもう15年、16年続い
ています。やがてはそこで学んだ方たちが、
自分が支援をしてみたいということでボラン
ティア活動を始めてくださいました。そこの
地域が幾つかあります。鎌倉市も取り組もう
としておりますし、学んだ方というのは、次
に自分の力を生かしたいと思ってくださると
いうことを、私は学びました。
　こんな感じですね。一人の親、困っている
親ですが、学ぶことでつながり、活躍するこ
とでつながり、そして自分がまたその学びを
誰か困ってる人の力に変えていくという、持
続可能な循環型の人材育成です。人材育成と
いっても、当事者だった方が支援者に変わっ
ていくというようなサイクルです。ここが非
常に上手に循環している地域もあります。
　今度は支援者同士のつながりです。私は今、
人材育成ということで学校の教員を主に養成
していますが、専門性が大変足りないという
ふうに、どこでも言われています。しかし、
私は支援者と当事者というのを分けることな
く、お互いに学び合える場づくりが重要では
ないかなと思っています。そんなふうにして、
みんなで学ぶ場というのをこれからつくって
いきたいと思っています。
　これは仲間です。これは、子供たちを支え
ていますと、少数派の子供たちだけではなく、
実は周りの子供たち、多数派と言われている
子供たちこそ、一緒に仲間としてお互い思い
やりを学んでほしいなという視点です。それ
をすることによって、あの子は困っていて、
私が大丈夫な人という視点ではなく、みんな
自分のこと、みんなが当事者意識を持って、
それぞれ、先ほども出てきましたが、できる
ことで支え合う。私の得意なことは、あなた
の不得意なこと。だけど私はこれが得意だか
ら、あなたの不得意なことを支え合えると
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いうような、そういう包み込むデザインに変
えていけたらいいのではないかなと思ってい
ます。
　ということで、これは私の理念なんですが、
SOSを出せない一つの原因は、みんなと同じ
にできないこと、みんなと同じでなければい
けないという思い込みがあるような気がして
います。私は長年、たくさんの方に出会って
きましたが、一人一人違っていて、誰一人同
じ人はいませんでした。特に、脳の機能障害
や運動障害のある方でも「違う」ということ
に意味があり、それはとても強いことなんだ
なということを、私は教えてもらいました。
みんなと同じでなくてもいいので、誰とも違
うあなただからこそ尊いということ、これが
受容と尊重ということになると思います。こ
の安心感をお互いに持つ、その場をつくって
いく、人々と出会うということが何より大切
ではないかということ、これを大事にしてい
ます。
　グレーという言葉があるんですけれど、私
は、人間は白でも黒でもなくて、誰もが最初
から虹色ではないかなというふうに表現をし
ています。私が白で、あなたが赤で、あなた
が黄色で、あなたが黒というのではなく、私
たちはもともと生まれたときからみんな違う
虹色であって、色の濃さが違うだけ、配合が
違うだけ、そんなふうにして生きていけば、
私たちの多様性と尊重というのが受容できる
のではないかなと考えています。
　以上です。どうもありがとうございました。

▼鈴木：星山さん、どうもありがとうござい
ました。
　これで、個々のパネリストの方々の発表が
一旦終わりました。これからは、私からの質
問も含めてですが、パネルの皆さんと討論を
していきたいと思います。
　パネルの方々の発表を聞いていますと、こ
れまでの制度の問題や、個々人の意識の問題
や、当事者と支援者という枠組み・線引き・
制度設計に問題があるのではないのかとの話
が出てきました。
　私から、皆さんにお考えをお聞きしたいの
は、現実に「今、苦しんでいます」、「今、生
きづらいです」という方々に対して、（コロナ
禍ということもありますが）そのような「当
事者」、いわゆる社会的弱者と言われるような
方々に対して、では、「今、こうしたらよいの
ではないか」とのアドバイスを送るとしたら、
皆さんだったら、どのような言葉を送ります
か、ということについて、お聞きしたいと思
います。まずは、渡辺さん、いかがですか。
▼渡辺：はい、ありがとうございます。そう
ですね、弱音を吐くということをしてみてほ
しいなと思うんですけど、弱音を吐いたとき
に受け止めてくれるかどうかは分からないか
とは思うんですけど、それを受け止めてくれ
たらラッキーだと思って、そういうつながり
を諦めずに探すということも一つかなと思い
ます。
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いうような、そういう包み込むデザインに変
えていけたらいいのではないかなと思ってい
ます。
　ということで、これは私の理念なんですが、
SOSを出せない一つの原因は、みんなと同じ
にできないこと、みんなと同じでなければい
けないという思い込みがあるような気がして
います。私は長年、たくさんの方に出会って
きましたが、一人一人違っていて、誰一人同
じ人はいませんでした。特に、脳の機能障害
や運動障害のある方でも「違う」ということ
に意味があり、それはとても強いことなんだ
なということを、私は教えてもらいました。
みんなと同じでなくてもいいので、誰とも違
うあなただからこそ尊いということ、これが
受容と尊重ということになると思います。こ
の安心感をお互いに持つ、その場をつくって
いく、人々と出会うということが何より大切
ではないかということ、これを大事にしてい
ます。
　グレーという言葉があるんですけれど、私
は、人間は白でも黒でもなくて、誰もが最初
から虹色ではないかなというふうに表現をし
ています。私が白で、あなたが赤で、あなた
が黄色で、あなたが黒というのではなく、私
たちはもともと生まれたときからみんな違う
虹色であって、色の濃さが違うだけ、配合が
違うだけ、そんなふうにして生きていけば、
私たちの多様性と尊重というのが受容できる
のではないかなと考えています。
　以上です。どうもありがとうございました。

▼鈴木：星山さん、どうもありがとうござい
ました。
　これで、個々のパネリストの方々の発表が
一旦終わりました。これからは、私からの質
問も含めてですが、パネルの皆さんと討論を
していきたいと思います。
　パネルの方々の発表を聞いていますと、こ
れまでの制度の問題や、個々人の意識の問題
や、当事者と支援者という枠組み・線引き・
制度設計に問題があるのではないのかとの話
が出てきました。
　私から、皆さんにお考えをお聞きしたいの
は、現実に「今、苦しんでいます」、「今、生
きづらいです」という方々に対して、（コロナ
禍ということもありますが）そのような「当
事者」、いわゆる社会的弱者と言われるような
方々に対して、では、「今、こうしたらよいの
ではないか」とのアドバイスを送るとしたら、
皆さんだったら、どのような言葉を送ります
か、ということについて、お聞きしたいと思
います。まずは、渡辺さん、いかがですか。
▼渡辺：はい、ありがとうございます。そう
ですね、弱音を吐くということをしてみてほ
しいなと思うんですけど、弱音を吐いたとき
に受け止めてくれるかどうかは分からないか
とは思うんですけど、それを受け止めてくれ
たらラッキーだと思って、そういうつながり
を諦めずに探すということも一つかなと思い
ます。

　同時に、自分も誰かの痛みを傾聴したり、
それなりに受け止めてあげられるような、相
互的な関係のサイクルの中に入るというのは
いいのかなと思います。
▼鈴木：ありがとうございます。鴻巣さん、
いかがでしょうか。
▼鴻巣：そうですね、何というか、このシ
ンポジウムというかパネルディスカッショ
ンのテーマというのが、そもそも困ってい
る人がSOSを出す、出せるんだというこ
とが前提になっているわけじゃないです
か。SOSという言葉を出してもらって、そ
れを私たちがどう受け止めるのかという構
造自体が、やはりそれ自体がSOSを出し
てくださいよという当事者の方々への、私
たち全員が抱える課題になっているわけ
ですよね。すぐに、今後皆さんと対話を
重ねていきたいとも思うんですけれども、
そもそもSOSを出させなきゃいけないという、
私たち側の問題として捉えていきたいなとい
うふうに思っています。
▼鈴木：ありがとうございます。制度設計に
関わっていらっしゃる和田さんからもコメン
トをもらえますか。いかがでしょうか。
▼和田：そうですね、いろんな支援策はある
と思いますが、やっぱりそれが知られていな
い、そこにたどり着きにくいという問題はあ
るだろうと思います。また、今日提起された
問題としては、自分が困っているということ
も分からない方もいらっしゃるということだ
し、そういったこと、強制的に連れて行くこ
とがいいのかという問題提起もいただきまし
た。我々としては、やっぱりいろんなツール
を広げるということが一番大事だろうと思い
ますが、皆様のご意見を伺いたいというふう
に思います。
▼鈴木：ありがとうございます。視聴されて

いる方にご案内しておきます。この分科会に
ついては、パネリストとも事前に話し、この
場で、臨場感を持って皆さんに届けたいと考
えまして、その意味でシナリオを作っており
ませんので、ドキドキしますが、そうした部
分も楽しみにしてご視聴いただければと思い
ます。
　さて、今までのお話の中で、鴻巣さんが話
されていますが、当事者と支援者という分け
た形での枠組みをしていることによって、様々
な問題を生じさせていますよ、というご指摘
は重要で、それについては、もう一度話をし
たいと思います。ここでは、現実に「今、困っ
ています」、「現実に今助けてほしいんです」
という人に対して、「でも声を挙げづらい」、「助
けてほしいけど、どこにつながれば良いのか」
というふうに思っている人に対して、こうい
う考え方やアドバイスがありますよというこ
とがありましたら、視聴されている方々がい
らっしゃると思うのですが、星山さんから何
かアドバイスというか、声を届けていただく
ことができますか。
▼星山：私はこんなふうにお話しすることが
ありまして、人間は一生困っている側で、助
けてもらう側にいるわけではないということ
ですね。私たちの人生はサイクルのようなも
のだと考えれば、誰もが助けてもらう赤ちゃ
んという弱い存在で生まれて、また弱い存在
に戻っていくわけです。そんなふうに人生の
サイクルを循環で考えれば、自分が困ってい
るときや、SOSを出すことが恥ずかしいとか、
私たちの国の人ってみんな非常に真面目で、
一生懸命で、プライドもあるから、何とか自
分で頑張ろうと思ってSOS出せないと思うん
ですね。ですから、その気持ちに寄り添いな
がら、しかも今、助けてもらって大丈夫なん
だよって。今助けたら、助けてもらっても、
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やがてはそれを、また次の困ってる人に返せ
るあなたになれたらいいよという、そんな勇
気づけというんですかね。私はそんなことで、
安心してSOS出せたらいいなというメッセー
ジを発散、発信するということは心がけてい
るような気がします。
▼鈴木：ありがとうございます。今の点につ
いて、現実に日々活動されている鴻巣さんか
らも、もう少し追加でお話いただけますか。
どうぞよろしくお願いします。
▼鴻巣：よろしくお願いします。そうですね、
今、星山さんのお話を聞いて、ああ、私がふ
だん思っていること、ちょっと星山さんの発
言が呼び水になって、ちょっと思い浮かんだ
んですけれども、今ある福祉制度とか様々な
制度というのは、確かに不十分で穴ぼこだら
けで、隙間だらけかもしれないけれども、な
ぜ生まれたのかというと、困った、苦しいと
いう声を上げる人たちがいて、弱音を吐き続
ける人たちがいたからこそ生まれてきたんで
すよね。だから、多様性というのは要するに
そういうことだと思うんですよ。できない、
助けて、これ無理、困ったと言う人たちがい
ることで、この社会というものが優しく豊か
になっていきます。
　私、どうしても、どうしても、助けてと言っ
ていいんだよとか、SOS出していいんだよと
いうふうに言えない自分がいるんですけれど
も、なかなかそれ自体がすごく苦しいことだっ
て、無理難題だって分かってるので、気軽に
言えないんですが。ただ、ものすごく勝手な
ことを、支援者としては勝手なことを申し上
げるかもしれませんけれども、もしかしたら
あなたが今、困っていることを「困った」と
言うことで、あなただけじゃなくてほかの人
も助けを得られる、そこにつながっていくか
もしれないんだと。困っている、できないが、

この社会を豊かにしたよ、多様に豊かにして
きたんだよというところを、もし今、何がし
か困りごとがあって言えないって思っている
方がいらしたら、その方にはその言葉を届け
たいなと思っています。もしかしたら困った
と言うことで誤解を受けたり、傷ついたりと
か、もっともっと嫌な思いをするかもしれな
いけれども、でもその「困った」が、もしか
したら１年後の、３年後の、５年後の、10年
後の誰かを豊かにするかもしれないなという
ふうに思います。
▼鈴木：ありがとうございます。２回目にな
りますが、渡辺さんにもう一点お聞きします。
引きこもりの人達に写真を送ってもらうプロ
ジェクト活動をされていたとの話が先程あり
ましたが、もう一度「当事者」の人達・今現
実に引きこもっている人達に、何かメッセー
ジを発するとしたら、もう一言お願いできま
すか。
▼渡辺：引きこもっている人たちに対しての
まなざしはあるんですけど、僕もつらいこと
があって、僕はあまり支援という言葉を僕自
身の活動では使わず、協働とかという言葉を
使うんですね。僕自身、作品を作ったり活動
のマネジメントをするのがすごい大変なんで
すよ。何十人という、ともすると何百人とか
という人たちが関わっているプロジェクトを
運営するのが。その弱音を吐いたとき、結構
聞いてくれないんですよ。でも、よく考えて
みると、弱音を僕が吐いたときに聞いてくれ
ない人は、自分で解決する癖を社会から強い
られてきた人たちだから、弱音を吐いてお互
いに相互扶助し合うという関係性のサイクル
自体の必要性に気づくということが、信じら
れないんだと思うんですよね。だから社会に
そもそもそれがあるから、自己責任化されて
いるので、人に対して何か支援の意識を向け

11/19
金

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

110 ●　第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 記録集



11/18
木

11/19
金

開
会
式

引
継
式

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

特
別
講
演

鎌
倉
の
取
組
紹
介

やがてはそれを、また次の困ってる人に返せ
るあなたになれたらいいよという、そんな勇
気づけというんですかね。私はそんなことで、
安心してSOS出せたらいいなというメッセー
ジを発散、発信するということは心がけてい
るような気がします。
▼鈴木：ありがとうございます。今の点につ
いて、現実に日々活動されている鴻巣さんか
らも、もう少し追加でお話いただけますか。
どうぞよろしくお願いします。
▼鴻巣：よろしくお願いします。そうですね、
今、星山さんのお話を聞いて、ああ、私がふ
だん思っていること、ちょっと星山さんの発
言が呼び水になって、ちょっと思い浮かんだ
んですけれども、今ある福祉制度とか様々な
制度というのは、確かに不十分で穴ぼこだら
けで、隙間だらけかもしれないけれども、な
ぜ生まれたのかというと、困った、苦しいと
いう声を上げる人たちがいて、弱音を吐き続
ける人たちがいたからこそ生まれてきたんで
すよね。だから、多様性というのは要するに
そういうことだと思うんですよ。できない、
助けて、これ無理、困ったと言う人たちがい
ることで、この社会というものが優しく豊か
になっていきます。
　私、どうしても、どうしても、助けてと言っ
ていいんだよとか、SOS出していいんだよと
いうふうに言えない自分がいるんですけれど
も、なかなかそれ自体がすごく苦しいことだっ
て、無理難題だって分かってるので、気軽に
言えないんですが。ただ、ものすごく勝手な
ことを、支援者としては勝手なことを申し上
げるかもしれませんけれども、もしかしたら
あなたが今、困っていることを「困った」と
言うことで、あなただけじゃなくてほかの人
も助けを得られる、そこにつながっていくか
もしれないんだと。困っている、できないが、

この社会を豊かにしたよ、多様に豊かにして
きたんだよというところを、もし今、何がし
か困りごとがあって言えないって思っている
方がいらしたら、その方にはその言葉を届け
たいなと思っています。もしかしたら困った
と言うことで誤解を受けたり、傷ついたりと
か、もっともっと嫌な思いをするかもしれな
いけれども、でもその「困った」が、もしか
したら１年後の、３年後の、５年後の、10年
後の誰かを豊かにするかもしれないなという
ふうに思います。
▼鈴木：ありがとうございます。２回目にな
りますが、渡辺さんにもう一点お聞きします。
引きこもりの人達に写真を送ってもらうプロ
ジェクト活動をされていたとの話が先程あり
ましたが、もう一度「当事者」の人達・今現
実に引きこもっている人達に、何かメッセー
ジを発するとしたら、もう一言お願いできま
すか。
▼渡辺：引きこもっている人たちに対しての
まなざしはあるんですけど、僕もつらいこと
があって、僕はあまり支援という言葉を僕自
身の活動では使わず、協働とかという言葉を
使うんですね。僕自身、作品を作ったり活動
のマネジメントをするのがすごい大変なんで
すよ。何十人という、ともすると何百人とか
という人たちが関わっているプロジェクトを
運営するのが。その弱音を吐いたとき、結構
聞いてくれないんですよ。でも、よく考えて
みると、弱音を僕が吐いたときに聞いてくれ
ない人は、自分で解決する癖を社会から強い
られてきた人たちだから、弱音を吐いてお互
いに相互扶助し合うという関係性のサイクル
自体の必要性に気づくということが、信じら
れないんだと思うんですよね。だから社会に
そもそもそれがあるから、自己責任化されて
いるので、人に対して何か支援の意識を向け

ようと思えない人というのは、冷たいんじゃ
なくて、それを助け合うというサイクルに入っ
て、それの循環を経験してないんだと思うん
ですよ、あまり。だから、冷たい人というふ
うにその手を差し伸べてくれなかった人、そ
の人だけを責めるわけにもまた、いかなさも
あるなとかということも、ちょっと今、思い
ました。
▼鈴木：ありがとうございます。そうですね、
社会的にはずっと当事者側と支援側の線引き
があり、「支援者」や「援助職」という言葉遣
いがされていて、その援助職や支援者側の専
門性が必要ということはずっと言われてきて
います。しかし、この線引き構造自体をもう
一回考え直さないといけないのではないのか。
この言葉を使うこと自体に、その立場の違い、
線引きが表れているのではないかという話が、
皆さんの中から出てきたのかなと思います。
　それゆえ、ここでは、鍵付きの「支援者」
という言葉遣いで、あえてこの用語を使って
いこうと思いますが、今現在、鍵付の「援助職」
「支援職」の人達が、「当事者」に対して、声
を上げることや申請を待っている姿勢だとし
たら、やっぱり問題ですよね。そうだとしたら、
では、どのような形で当事者の声を、「支援者」
達は、キャッチし、拾っていくのか、寄り添っ
ていくのか、という点について、現実の活動
を含めて、もう一度、鴻巣さんからお願いで
きますか。
▼鴻巣：そうですね。まず構造的に私たち、
対人支援とか福祉、心理、医療、教育いろい
ろありますけれども、何かの資格を取ってど
こかの組織に所属して、対人援助職を名乗り
始めた途端に、もうその申請主義に絡め取ら
れてしまうので、やっぱりSOSを上げる、「助
けて」と言うという役割を当事者の方に担わ
せて、そこに依存しているという構造そのも

のを変えるというマクロな視点は大事だと思
うんですね。NPOや子ども食堂とか、そういっ
た支援もすごくいいんだけれども、NPOとか
私たちのような市民活動とか様々な団体とい
うのは、制度の隙間を埋める活動を細々と皆
さんやっていらっしゃるので、そもそも隙間
を作らないというところにお金と人員をたく
さんかけてほしいなという思いがあった上で
の、すみません、ちょうど（厚労省の和田さ
んが）いらっしゃるので、じゃあそれでも今、
現場にいる私たちがどんなマインドで支援、
「支援」をしていけばいいのかというと、ちらっ
と私の発表でも申し上げましたけれども、ト
ラウマというものへの理解というものがすご
く今、求められているなというふうに、現場
で実感しています。
　トラウマインフォームドケアという言葉が、
ようやく現場で少しずつ普及され始めたんで
すけれども、まだまだ浅いかなと思っていま
す。困窮とか暴力の被害とか、様々な抑圧だっ
たり搾取という、その逆境ですよね。深い深
い傷つきを経験すると、自分自身の尊厳とか
自己価値観というものが、どんどんどんどん
損なわれてしまう。そうすると、やっぱり自
分自身には価値がある、自分の声が誰かに聞
いてもらえるというような、そういった実感
というのがもうどんどんこぼれ落ちてしまう
わけですよね。そうすると、自分には価値が
ないとか、自分なんて誰からも大事にされる
はずがないとか、自分の願いなんてかないっ
こないんだという信じ込みが生まれる。結果
として、やっぱり誰にも相談できなかったり
とか、自分や周囲を傷つけ振り回すような行
動をしてしまう。
　自己責任論というものが今、あちこちで問
題にされていますけれども、やはり自己責任
にしか見えない行動を、周りからはそうしか
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見えない行動をとってしまっているという
方々が、一定数、やっぱりいらっしゃるんです。
深い深い傷つきを持っているからこそ、そう
行動してしまう。支援者の中にも、そのトラ
ウマというものがそういった人の行動をどう
変えていくのかということに対する理解がま
だまだ浅いので、相談という場所でも私たち
支援者が、理想の弱者探しをしてしまったり
とか、品行方正さをその当事者に求めてしま
うことで、せっかく相談に来たのにその相談
の場で二次被害を受けて、どんどんその支援
から遠ざかってしまうことが起きている。な
ので、そのトラウマという構造への理解。困っ
た人だなこの人という方々と出会ったら、い
や、もしかしたらすごい困ってる人かもしれ
ないよというところから想像を、その現場で
広げていくということが、今、私が大事に思っ
ていることです。
▼鈴木：どうもありがとうございます。鴻巣
さんは、理路整然とお話されるので、ずっと「支
援者」の立ち位置なのかと思ってしまってお
りました。（私がもっている書籍）これ映らな
いですかね。鴻巣さんの本、『ソーシャルアク
ション！あなたが社会を変えよう！』の本で
すが、全部読ませていただいて、涙が出てし
まったんですけれども、鴻巣さんご自身の…
▼鴻巣：それ、古い本なので、何かもう今読
み返すと恥ずかしくてしょうがないので、あ
まり皆さんに買っていただきたくないんです、
すみません。
▼鈴木：いえいえ、私にとってもバイブルと
なります。鴻巣さんご自身も「当事者」とし
て様々なご経験をされながら、今の活動に至っ
ている点が、詳しく書かれていました。
　そして、制度の問題について、これについ
ては、今鴻巣さんが言われた話を、自治体・
行政が考えて行かねばならないし、鍵付き「支

援者」という言葉を使わせていただきますが、
「支援者」には、鴻巣さんの自己責任論につい
て、広く自戒していただきたいなと思います。
　この点で、この議論に関連して、研究者と
しても、また実際に社会的活動実践もされて
いる星山さんから、コメントをいただきたい
と思います。
▼星山：はい、ありがとうございます。私、
今の話聞いていて、私の分野でね、自立活動
というのがあるんですね、自分で立つって。
何かこの子が一人で生きていけるように、い
ろんなことを訓練しなきゃいけないんだろ
うって、教員やってた頃思ったんですけど、
あるとき、本当の自立とは、依存先をたくさ
ん見つけることってお話を伺って、ああ、も
う本当にそうだなって思いました。でも依存
先というのも、困ってからというよりは、ふ
だんからいかに自分の周りに温かいコミュニ
ティがあるかという話なんだろうなというふ
うに理解しましたし、また、今のお話も、本
当に自分が困って傷ついているときに誰に相
談に行くか。相談相手を間違えると、より深
く傷つくんですね。そしてもう二度と、人間
そのものが信頼できないというふうになって
いくという経験を防ぐために、逆にそんなと
きに自分のことを励ましてくれて、自分に寄
り添ってくれた人のことってずっと覚えてま
すし、そしてまた自分が大丈夫になったとき
に、その相手じゃないけれど、自分はまた誰
か同じ立場の人の力になりたいって自然に思
うと思うんです。だから、結局人間って、自
分が困っているときに誰に出会うかってすご
く重要で、そのときにいい方に出会った方が、
いい循環をつくっていくということなので、
やっぱり私はふだんからのコミュニティづく
りってすごい重要だなと思っているんですね。
　せっかくマイク持ってるので、ちょっとい
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見えない行動をとってしまっているという
方々が、一定数、やっぱりいらっしゃるんです。
深い深い傷つきを持っているからこそ、そう
行動してしまう。支援者の中にも、そのトラ
ウマというものがそういった人の行動をどう
変えていくのかということに対する理解がま
だまだ浅いので、相談という場所でも私たち
支援者が、理想の弱者探しをしてしまったり
とか、品行方正さをその当事者に求めてしま
うことで、せっかく相談に来たのにその相談
の場で二次被害を受けて、どんどんその支援
から遠ざかってしまうことが起きている。な
ので、そのトラウマという構造への理解。困っ
た人だなこの人という方々と出会ったら、い
や、もしかしたらすごい困ってる人かもしれ
ないよというところから想像を、その現場で
広げていくということが、今、私が大事に思っ
ていることです。
▼鈴木：どうもありがとうございます。鴻巣
さんは、理路整然とお話されるので、ずっと「支
援者」の立ち位置なのかと思ってしまってお
りました。（私がもっている書籍）これ映らな
いですかね。鴻巣さんの本、『ソーシャルアク
ション！あなたが社会を変えよう！』の本で
すが、全部読ませていただいて、涙が出てし
まったんですけれども、鴻巣さんご自身の…
▼鴻巣：それ、古い本なので、何かもう今読
み返すと恥ずかしくてしょうがないので、あ
まり皆さんに買っていただきたくないんです、
すみません。
▼鈴木：いえいえ、私にとってもバイブルと
なります。鴻巣さんご自身も「当事者」とし
て様々なご経験をされながら、今の活動に至っ
ている点が、詳しく書かれていました。
　そして、制度の問題について、これについ
ては、今鴻巣さんが言われた話を、自治体・
行政が考えて行かねばならないし、鍵付き「支

援者」という言葉を使わせていただきますが、
「支援者」には、鴻巣さんの自己責任論につい
て、広く自戒していただきたいなと思います。
　この点で、この議論に関連して、研究者と
しても、また実際に社会的活動実践もされて
いる星山さんから、コメントをいただきたい
と思います。
▼星山：はい、ありがとうございます。私、
今の話聞いていて、私の分野でね、自立活動
というのがあるんですね、自分で立つって。
何かこの子が一人で生きていけるように、い
ろんなことを訓練しなきゃいけないんだろ
うって、教員やってた頃思ったんですけど、
あるとき、本当の自立とは、依存先をたくさ
ん見つけることってお話を伺って、ああ、も
う本当にそうだなって思いました。でも依存
先というのも、困ってからというよりは、ふ
だんからいかに自分の周りに温かいコミュニ
ティがあるかという話なんだろうなというふ
うに理解しましたし、また、今のお話も、本
当に自分が困って傷ついているときに誰に相
談に行くか。相談相手を間違えると、より深
く傷つくんですね。そしてもう二度と、人間
そのものが信頼できないというふうになって
いくという経験を防ぐために、逆にそんなと
きに自分のことを励ましてくれて、自分に寄
り添ってくれた人のことってずっと覚えてま
すし、そしてまた自分が大丈夫になったとき
に、その相手じゃないけれど、自分はまた誰
か同じ立場の人の力になりたいって自然に思
うと思うんです。だから、結局人間って、自
分が困っているときに誰に出会うかってすご
く重要で、そのときにいい方に出会った方が、
いい循環をつくっていくということなので、
やっぱり私はふだんからのコミュニティづく
りってすごい重要だなと思っているんですね。
　せっかくマイク持ってるので、ちょっとい

ろんな方が聞いてくださっているので。私、
それで、もうこの国ってね、コミュニティが
壊れたんだと思うんです、本当に。昔からあっ
たんだと思うんですよね。井戸端会議もあっ
たし、縁側でいろんな方とお茶したりとかね。
でもそういう場面がなくなっていって、みん
な孤独、孤立になっていって、つながる相手
がコミュニティに見つからなくなっていった
ということがあるので、これは相当意図的に
つながりを作らなきゃいけないんじゃないか
なと思っていて、私が今、考えているのは、
とにかく新しいところに行くとき、新しい学
校に入るとき、新しい転入するとき、やっぱ
りウェルカムプロジェクトをやるべきかなっ
てすごい思っていて。大学なんかでも、今、
もう１年生にウェルカムプロジェクト絶対や
るんですね。つながり作ってあげないと、非
常に難しい。しかもそれが、本当は同い年じゃ
なくて多世代、異年代、異年齢の温かいコミュ
ニティづくりを、どこで誰がどうやるかとい
うこと。何かこういうことをふだんから考え
ていくことが、結局自分がSOSを出したいと
思ったときに、誰に相談し、誰とつながるか
ということへとつながっていくのではないか
なというふうに感じています。
▼鈴木：ありがとうございます。私も以前行
政にいたので、公の機関側がどうすべなのか
という思考回路で考えがちですが、行政側の
振舞だけでなく、今星山さんおっしゃったこ
とは、どこでも大事で、私は今、大学に移り
まして、この大学でも、またそれ以外にも、様々
な場所で、新しい場所に移ってきたときにと
にかく、ウェルカムがあるって、すごく大事
なことだな、いいことだなと思いました。
　私の専門分野の社会的養育の場面で、思い
出したことがあるので、関連して話させても
らうと、子ども達が一時保護所に入る場面、

それは自分の意思ではなく入らざるを得ない
場面が多くあるのですが、全国をヒアリング
調査したときに、ある一時保護所では、よう
こそとの意味を込めて、入ったときに花を部
屋に用意していると聞きました。また、一時
保護所では選択することが非常に限定的であ
る、でも、選択なく決まった歯ブラシを支給
するのではなく、数はないのだけれど、少な
いけど２種類・３種類の中でどれがいいのか
との選択を尊重するとの話を聞いたことがあ
ります。こうした配慮や選択の尊重がなされ
ない方が多いのが現実であると認識していま
すが、この話と星山さんのお話はつながって
いて、いかに新しい場所でのウェルカムを感
じさせてあげるかということは、すごく大事
なことだなと思って聞かせていただきました。
　星山さんのこの書籍（手元で映し出す）、私
の愛読書でゼミ員にも紹介していますが、先
程星山さんの発表の中でも紹介されていまし
たが、『ちがうことは強いこと』ってすごい本
です。この薄さの中に、ぎゅっと内容がつまっ
ています。心が辛いときに、どのページでも
良いのでちょっと開いてみてください。心が、
必ず、ほっとし、安心できると思います。
　そして、これまで、鍵付きで、「当事者」と
「支援者」の線引きの話をしてきましたが、ど
ちらの立ち位置から読んでも、ほっとし、ま
た気付きや学びが一杯あります。今日パネル
を視聴した後に、ぜひ読んでいただきたいと
思っています。
　パネルに関しては、次のテーマに移ります。
テーマとしては連続的ですが、今、コロナ禍
でありますが、このコロナ禍で皆さんが見て
きた景色はどうだったのか。どうコロナ禍を
感じているのか。また、これからポストコロナ、
ウィズコロナということが言われます。その
見立てはどうか。このコロナ禍に対する見方
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としては、マイナスだけではなくプラスの面
もあったとの評価もあるのですが、今、現実
に皆さんがどう見ているのか教えてください。
渡辺さん、鴻巣さん、星山さん、企画官との
順番でお話いただければと思います。
　では渡辺さん、お願いいたします。
▼渡辺：はい、ありがとうございます。コロ
ナ禍においては僕の発表の中でもあったよう
に、月を介して他者を想像するというアート
プロジェクトを、ずっと去年の春から続けて
います。問題を顕在化させる、可視化させる
ということがすごく語られている中で、他者
の姿がなかなか見えない、対面できないとい
う時代になったときに、対面する価値、見え
る、見せる、見えるようにする価値だけじゃ
なくて、見えないことで想像するということ
にも僕は気づきました。孤立問題って基本的
に、手を挙げてつらいですということを言っ
た時点で、孤立性ってちょっと和らいできて
いて、構造的に。本当の孤立って、自分から
背を向け続けている人の場所にあったりもす
るじゃないですか。だからこの社会には絶対
…絶対というか、出会うことが難しい他者が
いるということを、その人でももしかしたら
月を見ているのかもしれないということを介
して、ある種アートというのは想像力を誘発
することができる一つの媒体だと思うので、
そういうことを行ってきています。
　アフターコロナ、僕はアフターコロナって
言い方してるんですけど、コロナが終わって、
結構未来に社会が前を向いていくというのは、
スキンシップが再開して、また居酒屋で出会
い、人がハグをするような時代になったとき
に、スキンシップや、また会うということから、
なおも取り残されていく人たちの孤立性とい
うのはより深まると思っていて、僕は継続的
に孤立している人々に、コロナ収束、和らい

でいく中で、こちらから会いに行くというアー
トプロジェクトを考えています。今そんな準
備をしています。
▼鈴木：どうもありがとうございます。では
鴻巣さん、いかがでしょうか。
▼鴻巣：私たち子ども食堂もやっていますの
で、やはり結構小っちゃなお茶の間に20人ぐ
らいが密密に集まる活動であったので、コロ
ナ禍における自粛であったり、感染防止、ス
テイホームの中では、一番批判を受けそうな
スタイルの活動だったんですね。やはりあの
ときの空気、今もその空気の名残がまだまだ
ありますけれども、感染防止に右へ倣えとい
う中で、やはり集う場所というものがどんど
んどんどん閉鎖に追い込まれて、子ども食堂
もその活動自体がなくなったりとか、あるい
は食品を配るということにシフトを変えたり
とかということがありました。
　ただ、私たちがずっと考えてきたのは、感
染症というのはもちろん公衆衛生上のすごく
重要な課題ではあるんですけれども、公衆衛
生上の課題は感染症だけじゃないわけなんで
すよ。暴力の被害とか孤立、それの経験によ
るメンタルヘルスへの影響というものも、も
ちろん公衆衛生上の重要な課題なわけですよ
ね。どうしても感染症ばかりがクローズアッ
プされて、メンタルヘルスというものが軽ん
じられていたと。今から振り返っても、その
ときを私はそう評価しています。結果として
子供、そして若年女性の自死というものがば
んと跳ね上がった数字として表れているわけ
ですよね。ですので、私たちは当時から、も
う１年、２年前から命と健康のリスクは感染
症だけではないよということを合言葉に、ずっ
と活動を変わらず、もちろん感染対策しなが
らですけれども、子ども食堂の活動もそのほ
かの活動も、いつもどおりを続けてきました。
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としては、マイナスだけではなくプラスの面
もあったとの評価もあるのですが、今、現実
に皆さんがどう見ているのか教えてください。
渡辺さん、鴻巣さん、星山さん、企画官との
順番でお話いただければと思います。
　では渡辺さん、お願いいたします。
▼渡辺：はい、ありがとうございます。コロ
ナ禍においては僕の発表の中でもあったよう
に、月を介して他者を想像するというアート
プロジェクトを、ずっと去年の春から続けて
います。問題を顕在化させる、可視化させる
ということがすごく語られている中で、他者
の姿がなかなか見えない、対面できないとい
う時代になったときに、対面する価値、見え
る、見せる、見えるようにする価値だけじゃ
なくて、見えないことで想像するということ
にも僕は気づきました。孤立問題って基本的
に、手を挙げてつらいですということを言っ
た時点で、孤立性ってちょっと和らいできて
いて、構造的に。本当の孤立って、自分から
背を向け続けている人の場所にあったりもす
るじゃないですか。だからこの社会には絶対
…絶対というか、出会うことが難しい他者が
いるということを、その人でももしかしたら
月を見ているのかもしれないということを介
して、ある種アートというのは想像力を誘発
することができる一つの媒体だと思うので、
そういうことを行ってきています。
　アフターコロナ、僕はアフターコロナって
言い方してるんですけど、コロナが終わって、
結構未来に社会が前を向いていくというのは、
スキンシップが再開して、また居酒屋で出会
い、人がハグをするような時代になったとき
に、スキンシップや、また会うということから、
なおも取り残されていく人たちの孤立性とい
うのはより深まると思っていて、僕は継続的
に孤立している人々に、コロナ収束、和らい

でいく中で、こちらから会いに行くというアー
トプロジェクトを考えています。今そんな準
備をしています。
▼鈴木：どうもありがとうございます。では
鴻巣さん、いかがでしょうか。
▼鴻巣：私たち子ども食堂もやっていますの
で、やはり結構小っちゃなお茶の間に20人ぐ
らいが密密に集まる活動であったので、コロ
ナ禍における自粛であったり、感染防止、ス
テイホームの中では、一番批判を受けそうな
スタイルの活動だったんですね。やはりあの
ときの空気、今もその空気の名残がまだまだ
ありますけれども、感染防止に右へ倣えとい
う中で、やはり集う場所というものがどんど
んどんどん閉鎖に追い込まれて、子ども食堂
もその活動自体がなくなったりとか、あるい
は食品を配るということにシフトを変えたり
とかということがありました。
　ただ、私たちがずっと考えてきたのは、感
染症というのはもちろん公衆衛生上のすごく
重要な課題ではあるんですけれども、公衆衛
生上の課題は感染症だけじゃないわけなんで
すよ。暴力の被害とか孤立、それの経験によ
るメンタルヘルスへの影響というものも、も
ちろん公衆衛生上の重要な課題なわけですよ
ね。どうしても感染症ばかりがクローズアッ
プされて、メンタルヘルスというものが軽ん
じられていたと。今から振り返っても、その
ときを私はそう評価しています。結果として
子供、そして若年女性の自死というものがば
んと跳ね上がった数字として表れているわけ
ですよね。ですので、私たちは当時から、も
う１年、２年前から命と健康のリスクは感染
症だけではないよということを合言葉に、ずっ
と活動を変わらず、もちろん感染対策しなが
らですけれども、子ども食堂の活動もそのほ
かの活動も、いつもどおりを続けてきました。

　なぜそういった選択をしたのかという動機
づけの一つに、ここ福島ですので、東日本大
震災のときの経験があるんですね。東日本大
震災のときに、もちろん地震、津波の、それ
から被害で、あとは福島の場合は原発事故に
よる避難ということで、避難所であったりと
か仮設住宅だったりで、多くの方が避難生活
を強いられてしまった。そのときに震災の被
災だけではない、様々な苦しみを抱えている
人たち、例えば虐待の被害に遭っている子供
だったりとか、DVの被害に遭ってる女性た
ちのそれぞれの生きづらさがすごく軽んじら
れたんですね。避難自体がもう世帯単位でぱっ
ぱっぱってなってしまっているので、虐待や
DVを受けている人たちが、家族だけれども
一緒にいられないと訴えたとしても、今はそ
れどころじゃないからといって、みんな緊急
事態なんだからといって、その声がとても軽
んじられてしまった。避難所ではいろいろな
性被害が起きていたんだけれども、それも今
は仕方がないでしょ、みんな大変だからとい
うことで軽んじられてしまった。女性や子供
だけではなく、障害を持っている方々、発達
障害を持っている方々で、共同、集団での場
所にいることが難しい人たちも、今はそれど
ころじゃないでしょということで、そういっ
た苦しみが軽んじられてしまった。やはりみ
んなが大変になると、それぞれの、ふだんか
らすごく大変なしんどさを抱えている人たち
の苦しみは、もう今はそれどころじゃないか
らといって軽んじられてしまってる経験を東
日本大震災でしてきていて、同じ空気を、今
それどころじゃないよって、虐待も、孤立も、
暴力の被害も、搾取も、今はそれどころじゃ
ない、今はもう感染症でみんな大変なんだか
らって軽んじられているなという空気をあの
とき感じたものですから、いろんなところか

らもしかしたら批判もあるかもしれないし、
看板に何か落書きでもされるのかもしれない
なんていうふうに思いながらも、もうずっと
子ども食堂を開き続けてきました。これから
何度同じようなことが起きたとしても、私た
ちは同じ選択をするだろうなと思っています。
▼鈴木：ありがとうございます。様々なアド
バイスや処方箋を含めて話していただいまし
た。和田さんは、いかがでしょうか。
▼和田：コロナで、もちろんよくなった点も
あるとも思います。１点は政策の流動性はす
ごく高まって、早くなったと思います。ちょっ
と前の、鴻巣さんのご発言にあったんですが、
いろんな制度の狭間がある。確かにそのとお
りで、なかなか難しいんですけど、ちゃんと
した制度を作るのって、本当は１年以上かかっ
て、そうやって作っている間にがちゃがちゃ
やって、やっと固まったら、何か世の中の課
題は移ろっているということもよくあります。
今回すごく政策の流動性は高まって、いろん
な支援策を連続で打ったこと自体は悪いこと
じゃないんだろうなと。ただ、その代わりい
ろんな整合性は失われているし、実際は何か
いろいろ見えてきたけどよく分からないとい
う状態にもなっていると思っていて、このコ
ロナの経験を踏まえて、ちゃんとこういった
ことを統合して、我々は今、メニューの支援
策の一覧づくりということをやっていますけ
れども、こういったことがやっぱりこれを経
てよかったなと思えるようにやっていかな
きゃいけないなというふうに思っています。
▼鈴木：ありがとうございます。コロナ禍で
の気になる点について、星山さん、お願いで
きますか。
▼星山：私は２点気になってることがありま
す。１つは先ほどもおっしゃってましたけど、
人間の皮膚に触れなくなったということです
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ね。これはもう哺乳類として私たちが生まれ
た瞬間、母親に抱かれて安心するという、そ
れで人間なわけですから、もうそれをみんな
体験しなくなったというのは本当に恐ろしい
ことだと思います。特に子供たちもそうです
し、どんなに駄目って言っても人は人を求め
て、接触することで安心感を得ているので、
これをここから工夫して、どんなふうにして
保障していくかということ。これは子供の発
達に対してですけど、大きな課題が残ると思
います。
　もう一つはコミュニケーションを丁寧にし
なければいけないということで、もうマスク
が当たり前になって、半分表情が見えない中
で、大人はあまり感じていないかもしれませ
んけど、これが当たり前で子供たちが大きく
なっていくということ。誰もこれは人類が体
験したことないので、もう私たちの思ってい
ることを丁寧に相手に伝え、相手が何を思っ
ているか理解し合うということ。これもSOS
を出し合うときに非常に大切なところだと思
いますので、ぜひ覚えておきたいなというふ
うに思っています。
▼鈴木：どうもありがとうございます。少し
でもパネリストの方々の言葉を聞いていきた
いので、休憩はカットさせていただき、続け
させていただきます。
　今、会場・視聴の方から質問を幾つかいた
だいておりますので、私の方で、今進行しな
がら、ピックアップさせていただいて、パネ
ルの方にお聞きするようにします。
　まず、１点、渡辺さんに対してです。渡辺
さんのソーシャルアクション、感心しました
と。「私は引きこもりという言葉を、世の中が
抵抗感を持っていると考えています。アート
という観点から、これからも印象を変えてほ
しいです。今後の活動の展望について教えて

ください。」先ほど話されていましたが、この
質問に対して渡辺さんもう一回お願いします。
▼渡辺：はい。フリーハグってあるじゃない
ですか。皆さん知っていますか。コロナ前に、
僕は渋谷に何か用事があって行くと、駅前で
ユーチューバーの方とかかな。ハグ、フリー
ハグというボードを持ってハグをされている
方々がいて、微笑ましいなという感想と同時
に、ちょっと僕、苦手だなと思ってたんですよ。
というのは、本当にハグが必要な人にハグが
届けられてないような気もちょっとしていて、
僕は、既存のフリーハグをどうやって更新で
きるのかというアートプロジェクトをやりた
いんですよ。だから、僕とフリーハグをして
くれる引きこもりの人を募集をして、日本全
国どこにでも行きますというプロジェクトな
んですけれど。うん、あくまでその方の個人
情報を丁寧に保護した上で、そのドキュメン
トをとっていきたいんですよね。スキンシッ
プが再開して、もう孤立問題というのは過去
のものであるという時代が、そういうふうに
ならないでほしいんですよ。より見えないも
のが見えなくなっていく時代になるのであれ
ば、どうやってそれをまた掘り返していくか、
そこに意識を向けていくかということをやっ
ていきたいなと、今、計画を練っているとこ
ろです。
▼鈴木：渡辺さん、ありがとうございました。
質問の方、こういう形で渡辺さんは新しいプ
ロジェクトをされるとのことですので、期待
していただければと思います。
　また、次の質問、全員の方にとなっています。
読み上げます。「希望を失った際、困っている
私は、自分に何ができるのか」。「自分ごとと
して経験があるのですが、SOSの声を出す力
が出ない瞬間も多いと思います」「そんな状況
のときどうすればいいのか。」「そこを掘り下
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ね。これはもう哺乳類として私たちが生まれ
た瞬間、母親に抱かれて安心するという、そ
れで人間なわけですから、もうそれをみんな
体験しなくなったというのは本当に恐ろしい
ことだと思います。特に子供たちもそうです
し、どんなに駄目って言っても人は人を求め
て、接触することで安心感を得ているので、
これをここから工夫して、どんなふうにして
保障していくかということ。これは子供の発
達に対してですけど、大きな課題が残ると思
います。
　もう一つはコミュニケーションを丁寧にし
なければいけないということで、もうマスク
が当たり前になって、半分表情が見えない中
で、大人はあまり感じていないかもしれませ
んけど、これが当たり前で子供たちが大きく
なっていくということ。誰もこれは人類が体
験したことないので、もう私たちの思ってい
ることを丁寧に相手に伝え、相手が何を思っ
ているか理解し合うということ。これもSOS
を出し合うときに非常に大切なところだと思
いますので、ぜひ覚えておきたいなというふ
うに思っています。
▼鈴木：どうもありがとうございます。少し
でもパネリストの方々の言葉を聞いていきた
いので、休憩はカットさせていただき、続け
させていただきます。
　今、会場・視聴の方から質問を幾つかいた
だいておりますので、私の方で、今進行しな
がら、ピックアップさせていただいて、パネ
ルの方にお聞きするようにします。
　まず、１点、渡辺さんに対してです。渡辺
さんのソーシャルアクション、感心しました
と。「私は引きこもりという言葉を、世の中が
抵抗感を持っていると考えています。アート
という観点から、これからも印象を変えてほ
しいです。今後の活動の展望について教えて

ください。」先ほど話されていましたが、この
質問に対して渡辺さんもう一回お願いします。
▼渡辺：はい。フリーハグってあるじゃない
ですか。皆さん知っていますか。コロナ前に、
僕は渋谷に何か用事があって行くと、駅前で
ユーチューバーの方とかかな。ハグ、フリー
ハグというボードを持ってハグをされている
方々がいて、微笑ましいなという感想と同時
に、ちょっと僕、苦手だなと思ってたんですよ。
というのは、本当にハグが必要な人にハグが
届けられてないような気もちょっとしていて、
僕は、既存のフリーハグをどうやって更新で
きるのかというアートプロジェクトをやりた
いんですよ。だから、僕とフリーハグをして
くれる引きこもりの人を募集をして、日本全
国どこにでも行きますというプロジェクトな
んですけれど。うん、あくまでその方の個人
情報を丁寧に保護した上で、そのドキュメン
トをとっていきたいんですよね。スキンシッ
プが再開して、もう孤立問題というのは過去
のものであるという時代が、そういうふうに
ならないでほしいんですよ。より見えないも
のが見えなくなっていく時代になるのであれ
ば、どうやってそれをまた掘り返していくか、
そこに意識を向けていくかということをやっ
ていきたいなと、今、計画を練っているとこ
ろです。
▼鈴木：渡辺さん、ありがとうございました。
質問の方、こういう形で渡辺さんは新しいプ
ロジェクトをされるとのことですので、期待
していただければと思います。
　また、次の質問、全員の方にとなっています。
読み上げます。「希望を失った際、困っている
私は、自分に何ができるのか」。「自分ごとと
して経験があるのですが、SOSの声を出す力
が出ない瞬間も多いと思います」「そんな状況
のときどうすればいいのか。」「そこを掘り下

げることにヒントがあるのではないかという
ふうに考えていて、その点のアドバイスも含
めて教えてほしい」との質問が来ております。
全員に、ということで、今度は、回答の順番
をシャッフルさせていただきます。和田さん
からお願いできますか。
▼和田：窓口に来るというのは多分一番難し
くて、その前が電話相談。一番簡単なのはメー
ルまたはSNSなんじゃないかと思います。い
ろんなツールをつくって、かつこれからの支
援は少しずつデジタルに寄ってくるんじゃな
いか。最終的にはこちらもプッシュ型の支援
ということを準備していきたい、ちょっとず
つ変えていきたいと思っています。なかなか
すぐに全部はできないんですけども、いろん
な形で声を拾い、支援を届けられるようにし
ていくことが大事なんじゃないかなと思いま
す。
▼鈴木：ありがとうございます。渡辺さん、
もう一度お願いします。
▼渡辺：そのSOSを言いづらいということが、
いろんな深さがあると思うんですけど、ごめ
んなさいね。言いづらい前提で、どうやれば
言いやすくなるかという一つの方法を、僕が
経験したそれは、やっぱり他人のSOSをこっ
ちから（傷ついている側からも）拾いに行く
ということかなと思っていて、ピアサポート
という言い方もありますけど、相互扶助の空
気を起きてないところに、対してまず自分が
痛みを負いながらも、他者の痛みにも気づく
ということをしないと、自分が助けてもらう
ばかりにもなるということも、ちょっとやっ
ぱり思うんですよね。だからいつだって、弱
い自分だからこそ、誰かに対してその痛みの
感覚を共感できる精度というのを持ち備える、
その才能を手に入れることが痛みを負うこと
でもあるとも思うので、痛みを負ったことに

よって感受できる他者への共感性というのも
作られているからこそ、他者に働きかけをあ
えてするというのもいいかなと思います。
▼鈴木：ありがとうございます。鴻巣さん、
お願いします。
▼鴻巣：この質問をくださった方のご経験と
は、また多分全然経験の内容も深さというも
のも違うかと思うんですけれども、私自身に
もSOSの声を出す力が出なかったときという
のはあって、そのときを何だかよく分からな
いけれども、とりあえず切り抜けて今がある
んですよね。そのときのことを振り返ると、
ただただ生きて息をしているだけで、人って
自分にとってすごくいいことをしてきている
んだなということに気づいたんです。という
のは、私たち毎日当たり前にしていることの
一つ一つが、実は自分へのケアだったりする
んですね。朝、例えば起きられたとしたら、
朝起きる、布団から出る、着替える、顔を洗う、
何かを口に入れる、顔を清潔にする、お風呂
に入るとか、必要なものを買うだとか、灯油
を注文するとか、毎日毎日生きていくという
ことは、自分に対していいことを積み重ねて
いるということなんですよ。そのうちの幾つ
かができなくなってしまったとしても、ただ
そこにいるだけで、そこにいて息をしている
というのは、絶対に自分で自分に対して何か
小さな、当たり前のことかもしれないけれど
も、絶対に何かセルフケアをしているという
ことだと思うんです。そのとき気づかないけ
ど、後になって分かるんです、そういうことっ
て。なので、みんなそのセルフケアって当た
り前のことなので、その価値に気づかない。
だけれども、SOSの声を出そうとか、助けて
と言おうとか、何かしようとできなかったと
しても、今、絶対に自分に対して小さなセル
フケアをしているんだということなので、
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何かもう一つしなくても、そのままでとりあ
えずいいかなと思います。そのままで、きっ
と自分にとっていいことができているという
こと、まずそこからかなと。ちょっとご事情
が分からないと、何か相談してください、電
話してくださいとか言いづらいんですけれど
も、何かすみません、そういったことしか言
えなくて申し訳ないです。以上です。
▼鈴木：ありがとうございます。では、星山
さん、お願いします。
▼星山：私は、学校に行くのがつらくてしょ
うがないなと言っているお子さんから、ある
カードをもらったんですけど、小学生でした
けど、「疲れは頑張りの証」と書いてあったん
です。私そのカードをぱっと見たとき、とて
も胸が熱くなって、今おっしゃってましたけ
ど、何かをしなくちゃいけないとか、頑張ら
なくちゃいけないとか、そういうこととは多
分違うことで、今もう困っていて希望を失う
というところまで来ている方は、きっと今ま
で一生懸命生きてきた方で、今は休んでもい
いし、あなたがただそこにいて、あなたがそ
こにあって、するってことじゃなくて、あな
たの命がそこにあるということ。これからじゃ
なくて、今までやってきた、今まで頑張って
きた全てのことを自分自身で、ああ、これで
よかったんだなって、そんなふうに考えてい
くと、もしかすると次が見えるかもしれない。
だから、慌ててアクションを起こすというこ
とより、今まで自分がやってきた全てのこと、
存在してきたことに気がついて、全て意味が
あるんだよって思い出していただけたらいい
なと思います。以上です。
▼鈴木：ありがとうございます。質問に対す
る回答も含めてさせていただきました。
　討論の最後になりますけれども、パネリス
トの間での質疑をします。あの人のあの発表・

発言について、もう少し突っ込んでここを聞
いたい、という点があれば、残り時間の制限
はありますが、ちょっと手を挙げて受けたい
と思います。いかがでしょうか。
　はい、では、渡辺さんどうぞ。
▼渡辺：この打合せのときにもちらっと提案
しましたけれど、和田さん、つながるという
ことが強く叫ばれている時代において、つな
がらない権利ということをどう捉えているの
かということをちょっと改めてお聞きしたい
なと思いました。
▼鈴木：では和田さん、お願いできますか。
▼和田：難しいご質問をありがとうございま
す。どっちかというと、私は星山さんのご意
見にもありましたけど、やっぱりつながりが
失われている社会の中で、どうやってつなが
りを作っていくかということだと思うのです
けれども、やっぱりそのときに支えられる側
の視点を失ってはいけない、もしくは支える・
支えられるという関係性が、やっぱり溶け合っ
てくる社会を作っていくのが一番大事だと。
そういう中に、つながらない権利というのも
出てくるんじゃないかなというふうに思いま
した。あまり答えになってなくてすみません
けれども。
▼鈴木：渡辺さん、追加ですか。はい、どうぞ。
▼渡辺：多分、孤立という概念に対するケア
としてのイメージみたいなものも、多分社会
に対して、社会の中にあって、その不幸感み
たいなものを払拭させてあげなきゃいけない
みたいな視点があったりとかすると、どのよ
うな、どういうニュアンスで、その当事者が
どのような困りごとを持っているか。必ずし
もどれぐらいつながりたくて、どういうとき
つながりたくて、そして逆にどういう事情で
つながりたくないのか、人と出会うのが怖い
のかとか、そういう固有の当事者性に対する
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何かもう一つしなくても、そのままでとりあ
えずいいかなと思います。そのままで、きっ
と自分にとっていいことができているという
こと、まずそこからかなと。ちょっとご事情
が分からないと、何か相談してください、電
話してくださいとか言いづらいんですけれど
も、何かすみません、そういったことしか言
えなくて申し訳ないです。以上です。
▼鈴木：ありがとうございます。では、星山
さん、お願いします。
▼星山：私は、学校に行くのがつらくてしょ
うがないなと言っているお子さんから、ある
カードをもらったんですけど、小学生でした
けど、「疲れは頑張りの証」と書いてあったん
です。私そのカードをぱっと見たとき、とて
も胸が熱くなって、今おっしゃってましたけ
ど、何かをしなくちゃいけないとか、頑張ら
なくちゃいけないとか、そういうこととは多
分違うことで、今もう困っていて希望を失う
というところまで来ている方は、きっと今ま
で一生懸命生きてきた方で、今は休んでもい
いし、あなたがただそこにいて、あなたがそ
こにあって、するってことじゃなくて、あな
たの命がそこにあるということ。これからじゃ
なくて、今までやってきた、今まで頑張って
きた全てのことを自分自身で、ああ、これで
よかったんだなって、そんなふうに考えてい
くと、もしかすると次が見えるかもしれない。
だから、慌ててアクションを起こすというこ
とより、今まで自分がやってきた全てのこと、
存在してきたことに気がついて、全て意味が
あるんだよって思い出していただけたらいい
なと思います。以上です。
▼鈴木：ありがとうございます。質問に対す
る回答も含めてさせていただきました。
　討論の最後になりますけれども、パネリス
トの間での質疑をします。あの人のあの発表・

発言について、もう少し突っ込んでここを聞
いたい、という点があれば、残り時間の制限
はありますが、ちょっと手を挙げて受けたい
と思います。いかがでしょうか。
　はい、では、渡辺さんどうぞ。
▼渡辺：この打合せのときにもちらっと提案
しましたけれど、和田さん、つながるという
ことが強く叫ばれている時代において、つな
がらない権利ということをどう捉えているの
かということをちょっと改めてお聞きしたい
なと思いました。
▼鈴木：では和田さん、お願いできますか。
▼和田：難しいご質問をありがとうございま
す。どっちかというと、私は星山さんのご意
見にもありましたけど、やっぱりつながりが
失われている社会の中で、どうやってつなが
りを作っていくかということだと思うのです
けれども、やっぱりそのときに支えられる側
の視点を失ってはいけない、もしくは支える・
支えられるという関係性が、やっぱり溶け合っ
てくる社会を作っていくのが一番大事だと。
そういう中に、つながらない権利というのも
出てくるんじゃないかなというふうに思いま
した。あまり答えになってなくてすみません
けれども。
▼鈴木：渡辺さん、追加ですか。はい、どうぞ。
▼渡辺：多分、孤立という概念に対するケア
としてのイメージみたいなものも、多分社会
に対して、社会の中にあって、その不幸感み
たいなものを払拭させてあげなきゃいけない
みたいな視点があったりとかすると、どのよ
うな、どういうニュアンスで、その当事者が
どのような困りごとを持っているか。必ずし
もどれぐらいつながりたくて、どういうとき
つながりたくて、そして逆にどういう事情で
つながりたくないのか、人と出会うのが怖い
のかとか、そういう固有の当事者性に対する

対話とか聞き取りにまで、何か制度なり人へ
の優しいまなざしが社会に生まれればいいの
かなとも思うんですけど、こういうふうにす
ればいいよというふうに、話を聞かずに動き
出しちゃう危険性とかというのが、だから引
きこもりの人を引きずり出しちゃうとか、そ
ういうことが現場で課題にはなっているなと
いうのを、ちょっと今、改めて思い出しました。
▼鈴木：ありがとうございます。では、和田
さんから、コメントあればどうぞ。
▼和田：ちょっとだけ追加で申し上げます。
確かに引きこもりは専門性のある分野で、孤
独・孤立対策の中にも入れてますけども、
ちょっと違う部署でやっていますし、窓口も
引きこもりは分けているということは、ちょっ
とご紹介したいというふうには思います。
　孤独対策というのもまた一つ新しい分野で、
かつそういう精神的なところに国の制度で入
れるのかというのは、常に自問自答しながら
進めていますけれども、まずは孤立、一つ一
つの困りごとに対する制度を周知をし、それ
を統合してどのように孤独対策を進められる
のかというのは、今、自分も悩みながら進め
ているところです。
▼鈴木：どうもありがとうございました。シ
ナリオなく、いきなり質疑を行っているので、
パネリストの方も、フル回転で大変だったか
と思いますが、回答ありがとうございました。
　いよいよ本当に最後になってしまいました。
お１人30秒ずつぐらいで、本日の感想、また
これだけは言っておきたいことについて、話
をお願いします。その後、私のまとめに移ら
せていただきたいと思います。では、もう一回、
和田さんからでいいですか。和田さん、渡辺
さん、鴻巣さん、星山さんという順番でお願
いできればと思います。
▼和田：今日は皆様の貴重なご意見聞かせて

いただきまして、本当にありがとうございま
した。孤独・孤立対策もまだまだ始まったば
かりです。自分自身も悩みながら進めていま
す。ぜひこれからも発展していけるように、
今日の機会を活用しながら進めたいと思いま
すし、引き続きご意見のほういただければと
思います。今日はありがとうございました。
▼鈴木：ありがとうございました。では渡辺
さん、お願いします。
▼渡辺：支援において、共感的な傾聴とかが
必要だということをよく聞くんですけど、同
時に支援される側も、共感されやすい困窮者
は助けられやすいんですけど、共感されづら
い困窮者というのは悪人にされたりとか、よ
り深い孤立の状況になっていくのかなと思っ
ていて、なるべく、必ずしも共感が究極的
な答えではないなと思っています。だから、
ちょっと考えることが大事だと思うんですけ
ど、理性的にどのように困っているのかなと
いうことを、感情だけではない方法で、他者
について想像する時間が持てたらいいなと
思っています。以上です。ありがとうござい
ました。
▼鈴木：ありがとうございました。鴻巣さん、
お願いします。
▼鴻巣：時間があっという間に過ぎていてびっ
くりしました。SOSを出せるということ、そ
れからつながるということ、それを無条件に
よいものだというふうにしてしまうことから、
まず疑っていきたいなという思いを強めた時
間でした。
▼鈴木：どうもありがとうございました。星
山さんお願いします。
▼星山：今日はいろんなお話聞けて、私もと
ても勉強になりました。最後に出たお話のと
ころで、一律ではない居場所とか安心感、これ
をどういうふうに、もうまさに多様性なんだ
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と思いますけど、つながり方にもいろんな選
択肢があって、ただただ一緒にいるだけでは
ない、様々な人の尊厳といいますか、違いに
対しての尊重、こういうものが多様な社会の
中でそれぞれ幸せに生きていくために、どう
やってつながっていくかというところの大切
な視点なんだなということを感じました。こ
れから本当に皆様もいろいろなところで、温
かいコミュニティづくりというのはとても大
事になるかなと思いますので、それぞれの場
でつなげていけたらいいなというふうに思い
ました。ありがとうございました。
▼鈴木：皆さん、どうもありがとうござい
ました。本日のパネリストの方々の発表と
討論を通して、小さなSOSに気づくための
処方箋が様々示されたと考えております。
SOSの声を上げられず被害に遭い続けた経験、
SOSの声を上げているにもかかわらずキャッ
チされなかった経験、否定された経験、そん
な経験からだんだんSOSが発信できなくなる。
社会的孤立が進む。そういう事態は決して例
外ではなくて、今の現状であり、日常である
ことが、今日のパネルで皆さんから出てきた
ことです。
　こうした社会の中で日々暮らしていく私達
は、時に当事者になり、時に支援者となり日々
暮らしています。その意味では、社会的孤立
を個々の問題、医学モデルで捉えるのではな
くて、社会、制度側に問題があると考え、社
会モデルでとらえていく。私達、社会の側で、
ハードルを下げて、耳をすますことで、見て
感じてみる。私達は、時に人の服を着てみる、
又は自分の物差しを捨ててみる、そういうこ
とが大切なのではないでしょうか。こうした
ことも、今日のパネルの中で出てきたのかな
と思います。そうしてみると、実は、様々な
SOSが私達の周りであふれ出ているのだとい

うことに、気づくことができるのではないで
しょうか。
　今日のパネルディスカッションを通して、
私たち一人ひとりが小さな一歩、アウトリー
チをしていくことが重要であり、それが子ど
もたちをはじめとするいわゆる「社会的弱者」
を笑顔にし、命を守る（命を守るとは心と体
を継続的に守るということですが）、そのこと
につながるのだということを実感できたので
はないかと思っております。
　そして、つながる、関わる、一人にしない
というときに必要な視点として、先程も出ま
したが、「そのままでいいんだよ」ということ、
「対等性」と「個々人の尊厳・尊重」というこ
とが、非常に大事な視点で、行政をはじめ、
私達が忘れてはいけないものなのだと話し合
いました。その意味では、私達一人ひとりに
ベクトルを向けたパネルでもあったと思いま
す。
　最後となります。ここの地、鎌倉は、「共生
社会の実現を目指す条例」をつくり、市長を
トップに、一丸となって、共生社会の実現に
取り組んでおり、私自身、非常に注目をし、
応援しています。最後に、この条例の前文を
読ませていただいて、終わらせていただきた
いと思います。
　「「すべて国民は、個人として尊重される。」
からはじまる日本国憲法13条は、個人の尊厳
及び幸福追求権について規定しています。私
たちの年齢、性別、性的指向や性自認、障害
及び病気の有無、家族のかたち、職業、経済
状況、国籍、文化的背景などは、それぞれ異
なります。多様な人々が尊重され、どのよう
な立場になろうとも、自分らしくいられる社
会が、私たちの目指す共生社会です。
　近くにいる人の生きにくさに思いをめぐら
せてみましょう。
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と思いますけど、つながり方にもいろんな選
択肢があって、ただただ一緒にいるだけでは
ない、様々な人の尊厳といいますか、違いに
対しての尊重、こういうものが多様な社会の
中でそれぞれ幸せに生きていくために、どう
やってつながっていくかというところの大切
な視点なんだなということを感じました。こ
れから本当に皆様もいろいろなところで、温
かいコミュニティづくりというのはとても大
事になるかなと思いますので、それぞれの場
でつなげていけたらいいなというふうに思い
ました。ありがとうございました。
▼鈴木：皆さん、どうもありがとうござい
ました。本日のパネリストの方々の発表と
討論を通して、小さなSOSに気づくための
処方箋が様々示されたと考えております。
SOSの声を上げられず被害に遭い続けた経験、
SOSの声を上げているにもかかわらずキャッ
チされなかった経験、否定された経験、そん
な経験からだんだんSOSが発信できなくなる。
社会的孤立が進む。そういう事態は決して例
外ではなくて、今の現状であり、日常である
ことが、今日のパネルで皆さんから出てきた
ことです。
　こうした社会の中で日々暮らしていく私達
は、時に当事者になり、時に支援者となり日々
暮らしています。その意味では、社会的孤立
を個々の問題、医学モデルで捉えるのではな
くて、社会、制度側に問題があると考え、社
会モデルでとらえていく。私達、社会の側で、
ハードルを下げて、耳をすますことで、見て
感じてみる。私達は、時に人の服を着てみる、
又は自分の物差しを捨ててみる、そういうこ
とが大切なのではないでしょうか。こうした
ことも、今日のパネルの中で出てきたのかな
と思います。そうしてみると、実は、様々な
SOSが私達の周りであふれ出ているのだとい

うことに、気づくことができるのではないで
しょうか。
　今日のパネルディスカッションを通して、
私たち一人ひとりが小さな一歩、アウトリー
チをしていくことが重要であり、それが子ど
もたちをはじめとするいわゆる「社会的弱者」
を笑顔にし、命を守る（命を守るとは心と体
を継続的に守るということですが）、そのこと
につながるのだということを実感できたので
はないかと思っております。
　そして、つながる、関わる、一人にしない
というときに必要な視点として、先程も出ま
したが、「そのままでいいんだよ」ということ、
「対等性」と「個々人の尊厳・尊重」というこ
とが、非常に大事な視点で、行政をはじめ、
私達が忘れてはいけないものなのだと話し合
いました。その意味では、私達一人ひとりに
ベクトルを向けたパネルでもあったと思いま
す。
　最後となります。ここの地、鎌倉は、「共生
社会の実現を目指す条例」をつくり、市長を
トップに、一丸となって、共生社会の実現に
取り組んでおり、私自身、非常に注目をし、
応援しています。最後に、この条例の前文を
読ませていただいて、終わらせていただきた
いと思います。
　「「すべて国民は、個人として尊重される。」
からはじまる日本国憲法13条は、個人の尊厳
及び幸福追求権について規定しています。私
たちの年齢、性別、性的指向や性自認、障害
及び病気の有無、家族のかたち、職業、経済
状況、国籍、文化的背景などは、それぞれ異
なります。多様な人々が尊重され、どのよう
な立場になろうとも、自分らしくいられる社
会が、私たちの目指す共生社会です。
　近くにいる人の生きにくさに思いをめぐら
せてみましょう。

　自分らしく生活したくとも、多くの人にとっ
ての「ふつう」や「当たり前」を前提とした
社会に、生きにくさや居心地の悪さを感じる
人がいます。「ふつう」や「当たり前」の意味
は人によって違うからです。互いの違いを思
いやり、配慮することで、人はみな、共に生
きられます。目に見える事物はもとより、目
に見えない、あるいは言葉にできない生きに
くさに気づくことが、共生社会の一歩となり

ます。
　私たちは多様性を認め、互いを思い、自分
らしく安心して暮らせる社会を、鎌倉市にお
いて実現するために、この条例を制定します。」
　この前文を、もう一度この地で、皆さんと
確認して、このシンポを終わりたいと思いま
す。パネリストの皆さん、どうもありがとう
ございました。会場・視聴の皆さん、ご清聴
どうもありがとうございました。
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災害時に誰一人取り残さないために
～福祉、防災、コミュニティの連結～

コーディネーター 	鍵屋　一氏
跡見学園女子大学観光コミュニティ学部
コミュニティデザイン学科教授

パネリスト	 菅野　拓氏
大阪市立大学大学院文学研究科准教授

 菅原　健介氏
（株）ぐるんとびー代表取締役　　　　
村野　淳子氏
別府市防災局防災危機管理課防災推進専門員

オブザーバー	 重永　将志氏
内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（避難生活担当）

令和 3年 11月 19日（金）11：00～ 12：30
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災害時に誰一人取り残さないために
～福祉、防災、コミュニティの連結～

コーディネーター 	鍵屋　一氏
跡見学園女子大学観光コミュニティ学部
コミュニティデザイン学科教授

パネリスト	 菅野　拓氏
大阪市立大学大学院文学研究科准教授

 菅原　健介氏
（株）ぐるんとびー代表取締役　　　　
村野　淳子氏
別府市防災局防災危機管理課防災推進専門員

オブザーバー	 重永　将志氏
内閣府政策統括官（防災担当）付参事官（避難生活担当）

令和 3年 11月 19日（金）11：00～ 12：30

▼鍵屋：皆さん、どうもこんにちは。最後の
セッションでございます。どうぞよろしくお
願いいたします。
　それでは、パネリストの皆さんをご紹介し
たいと思います。まず、大阪市立大学准教授
の菅野拓さんです。
▼菅野：菅野です。よろしいお願い申し上げ
ます。
▼鍵屋：次は、株式会社ぐるんとびーの菅原
健介さんです。
▼菅原：よろしくお願いします。
▼鍵屋：次に、別府市危機管理課の村野淳子
さんです。
▼村野：よろしくお願いいたします。
▼鍵屋：最後に、内閣府防災の参事官、重永
将志さんです。
▼重永：重永です。よろしくお願いします。
▼鍵屋：このメンバーでパネルディスカッ
ション、誰一人取り残さない、災害時にもそ
ういう社会をどうやってつくっていくかとい
う議論を展開したいと思います。
　それでは、私のほうから今日の課題認識、
こういうことを考えているんだよということ
をちょっとご紹介したいと思いますので、画
面の共有をいたします。
　本日のテーマ、災害時に誰一人取り残さな
いためには、恐らく福祉、防災、コミュニティ
が連結することが大事だろうということで

テーマを頂いています。
　災害被害というのは、実は方程式があって、
自然の外力、地震の大きさですよね、あるい
は雨の量、それに人口、社会の脆弱性の掛け
算になります。ところが、この社会というの
が非常に脆弱になってきているということを
ちょっとお話ししたいと思います。
　防災は、自助と、顔の見える範囲での支
え合いの共助、それから、ボランティア、
NPO、企業さんなどとの新しい共助、それに
公助の組合せであるというふうに私は考えて
いるんですが、近年、この自助と共助という
のが非常に弱くなっているんですね。
　まず、高齢化は、75歳以上の人は25年で
2.6倍、だから阪神淡路大震災が起こった、あ
れと同じような災害が起こったときに、実は、
75歳以上の人は2.6倍いるということなんで
す。それから、単身者が3.2倍に増えている。
もう社会の様相は一変しているんですね。
　ところが、近所付き合いというのは、昔は
５割くらいの人が親しく付き合っていたのが
今は１割、あるいは、町内会・自治会活動へ
の参加も昔は７割、町村部、都市部で５割参
加していたのが今は１割。消防団員は、最盛
期には200万人以上いたのが今は85万人。行
政の職員も一番多いときで328万人いたのが
273万人ということで、支えられる高齢者、
単身者が非常に増えているのに対して、支え
る地域社会のつながりが弱くなり、消防団員
も行政も少なくなっているという、こういう
社会の状況なんですね。そこを襲ったのが東
日本大震災です。
　東日本大震災のときに助かった高齢者や障
害者に内閣府がアンケートをしています。誰
が逃げろと伝えたか、１位が家族、２位が
近所、３位が福祉。誰が逃げるのを支援した
か、１位が家族、２位が近所、３位が福祉と、
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その後、消防・消防団ということになるわけ
です。そう考えると、ふだんの支えている方々、
家族、近所、福祉、この方々が災害時にも支
えてくださるのだということがよく分かりま
す。一方で、亡くなった方の教訓で言うと、
高齢者が約６割、障害者の死亡率が２倍、災
害は弱い者いじめだ。一方で、支援者である
自治体職員、消防団員、民生委員さん、福祉
施設の職員も多く亡くなる。この支援者の方
がぎりぎりまで働いて犠牲になってしまう。
　さらには、せっかく助かっても3,775名以
上の震災関連死が発生する。災害後に高齢者
等を支える社会資源が弱いという状況になり
ます。関連死も大変増えてきた。昔は、風水
害ではあまり関連死はなかったんですが、西
日本豪雨災害、東日本台風と、関連死が増え
ています。
　さらに、高齢者の方々は、要介護状態の人
の鬱状態というのがどんどん増えている。福
島県の要介護者を見ると震災前と後では鬱状
態の人が2.5倍以上になる。また、さらに熊本
地震の教訓を見ると、１週間とか１か月以内
で亡くなった方が非常に多い、関連死で。年
代は上に上がれば上がるほど多い。亡くなっ
た場所の１位は、何とご自宅。２位は自宅か
ら病院に運ばれて、避難所でなくなった方も
10人いらっしゃいますけれども、割合から言
うと自宅のほうが圧倒的に多い。したがって、
在宅の高齢者の見守りというのが非常に重要
だとわかります。このためには、保健医療調
整本部や地域支え合いセンター、あるいは平
時の地域共生社会ということで、地域の方々
の見守り活動というのが重要になってくる。
　このような状況を踏まえて、今年度非常に
大きな制度改正がありました。まず、個別避
難計画を市区町村の努力義務化、そして福祉
事業所は３年以内にBCP作成、さらには福祉

避難所の在り方を変えていこうということで
す。今後、これらを本当に根づかせていく、
それが災害時に誰一人取り残さないというこ
とにつながる。それを実現する鍵となるのは
やはり平時の地域共生社会かもしれません。
　この辺りを制度面、そして、現場で活躍さ
れている皆様からお話を頂きたいと考えてい
ます。ちょっと早口になりましたけれども、
どうぞよろしくお願いします。それでは、トッ
プバッターは、大阪市立大学准教授の菅野拓
さんです。

▼菅野：今日は、ちょっと構造的なお話を最
初に差し上げようというふうに思っています。
長ったらしいタイトルになっていますが、後
で全部出てきますので、あまり読まなくても
大丈夫です。
　最初にちょっとこの写真を見ていただきた
いんですね。これ、左側が1930年の北伊豆地
震の避難所の様子で、右側が熊本地震、2016
年の様子ですが、どうでしょうか、皆さん、
これ、何か違いは分かりますでしょうか。カ
ラーと白黒だねと、こういう違いはあるかも
しれませんが、基本的に地べたで寝ていて、
布団が敷いてあってと、そういう様子は同じ
で、この86年の間でほぼ変わっていないとい
うことなんですね。この間、日本社会はどう
なっていたかというと、戦争があって、復興
して、高度成長して、曲がりなりにも先進国
の仲間入りをしてきた歴史だったはずなのに、
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その後、消防・消防団ということになるわけ
です。そう考えると、ふだんの支えている方々、
家族、近所、福祉、この方々が災害時にも支
えてくださるのだということがよく分かりま
す。一方で、亡くなった方の教訓で言うと、
高齢者が約６割、障害者の死亡率が２倍、災
害は弱い者いじめだ。一方で、支援者である
自治体職員、消防団員、民生委員さん、福祉
施設の職員も多く亡くなる。この支援者の方
がぎりぎりまで働いて犠牲になってしまう。
　さらには、せっかく助かっても3,775名以
上の震災関連死が発生する。災害後に高齢者
等を支える社会資源が弱いという状況になり
ます。関連死も大変増えてきた。昔は、風水
害ではあまり関連死はなかったんですが、西
日本豪雨災害、東日本台風と、関連死が増え
ています。
　さらに、高齢者の方々は、要介護状態の人
の鬱状態というのがどんどん増えている。福
島県の要介護者を見ると震災前と後では鬱状
態の人が2.5倍以上になる。また、さらに熊本
地震の教訓を見ると、１週間とか１か月以内
で亡くなった方が非常に多い、関連死で。年
代は上に上がれば上がるほど多い。亡くなっ
た場所の１位は、何とご自宅。２位は自宅か
ら病院に運ばれて、避難所でなくなった方も
10人いらっしゃいますけれども、割合から言
うと自宅のほうが圧倒的に多い。したがって、
在宅の高齢者の見守りというのが非常に重要
だとわかります。このためには、保健医療調
整本部や地域支え合いセンター、あるいは平
時の地域共生社会ということで、地域の方々
の見守り活動というのが重要になってくる。
　このような状況を踏まえて、今年度非常に
大きな制度改正がありました。まず、個別避
難計画を市区町村の努力義務化、そして福祉
事業所は３年以内にBCP作成、さらには福祉

避難所の在り方を変えていこうということで
す。今後、これらを本当に根づかせていく、
それが災害時に誰一人取り残さないというこ
とにつながる。それを実現する鍵となるのは
やはり平時の地域共生社会かもしれません。
　この辺りを制度面、そして、現場で活躍さ
れている皆様からお話を頂きたいと考えてい
ます。ちょっと早口になりましたけれども、
どうぞよろしくお願いします。それでは、トッ
プバッターは、大阪市立大学准教授の菅野拓
さんです。

▼菅野：今日は、ちょっと構造的なお話を最
初に差し上げようというふうに思っています。
長ったらしいタイトルになっていますが、後
で全部出てきますので、あまり読まなくても
大丈夫です。
　最初にちょっとこの写真を見ていただきた
いんですね。これ、左側が1930年の北伊豆地
震の避難所の様子で、右側が熊本地震、2016
年の様子ですが、どうでしょうか、皆さん、
これ、何か違いは分かりますでしょうか。カ
ラーと白黒だねと、こういう違いはあるかも
しれませんが、基本的に地べたで寝ていて、
布団が敷いてあってと、そういう様子は同じ
で、この86年の間でほぼ変わっていないとい
うことなんですね。この間、日本社会はどう
なっていたかというと、戦争があって、復興
して、高度成長して、曲がりなりにも先進国
の仲間入りをしてきた歴史だったはずなのに、

災害が起こるとすぐこんな事態になってしま
う。
　実は、この避難所の水準は、行政の方も何
とかしなきゃとは思っていらっしゃるんです
が、しかし、こうなっちゃうということなん
です。この水準自体は、実は難民支援の国際
水準なんかよりもずっと低いというままにと
どまってしまっているということです。
　最近は、コロナ禍でちょっとプライバシー
に配慮した、感染に配慮したと言ったほうが
いいかもしれませんが、そういった避難所に
なっていますが。ただ、どうでしょうか、収
容人数は圧倒的に足りない、そういう状況が
続いているかと思います。
　ちょっと難しい図が出ているんですが、こ
の原因、非常に簡単な理由で説明がつくと思っ
ています。右側の列を見ていただきますと、
様々災害時にやらなきゃいけない仕事が書い
てあります。救命救助、治安維持とか、公共
土木施設の復旧とか、医療・福祉とか、あと
食料、生活用品、住環境なんていうふうに書
いてあります。食料、生活用品、住環境とい
うのが、避難所であったり仮設住宅であった
り、そこに届けられる物資であったりという
ことですが、ここがどの災害でも大体混乱す
るんですね。
　例えば、熊本地震の報告書なんかを見てみ
ますと、一番上の救命救助とか公共土木施設、
ほとんど混乱がなくて、課題も１つぐらいは
上がっているかな、どうかなというレベルだっ
たんです。しかし、医療・福祉や避難所、物
資というのは、ものすごい混乱する。
　なぜ混乱するか、非常に簡単な理由があり
ます。一番上の欄の混乱しない部分は、ふだ
んから行政の方がやっていらっしゃる仕事だ
からです。だって、道を造るのも行政の方の
仕事ですね。警察とか消防も行政の方の仕事

です。しかし、医療・福祉となるとちょっと
様子が変わってきます。お金を出したり制度
をつくったりするのは行政の仕事ということ
になりますが、実際サービスをしていらっしゃ
るのは、民間の方が多い領域です。食料品、
住環境となると、もうほぼ全部民間。要は民
間がふだんやっている、例えば株式会社の方、
NPOの方がやっていらっしゃる、社会福祉法
人の方、社協さんがやっていらっしゃるよう
なところが災害時に混乱している。どういう
ことかというと、それを全て慣れない行政の
方がやらなきゃいけなくなってしまうという
ことに非常に大きな混乱を起こしてしまう理
由があるのです。なので、先ほど見たように
避難所の水準もなかなか上がらない。
　さらには、災害って、ああ、あそこに来たな、
ここに来たなということは思うかもしれませ
んが、なかなか私のところに来ると思わない
ものなんですね。ある地域にたまにしか来な
い。行政職員の方でも、ものすごくいっぱい
災害対応されて、慣れてる職員の方もたまに
はいらっしゃいますが、本当にひどい災害対
応を経験することって、まあ一生に１回ある
かないか、そういうものなんですね。当然慣
れない中で災害対応をしていくことになって、
様々混乱してしまう。特にいわゆる被災者支
援、要援護者の方を支援するとか、そういっ
たところに混乱が生じやすい構造で被災者支
援をしているということになります。
　これはちょっと難しい図なのですが、災害
救助法という法律で我々は避難者支援をして
いくことになります。法律をよくよく読むと、
実は避難者の支援って行政だけがやらなきゃ
ということになっているのではなくて、一部
は例えば日本赤十字社さんとかがやろうとい
うことになっています。しかし究極的に言っ
てしまうと、どんなサービスであろうが、
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先ほどの物資であろうが、全て行政が配給
する形で被災者を支援していくという法律に
なっています。なので、どんなに備えようが、
実際やったことがないとなかなか分からない
ですよね。避難所ってどんな運営方法が正し
いのとか分からないわけなので、どうしても
混乱してしまうという法律の構造になってい
るということになります。これは難しいので、
またご関心のある方は本等を読んでいただけ
ればと思います。
　少しだけ法律の展開を見て、何でそんなこ
とになったのかなという勉強をしていきたい
と思いますが、実は、今、避難所とか仮設住
宅の根拠となっている災害救助法という法律
は、非常に古い法律です。1947年にできて
いるんですね。1947年当時を少し考えてい
ただけると分かると思うんですが、戦争が終
わって、まだ都市部は焼け野原という状態で、
そんな時期にできています。　実は、憲法が
1946年、地方自治体の基盤になっている地方
自治法も1947年、そんな時代の法律なんです
ね。
　当時、同時にできているのが生活保護法で
す。1946年が旧法、今の法律が1950年とい
うことになりますが、実は災害救助法も同じ
く生活保護を担当していた厚生省の保護課が
所管になっています。実は、GHQからの指示
も受けながらつくったものですが、そのよう
につくられた理由があります。平時は、しん
どい人たちをサポートする生活保護法という
のが生存権保障上大事でしょうということに
なっていますが、有事はある人が貧乏なのか
とかしんどいのかとかって分からないですよ
ね。なので、無差別にみんな救助しましょう
ということになっています。いわば生活保護
法と双子のような法律で災害救助法というの
がつくられているので、何とか焼け野原の中、

物資を配給して命を救おう、次の生活を取り
戻してもらおうという形で法律ができている。
さらに、地方自治体でやりましょうとなって
います。国が全部統制して配給していたわけ
ですね、戦争中は。でも、そうじゃないでしょ
う、民主主義の世の中なんだから地方自治で
やっていこうとなった。なので自治体の皆さ
んがと、現在の法律に規定されているという
ことになります。
　ただ、その後起こった伊勢湾台風なんかで
は、ハードが戻らないとなった。ハード復旧
を何とかしていこうということで、災害対策
基本法や激甚災害法ができた。あなたのとこ
ろの災害は大変だよね、国の補助としてお金
をいっぱいあげるから何とか頑張ってねと、
こういう法律になっています。これらの法律
があるのでハードはどんどん直っていく。先
ほども道路は混乱しない、川なんかも直すの
は混乱しないみたいな話をしましたが、イン
フラは復旧していく。
　しかし、災害救助や被災者支援というのが、
最初は生活保護法と双子だったはずなんです
が、だんだんと社会保障と分かれていくこと
になってしまいました。例えば、個人災害補
償みたいな言葉を使って災害弔慰金法という
のが議員立法でできました。また、被災者生
活再建支援法という、今、最大300万円ぐら
いお金が出る法律もありますが、これも議員
立法、要は、政府がつくっていくというよりは、
社会に突き動かされて、議員が何とかつくっ
ていこうという法律として存在します。そう
すると、もともとは同じはずだったのに、何
かえらく社会保障とずれちゃったよというの
が災害救助の歴史ということになっています。
　しかも、現代的な社会保障の法律は阪神・
淡路大震災の後に大体全部できていくんです
ね。阪神・淡路大震災は1995年でしたが、
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先ほどの物資であろうが、全て行政が配給
する形で被災者を支援していくという法律に
なっています。なので、どんなに備えようが、
実際やったことがないとなかなか分からない
ですよね。避難所ってどんな運営方法が正し
いのとか分からないわけなので、どうしても
混乱してしまうという法律の構造になってい
るということになります。これは難しいので、
またご関心のある方は本等を読んでいただけ
ればと思います。
　少しだけ法律の展開を見て、何でそんなこ
とになったのかなという勉強をしていきたい
と思いますが、実は、今、避難所とか仮設住
宅の根拠となっている災害救助法という法律
は、非常に古い法律です。1947年にできて
いるんですね。1947年当時を少し考えてい
ただけると分かると思うんですが、戦争が終
わって、まだ都市部は焼け野原という状態で、
そんな時期にできています。　実は、憲法が
1946年、地方自治体の基盤になっている地方
自治法も1947年、そんな時代の法律なんです
ね。
　当時、同時にできているのが生活保護法で
す。1946年が旧法、今の法律が1950年とい
うことになりますが、実は災害救助法も同じ
く生活保護を担当していた厚生省の保護課が
所管になっています。実は、GHQからの指示
も受けながらつくったものですが、そのよう
につくられた理由があります。平時は、しん
どい人たちをサポートする生活保護法という
のが生存権保障上大事でしょうということに
なっていますが、有事はある人が貧乏なのか
とかしんどいのかとかって分からないですよ
ね。なので、無差別にみんな救助しましょう
ということになっています。いわば生活保護
法と双子のような法律で災害救助法というの
がつくられているので、何とか焼け野原の中、

物資を配給して命を救おう、次の生活を取り
戻してもらおうという形で法律ができている。
さらに、地方自治体でやりましょうとなって
います。国が全部統制して配給していたわけ
ですね、戦争中は。でも、そうじゃないでしょ
う、民主主義の世の中なんだから地方自治で
やっていこうとなった。なので自治体の皆さ
んがと、現在の法律に規定されているという
ことになります。
　ただ、その後起こった伊勢湾台風なんかで
は、ハードが戻らないとなった。ハード復旧
を何とかしていこうということで、災害対策
基本法や激甚災害法ができた。あなたのとこ
ろの災害は大変だよね、国の補助としてお金
をいっぱいあげるから何とか頑張ってねと、
こういう法律になっています。これらの法律
があるのでハードはどんどん直っていく。先
ほども道路は混乱しない、川なんかも直すの
は混乱しないみたいな話をしましたが、イン
フラは復旧していく。
　しかし、災害救助や被災者支援というのが、
最初は生活保護法と双子だったはずなんです
が、だんだんと社会保障と分かれていくこと
になってしまいました。例えば、個人災害補
償みたいな言葉を使って災害弔慰金法という
のが議員立法でできました。また、被災者生
活再建支援法という、今、最大300万円ぐら
いお金が出る法律もありますが、これも議員
立法、要は、政府がつくっていくというよりは、
社会に突き動かされて、議員が何とかつくっ
ていこうという法律として存在します。そう
すると、もともとは同じはずだったのに、何
かえらく社会保障とずれちゃったよというの
が災害救助の歴史ということになっています。
　しかも、現代的な社会保障の法律は阪神・
淡路大震災の後に大体全部できていくんです
ね。阪神・淡路大震災は1995年でしたが、

介護保険法やDV法、障害者自立支援法、自
殺対策基本法、生活困窮者自立支援法のよう
な法律というのは、2000年代以降に運用が始
まるということになってしまいます。なので、
そこの連動がないままで迎えたのが東日本大
震災で、まさに高齢者の方々、障害者の方々
なんかを災害が襲ってしまったということに
なります。
　それを図で説明したのがこういう形で、ま
さに左側、社会保障の歴史なんかは、だんだ
ん年代が上に上がっていけばいくほどいろん
な法律ができて、担い手もどんどん増えてき
て、みんなで支えていこうよとなった。今だ
と、90年代以降は、まさに措置から契約へと
いう流れの中で、救貧的な福祉から普遍的な
福祉に変わってきた。誰でもサービスをリス
クに応じて受けられるようになった。そのと
きには、やっぱり政府、行政だけじゃないよね、
NPOさんや株式会社もそこに入ってきて、一
緒にやろうよという構造ができていく。そん
な中で、災害はたまにしか来ないので、喉元
過ぎれば熱さ忘れるで、なかなか法律が変わ
らないんですね。皆さんすごく努力して頑張
られるんだけど、変わっていかない。そのた
め災害救助はずっと行政だけがやる。そうい
う形になってしまったというのが災害の歴史
だということになります。なので、本当に我々
もやらなきゃと思うNPOなんかも多いんです
が、実は災害救助法なんかでは、根拠がない
形になってしまっているということになりま
す。
　まさにこの穴をどういう埋めていくのかと
いうのが東日本大震災以降の歩みでした。実
はこれ、最近、「災害ケースマネジメント」と
呼ばれた、後で村野さんからもご説明がある
かと思いますが、「災害時ケアプラン」と呼ば
れたりするものです。これらは、要は福祉の

世界で災害のことをやっていこうよ、そうい
う流れかと思うんですが、例えば、仙台市で
取り組まれた例ですと、困窮者の支援のやり
方なんかと非常に似ているんですね。実際に
アウトリーチをしていって、いろんなご家庭
のデータを集めていって、それをみんなで、
ここはワーキンググループというふうに書い
ていますけれども、ケース会議を行いながら、
この人はこういうふうなのが大変だね、こう
いう支援が要るよねというのをみんなで考え
ながら、その後、実は災害の支援と平時の支
援なんかを組み合せながらオーダーメード型
でサポートをしていくというやり方で、仙台
市は被災者生活再建支援をしていきました。
　そのときには、仙台市だけではなくて、シ
ルバー人材センターやNPO、社協さん、い
ろんな方が協働型でやっていくということを
始めました。実際、例えば就労支援なんかを
していくには生活困窮者自立支援法なんかを
使っているし、まさに地域共生社会づくりが
目指すような方向でサポートをしていったと
いうことになります。
　こういうものはどんどん広まっていて、法
律はなかなか変わっていかないんだけれども、
実践的には、実は進んでいっているというこ
とになります。例えば、鳥取県さんなんかを
はじめ一部自治体で条例化なんかが始まって
いて、今まさに鳥取県さんでは、地域共生社
会づくりの重層的支援体制の話と、この災害
ケースマネジメントを、実際起こったときは
どう一緒にやろうなんていうのを市町村と一
緒に取り組んで、検討されていらっしゃると
いうような状況も起こっています。
　最後、ちょっと改革の方向性というか、と
は言っても、なかなか根本を変えないと付け
焼き刃みたいなところも残ってしまうので、
多分こういう方向でいろんな制度を変えて
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いかなきゃいけない、そういうところだけお
伝えをして終わりたいと思いますが。まずは、
やっぱり行政だけが全部やるというのはしん
どいんですね。日本はものすごい責任感の強
い行政です。すごい真面目な方が多いので、
何とか全部やろうと思うんですが、どうせ不
得意なところはある。では、それは得意なと
ころに任せましょうということで、民間がど
んどん参入していく枠組みが要るのではない
か。例えば避難所の運営や物資の配布。正直
言うと、配送なんてプロに任せたほうが絶対
うまくいきますよね。物資だって、例えば大
手の流通会社さんや小売会社さんとかと一緒
にやったほうが恐らくうまくいくんですが、
なかなかそうはならない。そういうところを
最初から考えましょうよということが一つ大
事なところなのだろうと思っています。
　今日、もう一つ大事なのが最後のスライド
で、社会保障のフェーズフリー化という発想
です。何せ災害のことは災害だけでやるので
はちょっと苦しいわけですね。フェーズフリー
という言葉があります。ハイブリッド自動車
なんかが一番いい例かと思いますが、平時は
非常に燃費のいい車なんですが、災害時は電
源供給ができる。災害のことを考えて、あら
かじめデザインされているんですね。恐らく
社会保障、例えば生活困窮者自立支援法や障
害者総合支援法、介護保険法、また地域共生
社会づくりなんかの側面において、災害のこ
とも一緒に考えておこうよ。そうすると災害
のときもその体制が使えるようになるじゃな
いか。こういう考え方が恐らく大事なのでは
ないかなというふうに法律の歴史なんかを考
えると見えてくきます。
▼鍵屋：法制度の面で、根本的に今の法制度
の建付けは、行政万能主義、無謬主義みたい
な形でやっているんだけれども、どんどん時

代の変化に合わなくなってきている。その法
制度を変えるということも非常に重要だろう
と、実態に合わせて民間、餅は餅屋というこ
とのお話だったかなと考えますが、実はもっ
と深いんでしょうね。
　それでは、平時のごちゃごちゃ、わちゃわ
ちゃだねという楽しい住まい方みたいな形で
高齢者等を支えていらっしゃるぐるんとびー
の菅原さんに次のお話をお願いいたします。

▼菅原：こんにちは。ぐるんとびーの菅原で
す。よろしくお願いいたします。
　今、神奈川県の藤沢市で、「地域を一つの大
きな家族に」ということで、URの団地の１部
屋から始まって、みんなで一緒に過ごしなが
ら、この写真のように多世代で生活をしてお
ります。
　僕自身、鎌倉市生まれで、父は大町、母は
北鎌倉、小坂小学校という北鎌倉から歩いて
行く小学校を卒業して、その後、中学、高校
を東海大学付属のデンマーク校で過ごしてい
ます。学生時代は、ヨーロッパとか、アフリ
カの奥地とか、呪術の世界とか、いろんなと
ころを旅しながらおりました。
　今回、東日本大震災がきっかけで、地域に
24時間、365日、すぐに相談できる福祉拠点
があることが安心した暮らしにつながると感
じて、日本で初めてUR団地の１部屋に介護
事業所をオープンして、僕も住んでいますし、
スタッフもみんなで住んでおります。
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いかなきゃいけない、そういうところだけお
伝えをして終わりたいと思いますが。まずは、
やっぱり行政だけが全部やるというのはしん
どいんですね。日本はものすごい責任感の強
い行政です。すごい真面目な方が多いので、
何とか全部やろうと思うんですが、どうせ不
得意なところはある。では、それは得意なと
ころに任せましょうということで、民間がど
んどん参入していく枠組みが要るのではない
か。例えば避難所の運営や物資の配布。正直
言うと、配送なんてプロに任せたほうが絶対
うまくいきますよね。物資だって、例えば大
手の流通会社さんや小売会社さんとかと一緒
にやったほうが恐らくうまくいくんですが、
なかなかそうはならない。そういうところを
最初から考えましょうよということが一つ大
事なところなのだろうと思っています。
　今日、もう一つ大事なのが最後のスライド
で、社会保障のフェーズフリー化という発想
です。何せ災害のことは災害だけでやるので
はちょっと苦しいわけですね。フェーズフリー
という言葉があります。ハイブリッド自動車
なんかが一番いい例かと思いますが、平時は
非常に燃費のいい車なんですが、災害時は電
源供給ができる。災害のことを考えて、あら
かじめデザインされているんですね。恐らく
社会保障、例えば生活困窮者自立支援法や障
害者総合支援法、介護保険法、また地域共生
社会づくりなんかの側面において、災害のこ
とも一緒に考えておこうよ。そうすると災害
のときもその体制が使えるようになるじゃな
いか。こういう考え方が恐らく大事なのでは
ないかなというふうに法律の歴史なんかを考
えると見えてくきます。
▼鍵屋：法制度の面で、根本的に今の法制度
の建付けは、行政万能主義、無謬主義みたい
な形でやっているんだけれども、どんどん時

代の変化に合わなくなってきている。その法
制度を変えるということも非常に重要だろう
と、実態に合わせて民間、餅は餅屋というこ
とのお話だったかなと考えますが、実はもっ
と深いんでしょうね。
　それでは、平時のごちゃごちゃ、わちゃわ
ちゃだねという楽しい住まい方みたいな形で
高齢者等を支えていらっしゃるぐるんとびー
の菅原さんに次のお話をお願いいたします。

▼菅原：こんにちは。ぐるんとびーの菅原で
す。よろしくお願いいたします。
　今、神奈川県の藤沢市で、「地域を一つの大
きな家族に」ということで、URの団地の１部
屋から始まって、みんなで一緒に過ごしなが
ら、この写真のように多世代で生活をしてお
ります。
　僕自身、鎌倉市生まれで、父は大町、母は
北鎌倉、小坂小学校という北鎌倉から歩いて
行く小学校を卒業して、その後、中学、高校
を東海大学付属のデンマーク校で過ごしてい
ます。学生時代は、ヨーロッパとか、アフリ
カの奥地とか、呪術の世界とか、いろんなと
ころを旅しながらおりました。
　今回、東日本大震災がきっかけで、地域に
24時間、365日、すぐに相談できる福祉拠点
があることが安心した暮らしにつながると感
じて、日本で初めてUR団地の１部屋に介護
事業所をオープンして、僕も住んでいますし、
スタッフもみんなで住んでおります。

　今、いろいろなアワードを頂いているんで
すけれども、僕らがやっていることが、ちょっ
と（既存の常識とはちがうため）頭がおかし
いんじゃないかとと思われやすいので、しっ
かりとかながわ福祉サービス大賞や国際的な
アワードなどで表彰していただきながら自分
たちのやっていることを理解してもらおうと
しております。
　原点は東日本大震災です。私は、東日本大
震災で初めて災害支援活動を経験しました。
延べ２万人を派遣した認定NPO法人全国訪問
ボランティアナースの会「キャンナス」の現
地のコーディネーターとして、現地では約七、
八か月、本部に戻ってきてからも含めて大体
１年ぐらい活動をしました。その経験が原点
となって今の活動をしています。
　キャンナスという団体は、看護師を中心と
した団体だったんですけれども、最初にやっ
たのがトイレに手を突っ込んで泥をかき出し、
トイレをきれいにしていくこと。その次が、
避難所に24時間、365日泊まりながらケアの
拠点をつくりました。看護師はいるけど、看
護師がいないという声が聞こえてきていて、
夜、看護師がいなくなってしまうとちょっと
した熱でも不安になってしまい、不安が原因
で救急車を呼んでしまう事などが起こってい
ました。安心して暮らすためには、24時間相
談できる場所というのが必要だと活動を通し
て感じました。
　避難所の中でお一人お一人にお声がけしな
がら話を聞いたり、相談窓口をつくったり、
看護を中心とした団体だったんですが、必要
なことは何でもやっていくというか、看護師
とか医療資格を持った専門職である前に、“ひ
とりの人として、今、目の前で出来ることを
やっていく”という方向性だったので、物資
が足りないといったら物資を運びました。

　理学療法士とか作業療法士によっては、環
境調整とか、体のケアとか、もうあるもので
やるしかなかったので、段ボールでコルセッ
トを作ったりとか。あとは、子供たちが避難
生活を過ごすことでストレスを抱えてしまっ
ていたので、外で遊んだりとか、お母さんた
ちが子供のことで疲れてしまっていたりする
のを聞くと、お母さんたちの心のケアという
意味でもディズニーランドに旅行を企画した
り。あとは、寂しいとき、困ったときに、一
緒にみんなでお茶を飲んだりとか、一緒に御
飯を食べたりとか、一緒に過ごすということ
がお互いにすごく心の支えになるんだなとい
うのを感じて「お茶っこ」というのをずっと
やっていました。
　支援活動を通じて感じたのは、“平時からの
課題が災害時に大きくなる”ということです。
地域力イコールそのまま防災力につながって
いくというのを痛感しました。東日本大震災
の経験をきっかけに、自分の家族が幸せに暮
らせる地域社会をつくりたいと思い、平時か
ら地域力を高めるという今の活動がスタート
しています。「困っても何とかなる！」そんな
「人」がいる「まち」をみんなでつくるという
ことで、ぐるんとびーの活動を開始していま
す。
　災害支援をしていて感じたのは、ルールと
か、こうあるべきだという、各団体と意見の
違いでぶつかったり、正しさの押し付け合い
というのがすごく多くて、そこの調整が大変
ということです。それをみんなで一人の住民
として話し合いながら、平時からいろいろな
多様な在り方、一つの正しさではなくて、い
ろんな正しさ、ルールを守ることも大事です
が、お節介をしちゃうみたいな、解釈をあい
まいにしたり（時にはルールを変えながら）
ある意味矛盾する両方のことを内包しながら
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生活していくというのが大事じゃないかと
思ったんです。
　現在、株式会社ぐるんとびーと、特定非営
利活動法人ぐるんとびーと、ぐるんとボウサ
イダーというのを取締役である川島勇我と一
緒にやっています。スタッフの多くが地域の
役員をやっていたり地域の交流会を企画をし
ています。
　藤沢の湘南大庭地区という一番高齢化率が
高いエリアで、そこにあるURの団地の１室の、
６階に介護施設を置いて、５階が僕の自宅で
す。４階で妻の母と学生が一時的に住んでい
たりとか、３階と４階と５階に、社員寮と書
いてあるんですけれども、全部個人で借りて、
会社で家賃を一部補助したりしながら、看護
師、保健師、理学療法士、作業療法士、介護
福祉士などスタッフ10人ぐらいが住んでいま
す。あとは、要介護５のおじいちゃんと23歳
のスタッフがルームシェアして住んでいたり、
７階は個人宅をコミュニティスペースとして
貸し出したりしながら、みんなでつながる拠
点をつくっています。
　「地域を一つの大きな家族に」と、これは事
業所の写真なんですけれども、介護事業所な
んですけど、要介護の認知症のおばあちゃん
たちが子供たちの御飯を作ってくれたり、子
供に御飯を食べさせてくれたり、多世代でこ
うやって助け合いながら、楽しく生きるとい
うことがその人の強みを引き出していて、認
知症があろうが、障害があろうが、精神疾患
があっても共に暮らしていける。不登校の子
たちも毎日来ていたり、そういうのを全部ご
ちゃ混ぜにしながら一緒に生活をしていくと
いうことをやっています。
　団地の集会所でみんなでパーティーをした
り、もう団地の集会所でパーティーをやるの
に、要介護の人も、認知症の方も、不登校の

子もみんな、そもそもその枠組みを決めてし
まっているだけで、みんな“人”なので、人
が困ったときには助け合えればいいんじゃな
いかということで生活をしています。介護す
るとかされるとかではなくて、本当にお互い
が支え合えばいい。認知症というのもある意
味で災害だと僕は思っていて、今までできた
ことができなくなってしまう。そこに対して
誰かが手を、できることで助ければ、その方
は普通に生活ができるわけで、それをふだん
の中からずっとやり続けているというだけな
んです。
　そんな、お隣さんが第二の家族にもなるケ
アのあるコミュニティというのを僕らは目指
しています。隣近所の仲が悪くても、上の階
にいる〇〇さんとは仲がいいとか、団地とい
うのは縦横斜めの関係性があるので、そうい
う意味でもすごく機能をすると思ってやって
います。団地内で倒れている人がいたら助け
たりとか、大体消防の方よりも早く行ったり、
その方が誰なのかとか、どこで、何で、倒れ
ているのか。きっと今日は隣の自治会の飲み
会があったので、この方はそこに参加した帰
りに酔っぱらって倒れているんだろうとかま
で予測できてしまったり、連絡先も分かるの
で早期に対応ができる。あと、スタッフが団
地に住んでいて自治会の役員もやっているの
で、台風とか雪の日にはこうやって誰の部屋
が危ないとか、誰の部屋に声かけしようとか、
雪かきになるとみんなで雪かきをしたり。オ
レオレ詐欺みたいな不審者が来て、１軒１軒
回って認知症のある方とか独居の方を狙って
いたケースがあったんですけど、それもスタッ
フであり住民の防災担当であるこの中野とい
う者がすぐにその不審者のところに声かけし
に行って、注意喚起をしたり。それから毎週
１回、防災の見回りを住民が集まってはじめ
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生活していくというのが大事じゃないかと
思ったんです。
　現在、株式会社ぐるんとびーと、特定非営
利活動法人ぐるんとびーと、ぐるんとボウサ
イダーというのを取締役である川島勇我と一
緒にやっています。スタッフの多くが地域の
役員をやっていたり地域の交流会を企画をし
ています。
　藤沢の湘南大庭地区という一番高齢化率が
高いエリアで、そこにあるURの団地の１室の、
６階に介護施設を置いて、５階が僕の自宅で
す。４階で妻の母と学生が一時的に住んでい
たりとか、３階と４階と５階に、社員寮と書
いてあるんですけれども、全部個人で借りて、
会社で家賃を一部補助したりしながら、看護
師、保健師、理学療法士、作業療法士、介護
福祉士などスタッフ10人ぐらいが住んでいま
す。あとは、要介護５のおじいちゃんと23歳
のスタッフがルームシェアして住んでいたり、
７階は個人宅をコミュニティスペースとして
貸し出したりしながら、みんなでつながる拠
点をつくっています。
　「地域を一つの大きな家族に」と、これは事
業所の写真なんですけれども、介護事業所な
んですけど、要介護の認知症のおばあちゃん
たちが子供たちの御飯を作ってくれたり、子
供に御飯を食べさせてくれたり、多世代でこ
うやって助け合いながら、楽しく生きるとい
うことがその人の強みを引き出していて、認
知症があろうが、障害があろうが、精神疾患
があっても共に暮らしていける。不登校の子
たちも毎日来ていたり、そういうのを全部ご
ちゃ混ぜにしながら一緒に生活をしていくと
いうことをやっています。
　団地の集会所でみんなでパーティーをした
り、もう団地の集会所でパーティーをやるの
に、要介護の人も、認知症の方も、不登校の

子もみんな、そもそもその枠組みを決めてし
まっているだけで、みんな“人”なので、人
が困ったときには助け合えればいいんじゃな
いかということで生活をしています。介護す
るとかされるとかではなくて、本当にお互い
が支え合えばいい。認知症というのもある意
味で災害だと僕は思っていて、今までできた
ことができなくなってしまう。そこに対して
誰かが手を、できることで助ければ、その方
は普通に生活ができるわけで、それをふだん
の中からずっとやり続けているというだけな
んです。
　そんな、お隣さんが第二の家族にもなるケ
アのあるコミュニティというのを僕らは目指
しています。隣近所の仲が悪くても、上の階
にいる〇〇さんとは仲がいいとか、団地とい
うのは縦横斜めの関係性があるので、そうい
う意味でもすごく機能をすると思ってやって
います。団地内で倒れている人がいたら助け
たりとか、大体消防の方よりも早く行ったり、
その方が誰なのかとか、どこで、何で、倒れ
ているのか。きっと今日は隣の自治会の飲み
会があったので、この方はそこに参加した帰
りに酔っぱらって倒れているんだろうとかま
で予測できてしまったり、連絡先も分かるの
で早期に対応ができる。あと、スタッフが団
地に住んでいて自治会の役員もやっているの
で、台風とか雪の日にはこうやって誰の部屋
が危ないとか、誰の部屋に声かけしようとか、
雪かきになるとみんなで雪かきをしたり。オ
レオレ詐欺みたいな不審者が来て、１軒１軒
回って認知症のある方とか独居の方を狙って
いたケースがあったんですけど、それもスタッ
フであり住民の防災担当であるこの中野とい
う者がすぐにその不審者のところに声かけし
に行って、注意喚起をしたり。それから毎週
１回、防災の見回りを住民が集まってはじめ

て、もう半年ぐらいやっています。
　団地は福祉避難所としても機能すると思っ
ていて、備蓄の発電機であったり、食べ物と
かも大量に保管していますし、災害時はトイ
レの問題が大切になるので、トイレのラップ
ポンなども複数台持っていますし、同じ団地
に利用者さんも住んでいるので、その方たち
のトイレも災害時は他の方々にも使えると
思っています。
　団地で健康相談を毎週しています。団地の
飲み会ですね。こういった活動は災害支援活
動とほとんど全部リンクしてくるんですね。
災害時やっていたことが団地の飲み会になっ
ていたり、看護師のボランティア団体でやっ
ていた健康相談窓口を平時からもやっていた
り、物資の配布というのが防災訓練での野菜
販売だったり。
　地域の不登校の支援とかも、今はスポトレ
という形でこういうふうにやっている。目の
前が小学校なので、みんなでいろんな子供た
ちをお互い認め合いながら一緒に生活してい
こうということを遊びにを通じて育てていく。
こういうスポトレも、このママトレというの
も、子供たちの支援とか、ママさん支援とか、
災害時にやっていたことをそのまま平時で
やっています。
　大切なのは、何か特別なコンテンツを作る
ことではなくて、周りの人が困っていること
を気にかけることとか、自分ができることを
やり続けるということが大事だと思ってやっ
ています。みんなスタッフによって特徴とい
うか、できることが違うので、お祭りをやっ
たりとか、段ボールベッドを地域の防災協議
会で披露というか、一緒に作ったりとか、地
震が起きるとすぐに飛び出すスタッフがいた
りとか、子供の家の委員をやったり、地区の
お祭りのコーディネーターという役割を担っ

たり、団地の役員をやるスタッフもいる。
　そういう地域を大切にするケアのコミュニ
ティというか、そこでつながった同じ思いを
共有した人たちというのは、ほかの地域でも
機能する。実際、鎌倉市で在宅医療をやられ
ている湘南かまくらクリニックの長谷川太郎
先生とか、キャンナスであるとか、その地域
のいろんな事業所の仲間たちもたくさんいま
すし、団地を超えて、ケアのコミュニティは
つながっていくし、同じ思いを持ったケアの
コミュニティは、ほかの地域が災害に遭った
ときも機能すると思っています。実際に熊本
や長野などでも動いてきました。
　私たちが目指すのは、困ったときに助け合
う仲間づくりで、「団地を一つの大きな家族に」
というふうに今は言っているんですけれども、
本来は「地域を一つの大きな家族に」という
ことで僕たちはそこに向かって動いています。
　なので、どんどんどんどん自治会連合会と
か、その地域の仲間たちとつながりながらい
ろんな活動をしていっています。福祉事業と
いうのは、産業がない場所にも雇用を生み出
せます。
　自分たちの地域をよくしたいと思った人た
ちがその地域で働きながら、住民として必要
な機能を共創していくということが福祉事業
を使うことで出来るし、僕は住民力を高めて
いくことにもつながっていくと思っています。
愛があればいつだって何とかなると思えるよ
うな、そんなきれいごとじゃ何とかならない
ではなくて、福祉事業をうまくつかえば、そ
んなまちづくりとか人づくりができるんじゃ
ないかと、僕らはそこを目指してやっていま
す。
　最後に、今回、開催地である鎌倉市の松尾
市長が掲げている“地域共生プラットフォー
ム”について鎌倉市が福祉コミュニティの
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選択型のプラットフォームを掲げているとい
うのは、本当にすごいなと感じています。災
害時に僕らが直面したように、こっちが正し
くてこっちが間違いという形でぶつかり合う
のではなく、いろいろな考え方のある人たち
が共生できる発想というか、それぞれの生き
方の選択で、考え方を共有できる人たちが集
まりながらコミュニティをつくる。相互のコ
ミュニティがお互いを認め合いながら一つの
地域で共生していくというところに僕はこれ
からの地域福祉の未来を感じています。
▼鍵屋：何でそんなことができちゃうんだろ
うね。実感として、困っている人、みんな集
まれと、何とかしてやるという感じがして、
本当に災害時の状況を日常でやっていくんだ
というのは、はっと胸を突かれますよね。さっ
きの菅野さんが、日常の法制を災害時にとおっ
しゃっていたんですが、菅原さんは、災害時
にやってたことを日常に持っていけば日常も
よくなるんじゃないかと、これは僕にとって
も大きい気づきになりました。
　それでは、今度は障害者の災害対応という
ことで、日本の先頭を走り続けている別府市
役所の村野さんにお願いいたします。

▼村野：皆さん、こんにちは、別府市防災危
機管理課の村野と申します。よろしくお願い
いたします。
　別府市では、「インクルーシブ防災～誰一人
取り残さない防災～」ということで取組を行っ

ています。私は、これまで多くの被災地で被
災された方々の生活支援を行ってきました。
災害が甚大になっていることもありますが、
新たな被災地では、これまでの被災地で検証
された問題が同じように繰り返されて、被災
地や被災された方々を苦しめていると思いま
した。そこで、被災した後の支援も大事です
けれども、被災する前の準備をしっかりする
必要があると、仕組みにできるものは仕組み
に、できないものは、先ほどの菅原さんでは
ないですけれども、地域の皆さんや多様な専
門職の方々の力を借りて、困っている人に寄
り添いながら支援するつながりをつくる必要
があると思いました。
　それともう一つ、私は2016年の１月から別
府市におりますけれども、その前は大分県社
会福祉協議会で働いていました。日常から障
害当事者の方々との交流がありましたので、
被災地でも障害当事者の方にお会いできると
思っていましたが、被災地では会うことがな
かったんですね。そのことには本当に疑問に
思っていました。日常から支援を受けて生活
している方が多いですから、被災地で大変な
思いをしていることは、容易に推測ができま
した。
　そのため、別府市を中心に活動している福
祉フォーラムin別杵速見実行委員会という障
害当事者を中心とした市民活動団体と一緒に
この問題に取り組むことにしました。福祉
フォーラムと検証を重ねた中で、災害時に多
くの命と暮らしを守るためには、幾つか進め
ていかなければならない問題が浮かび上がり
ました。その中でも一番大切なことは、個別
支援計画作成ではないかと。ご存じの方も多
いと思いますが、別府市では、模索しながら
その手法を確立していきました。
　これは、あくまで別府市独自のものです。
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選択型のプラットフォームを掲げているとい
うのは、本当にすごいなと感じています。災
害時に僕らが直面したように、こっちが正し
くてこっちが間違いという形でぶつかり合う
のではなく、いろいろな考え方のある人たち
が共生できる発想というか、それぞれの生き
方の選択で、考え方を共有できる人たちが集
まりながらコミュニティをつくる。相互のコ
ミュニティがお互いを認め合いながら一つの
地域で共生していくというところに僕はこれ
からの地域福祉の未来を感じています。
▼鍵屋：何でそんなことができちゃうんだろ
うね。実感として、困っている人、みんな集
まれと、何とかしてやるという感じがして、
本当に災害時の状況を日常でやっていくんだ
というのは、はっと胸を突かれますよね。さっ
きの菅野さんが、日常の法制を災害時にとおっ
しゃっていたんですが、菅原さんは、災害時
にやってたことを日常に持っていけば日常も
よくなるんじゃないかと、これは僕にとって
も大きい気づきになりました。
　それでは、今度は障害者の災害対応という
ことで、日本の先頭を走り続けている別府市
役所の村野さんにお願いいたします。

▼村野：皆さん、こんにちは、別府市防災危
機管理課の村野と申します。よろしくお願い
いたします。
　別府市では、「インクルーシブ防災～誰一人
取り残さない防災～」ということで取組を行っ

ています。私は、これまで多くの被災地で被
災された方々の生活支援を行ってきました。
災害が甚大になっていることもありますが、
新たな被災地では、これまでの被災地で検証
された問題が同じように繰り返されて、被災
地や被災された方々を苦しめていると思いま
した。そこで、被災した後の支援も大事です
けれども、被災する前の準備をしっかりする
必要があると、仕組みにできるものは仕組み
に、できないものは、先ほどの菅原さんでは
ないですけれども、地域の皆さんや多様な専
門職の方々の力を借りて、困っている人に寄
り添いながら支援するつながりをつくる必要
があると思いました。
　それともう一つ、私は2016年の１月から別
府市におりますけれども、その前は大分県社
会福祉協議会で働いていました。日常から障
害当事者の方々との交流がありましたので、
被災地でも障害当事者の方にお会いできると
思っていましたが、被災地では会うことがな
かったんですね。そのことには本当に疑問に
思っていました。日常から支援を受けて生活
している方が多いですから、被災地で大変な
思いをしていることは、容易に推測ができま
した。
　そのため、別府市を中心に活動している福
祉フォーラムin別杵速見実行委員会という障
害当事者を中心とした市民活動団体と一緒に
この問題に取り組むことにしました。福祉
フォーラムと検証を重ねた中で、災害時に多
くの命と暮らしを守るためには、幾つか進め
ていかなければならない問題が浮かび上がり
ました。その中でも一番大切なことは、個別
支援計画作成ではないかと。ご存じの方も多
いと思いますが、別府市では、模索しながら
その手法を確立していきました。
　これは、あくまで別府市独自のものです。

人口の規模であったり、地域特性を生かした
内容などは、それぞれの場所で考えていかな
ければならないと思います。ステップの内容
は、ご覧のとおりなんですね。
　最初は、障害当事者のアセスメントを行い
ます。具体的に調べていく中で、やっぱりア
セスメントを行うのは、日常からサービス提
供を行っている福祉職の方々に関わってもら
うことが必要だと感じています。まず、障害
当事者の方は、その相談支援専門員さんのこ
とを信頼していますし、関係性ができていま
す。その方々のお力を借りて、いかに彼らの
そばに寄り添うことができるか。そして、具
体的にその人たちが持っている自身の力をど
ういうふうに形にしていくか。このとき、福
祉職の方は、防災のことにはあまり自信を持っ
て対応することができません。そのため、国
立障害者リハビリテーションセンター研究所
が作成しました、この「自分でつくる安心防
災帳」というツールを使って、皆さんたちの
日常を確認していきます。
　それを基に、今度は地域の方々とその問題
について話合いをします。やはり行政が得意
なのは、当事者の方々と地域の方々を結びつ
けるような場の設定だと思うんですね。具体
的にこの場の設定をするためには、何度もこ
の場がうまくいくように、行政は地域の方々
の意向であったり、当事者の要件であったり
ということをちゃんと配慮した上でお会いし
ていただけるような場面のセッティングが必
要だと思います。ご本人やご家族が参加でき
るときにはご本人たちに来ていただきますが、
それが無理なときには、相談支援専門員さん
がその方の情報を地域の方々にお伝えし、別
府市では訓練を行い検証をするんですけれど
も、その訓練に向かって、どういうようなこ
とが必要なのか、地域ではどういうことがで

きるのかということを具体的に議論しながら、
そして話し合って決めていきます。
　その訓練には、様々な障害をお持ちの方だ
けではなく、別府市には、留学生もたくさん
います。外国人もたくさん住んでいますので、
そういう方々も中に入っていただいて一緒に
行っています。
　当初は、地域の方々の中には、何かあって
も困るとおっしゃる方もいらっしゃいました。
ただ、具体的にどういうことを望まれている
のかということが示されていないから、何か
難しいことをお願いされるんじゃないかとい
うことで、ちょっと地域では担えないんでは
ないかという返答をされている方が非常に多
いということが分かりました。実際に、具体
的にこういうことに困っているんです、こん
なことをお願いしたいんですと伝えることに
よって、地域の方々は、じゃあ自分のところ
にはこんなものがあるから、これを使ったら
どうか、そういう状態だったらこういうこと
に配慮したらどうなのか。私たちが出かけて
いく以上に地域の方々は集まって、その当事
者の方に合わせた状況で、どういう準備が必
要なのかということを何度も繰り返して考え
ていただきました。
　そして、別府市の場合は、避難する、逃げ
るだけではなくて、避難した後の生活まで踏
まえて、皆さんたちと話し合うということを
行っています。具体的に、当事者の方々に来
ていただいて、地域の方々に避難生活を行う
ということで困ることはどういうことなのか、
どんなことを期待しているのかということの
話合いをしていただきます。
　ここで大切にしているのは、いろんな情報
を協議しながら、地域の方々に具体的にそこ
で判断してもらって、決めていただくという
ことですね。私たちがこうしてほしいという
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ことを伝えるのではなくて、その状態に合わ
せて、地域ではこのようにしたほうがいいと
思うということをみんなで納得をして、そし
て解決に向けての結論を出していただく、そ
ういう議論を繰り返していくことが必要なの
だと思っています。
　そして、訓練を行うときに心がけているこ
とは、本当に多様な方々にこの場面に一緒に
携わっていただくということです。もちろん
地域の方、そして、障害当事者の方ももちろ
んなんですけれども、水色のビブスを着た人
が右下にいますけれども、この方々は、当事
者の方々に対してどういう支援を行っている
のかというその時々を記録してもらう記録員、
評価員として来ていただいていますが、そこ
には、福祉専門職であったり、県内の社協の
職員であったり、大分県の職員であったりと
か、福岡市さんともいつもやり取りをしてい
ますから、そこから職員が来たいと言えば招
き入れたり、あとは地元にあるPTA連合会の
方々にも関わっていただいて対応していただ
きます。多くのことを知っていただいて、そ
れぞれがその場で考え、自分たちのところに
戻ったときに形にしてくれるようなことを私
としては望んでいます。
　これは、2016年の２月に私が市役所に入っ
たときに、市民を支える支援の仕組みとして、
こういうものが必要なのではないかと作った
内容です。基本的には災害時を想定していま
すので、右側が災害後、左側が災害前という
ような形で見ていただければいいと思います。
　当時は、地域共生社会という言葉はまだ使
われていません。2016年の７月ぐらいです
ね、厚労省がこの言葉を使い出したのは。で
すので、私としたら、地域を支えるためには、
その当時あった地域包括ケアシステムという
仕組みを具体的にしていくのが一番いいので

はないかというふうに思いました。この地域
包括ケアシステムというのは、高齢者を中心
に行うように進めていましたが、当時、私は、
地域の中には、高齢者だけではなくて、障害
者や子供、それから外国人、多様な方々がい
らっしゃるので、地域の中である程度多様な
力を借りて解決する仕組みというものをつ
くっていく必要があるというふうに思いまし
た。そして、その地域の中で困りごとが解決
できない場合、真ん中に、これは被災地を想
定していますから被災者生活支援総合相談窓
口とありますけれども、この生活相談窓口と
いうものを日常からつくっておく。先ほどの
菅原さんの話であったり、菅野さんの話でも
ありましたように、やはり日常にきちっとそ
ういう仕組みを作っておく必要があると思っ
ています。
　そして、それぞれの地域から上がってきた
様々な困りごとを、その相談窓口できちっと
受け止めて、そして多種多様な方々につなぎ、
解決につなげる。これって、今、厚労省が進
めている地域共生社会を実現していくために
必要ないろんな要素が本当にふんだんにこの
中にあると思っています。私が考えてきたこ
とというのは、今の現実問題としてとても必
要なのではないかなと考えているところなん
ですね。ここの仕組みを日常、具体的にして
いかないと、災害時には命と暮らしは本当に
守れないと考えているところです。
　別府市では、いつ、何を、誰が、取るべき
行動や行動時間、各組織の役割を細部にわたっ
て、先ほども言っていますように、協議しな
がら皆さんが納得して決めていくということ
がとても大切だと思います。それを行ってい
くことによって、安心して安全に暮らし続け
られる地域になっていくのではないか。そう
いうことを今実現しているのが、先ほどぐる
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ことを伝えるのではなくて、その状態に合わ
せて、地域ではこのようにしたほうがいいと
思うということをみんなで納得をして、そし
て解決に向けての結論を出していただく、そ
ういう議論を繰り返していくことが必要なの
だと思っています。
　そして、訓練を行うときに心がけているこ
とは、本当に多様な方々にこの場面に一緒に
携わっていただくということです。もちろん
地域の方、そして、障害当事者の方ももちろ
んなんですけれども、水色のビブスを着た人
が右下にいますけれども、この方々は、当事
者の方々に対してどういう支援を行っている
のかというその時々を記録してもらう記録員、
評価員として来ていただいていますが、そこ
には、福祉専門職であったり、県内の社協の
職員であったり、大分県の職員であったりと
か、福岡市さんともいつもやり取りをしてい
ますから、そこから職員が来たいと言えば招
き入れたり、あとは地元にあるPTA連合会の
方々にも関わっていただいて対応していただ
きます。多くのことを知っていただいて、そ
れぞれがその場で考え、自分たちのところに
戻ったときに形にしてくれるようなことを私
としては望んでいます。
　これは、2016年の２月に私が市役所に入っ
たときに、市民を支える支援の仕組みとして、
こういうものが必要なのではないかと作った
内容です。基本的には災害時を想定していま
すので、右側が災害後、左側が災害前という
ような形で見ていただければいいと思います。
　当時は、地域共生社会という言葉はまだ使
われていません。2016年の７月ぐらいです
ね、厚労省がこの言葉を使い出したのは。で
すので、私としたら、地域を支えるためには、
その当時あった地域包括ケアシステムという
仕組みを具体的にしていくのが一番いいので

はないかというふうに思いました。この地域
包括ケアシステムというのは、高齢者を中心
に行うように進めていましたが、当時、私は、
地域の中には、高齢者だけではなくて、障害
者や子供、それから外国人、多様な方々がい
らっしゃるので、地域の中である程度多様な
力を借りて解決する仕組みというものをつ
くっていく必要があるというふうに思いまし
た。そして、その地域の中で困りごとが解決
できない場合、真ん中に、これは被災地を想
定していますから被災者生活支援総合相談窓
口とありますけれども、この生活相談窓口と
いうものを日常からつくっておく。先ほどの
菅原さんの話であったり、菅野さんの話でも
ありましたように、やはり日常にきちっとそ
ういう仕組みを作っておく必要があると思っ
ています。
　そして、それぞれの地域から上がってきた
様々な困りごとを、その相談窓口できちっと
受け止めて、そして多種多様な方々につなぎ、
解決につなげる。これって、今、厚労省が進
めている地域共生社会を実現していくために
必要ないろんな要素が本当にふんだんにこの
中にあると思っています。私が考えてきたこ
とというのは、今の現実問題としてとても必
要なのではないかなと考えているところなん
ですね。ここの仕組みを日常、具体的にして
いかないと、災害時には命と暮らしは本当に
守れないと考えているところです。
　別府市では、いつ、何を、誰が、取るべき
行動や行動時間、各組織の役割を細部にわたっ
て、先ほども言っていますように、協議しな
がら皆さんが納得して決めていくということ
がとても大切だと思います。それを行ってい
くことによって、安心して安全に暮らし続け
られる地域になっていくのではないか。そう
いうことを今実現しているのが、先ほどぐる

んとびーの菅原さんのを見て、本当に理想的
だなと思いました。ああいうことを日常から
やっていくことが必要だと思います。やっぱ
り地域づくり、人づくり、それなくしては、「誰
一人取り残さない防災」というものを実現す
ることは本当にできないと思います。別府市
では、そういうことを目指して、今現在、ま
だ現在進行形ですけれども、行っている途中
の報告をさせていただきました。以上で私の
報告を終わりにしたいと思います。
▼鍵屋：地域住民を支援するときに、福祉職
を前面に立てて、当事者が参加して避難の行
動を考えるのだ。今では普通に言われている
ようになったんですけれども、村野さんのと
ころで実証して、これならうまくいくぞとい
うことが分かってきて、ようやっと福祉職も
入ったほうがいいんじゃないかということの
議論につながっていくんですよね。その福祉
専門職が災害前から当事者と話をして避難確
保計画をつくったり、様々な防災に関与して
いくということが大事だということで、今年
度、個別避難計画というものが制度化、法制
度として努力義務化されたんですが、それに
ついて、その辺りのご苦労も含めて、内閣府
防災の重永参事官にお話をお願いしたいと思
います。重永さん、よろしくお願いします。

▼重永：内閣府防災の重永です。どうぞよろ
しくお願いします。今、鍵屋先生からご紹介
がありましたように、私のほうからは、個別
避難計画の最近の経緯と、それから今取り組
んでいることについてお話ししたいと思いま
す。
　東日本大震災の教訓を踏まえまして、平成
25年に災害対策基本法が改正されました。そ
の中で、避難行動要支援者名簿という、災害
があった際に避難の支援が必要な方の名簿の
作成を市町村に義務化をいたしました。直近
の状況では、99％の市町村で策定がされてお
りますけれども、依然として高齢者の方、障
害者の方などに被害が集中しているという状
況がございます。
　こうしたことを踏まえまして、令和元年台
風19号を踏まえた有識者における検討という
ことで、鍵屋先生、それから村野さんにも委
員としてご参加いただきまして、検討を進め
ていただきました。取りまとめについて、エッ
センスをこちらに書いておりますけれども、
先ほど申し上げた名簿の関係につきましては、
本当に支援が必要な方の把握がきちんとでき
ていないのではないかと、そういう問題提起
がされました。それから、次に個別避難計画、
これは避難行動に支援が必要な方、避難行動
要支援者ごとに避難支援を実施するための計
画です。誰が避難の支援をするのか、どこに
避難するのか、そういうものを定めるもので
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ありますけれども、避難支援の実効性を高め
るためには、この取組をさらに推し進めてい
くことが必要であるという提言を頂きました。
その際に、市町村が策定に努めなければなら
ないという位置づけにすべきだという提言を
頂いております。それから福祉避難所、一般
の避難所ではなかなか生活が難しい方に福祉
的なケアを提供する避難所ですけれども、ふ
だんから利用している施設を福祉避難所とし
て、一般の避難所を介さずに直接避難するこ
とが大事だという提言も頂いております。
　先ほど紹介した個別避難計画ですけれども、
これまでの扱いとしましては、内閣府の取組
指針の中でこれを進めることが適切ですよと
いう位置づけにとどまっておりました。そう
いう中でも、村野さんの別府市、それから兵
庫県は、先進的な取組を進めておられまして、
ご紹介もありましたけれども、ふだんから要
支援者の心身の状況、生活の状況をよく把握
しているケアマネジャーの方などの参画の下、
個別避難計画をつくるという取組でありまし
た。そして、その際、ケアマネジャーの方は、
本来業務がありますので、その計画の策定に
対して一定の報酬を支払った上で協力をいた
だくという取組をしているということが先進
的な取組として進められておりました。全国
的な作成状況としましては、全てつくりまし
たというところが10％である一方で、未作成
のところが３分の１に上るというようなとこ
ろで、取組に差が大きくあったという状況で
ございます。
　こういった状況や、有識者会議の検討も踏
まえまして、今年の５月に災害対策基本法を
改正しまして、個別避難計画の作成を市町村
に努力義務化したところでございます。どう
いうふうに取り組んでいくかということにつ
きましては、まずは優先度の高い方につい

て、おおむね５年程度でつくってくださいと
いうお願いをしております。そのために政府
として財政支援などを行っております。財政
支援としましては、市町村において、先ほど
申し上げたケアマネジャーの方にお支払いす
るベースとなる財源として地方交付税措置を
確保しました。また、取組指針についても具
体的に大幅な見直しを行いました。また、今、
取組を進めておりますけれども、優良事例を
全国に展開するためのモデル事業の実施をし
ておりまして、村野さんの別府市にもご参加
をしていただいております。それから、ほか
にも補助制度の紹介といったことをやってお
ります。
　一方で、今はコロナの関係で、どういう避
難所運営をしているかということについても
簡単にご紹介したいと思います。コロナの中
におきましては、３つの「密」の回避という
ことで、コロナ対策をしっかりしていただく
必要があります。そのために、内閣府としては、
いくつも文書を自治体のほうに発出をしてお
りまして、在宅避難ですとか、あとは安全な
親戚・知人宅への避難というのを進めていた
だきたいということ、それから避難所につい
ては多く開設してくださいということ、それ
からマスク・消毒液などの衛生管理、それか
らパーテーションなども使いながらスペース
の十分な確保ということをしております。災
害時には、避難所の状況を内閣府のほうから
把握をしまして、適切な対応が取られようお
願いしているところです。こういった取組も
ありまして、全国においては、避難所におい
てコロナの発生が確認されたという状況はま
だないという状況です。
　最後のまとめになりますけれども、今回の
テーマにあります災害時に誰一人取り残さない
ために、福祉、防災、コミュニティが連結す
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ありますけれども、避難支援の実効性を高め
るためには、この取組をさらに推し進めてい
くことが必要であるという提言を頂きました。
その際に、市町村が策定に努めなければなら
ないという位置づけにすべきだという提言を
頂いております。それから福祉避難所、一般
の避難所ではなかなか生活が難しい方に福祉
的なケアを提供する避難所ですけれども、ふ
だんから利用している施設を福祉避難所とし
て、一般の避難所を介さずに直接避難するこ
とが大事だという提言も頂いております。
　先ほど紹介した個別避難計画ですけれども、
これまでの扱いとしましては、内閣府の取組
指針の中でこれを進めることが適切ですよと
いう位置づけにとどまっておりました。そう
いう中でも、村野さんの別府市、それから兵
庫県は、先進的な取組を進めておられまして、
ご紹介もありましたけれども、ふだんから要
支援者の心身の状況、生活の状況をよく把握
しているケアマネジャーの方などの参画の下、
個別避難計画をつくるという取組でありまし
た。そして、その際、ケアマネジャーの方は、
本来業務がありますので、その計画の策定に
対して一定の報酬を支払った上で協力をいた
だくという取組をしているということが先進
的な取組として進められておりました。全国
的な作成状況としましては、全てつくりまし
たというところが10％である一方で、未作成
のところが３分の１に上るというようなとこ
ろで、取組に差が大きくあったという状況で
ございます。
　こういった状況や、有識者会議の検討も踏
まえまして、今年の５月に災害対策基本法を
改正しまして、個別避難計画の作成を市町村
に努力義務化したところでございます。どう
いうふうに取り組んでいくかということにつ
きましては、まずは優先度の高い方につい

て、おおむね５年程度でつくってくださいと
いうお願いをしております。そのために政府
として財政支援などを行っております。財政
支援としましては、市町村において、先ほど
申し上げたケアマネジャーの方にお支払いす
るベースとなる財源として地方交付税措置を
確保しました。また、取組指針についても具
体的に大幅な見直しを行いました。また、今、
取組を進めておりますけれども、優良事例を
全国に展開するためのモデル事業の実施をし
ておりまして、村野さんの別府市にもご参加
をしていただいております。それから、ほか
にも補助制度の紹介といったことをやってお
ります。
　一方で、今はコロナの関係で、どういう避
難所運営をしているかということについても
簡単にご紹介したいと思います。コロナの中
におきましては、３つの「密」の回避という
ことで、コロナ対策をしっかりしていただく
必要があります。そのために、内閣府としては、
いくつも文書を自治体のほうに発出をしてお
りまして、在宅避難ですとか、あとは安全な
親戚・知人宅への避難というのを進めていた
だきたいということ、それから避難所につい
ては多く開設してくださいということ、それ
からマスク・消毒液などの衛生管理、それか
らパーテーションなども使いながらスペース
の十分な確保ということをしております。災
害時には、避難所の状況を内閣府のほうから
把握をしまして、適切な対応が取られようお
願いしているところです。こういった取組も
ありまして、全国においては、避難所におい
てコロナの発生が確認されたという状況はま
だないという状況です。
　最後のまとめになりますけれども、今回の
テーマにあります災害時に誰一人取り残さない
ために、福祉、防災、コミュニティが連結す

るということは、非常に大事な視点だと思い
ます。具体的な話になっていきますけれども、
個別避難計画の取組が今進められております
けれども、その中で、自治体内の防災部局と
福祉・保健部局の連結というところが、これ
までなかなかできていなかったところが進め
られ始めておりますし、役所の外についても、
行政と福祉専門職の連結も進められていると
いう状況です。既に進められている地域づく
りと連携して、個別避難計画づくりを進める
というのが、よりスムーズに進めるために大
事かと思います。地域の事情は様々でありま
すので、そうした状況を踏まえて取り組んで
いただきたいというふうに思います。
　私からの発表は以上です。以下の参考資料
は、関連のものでありますので、説明は省略
させていただきたいと思います。どうもご清
聴ありがとうございました。
▼鍵屋：重永参事官、ありがとうございまし
た。お昼休みのチャイムにも全く動揺せずに
淡々と話し続けるところに、いや、すごいなと、
落ち着いていらっしゃるなと思いました。
▼重永：すみません、何かちょっと聞きづら
かったかもしれないです。申し訳ないです。

▼鍵屋：とんでもないです。それでは、これ
から皆さん方と討議をしていきたいと思いま
す。おかげさまで、予定時間どおりです。視
聴者からの質問３つ、ほかにも。うれしいで
すね。では、まず質問にお答えしていただく
ことから始めましょうか。

　まず、村野さん。「地域の防災組織の安否確
認の担い手が高齢化しつつあります。お知恵
をお願いします。」これはいいですね。お年寄
りが多くなってきて、やってられないぞと、
こういうことです。
▼村野：本当に自主防災組織の担い手の方と
いうのは高齢していらっしゃいますよね。し
ているのは間違いないです。ただ、高齢の方
は高齢なりにいろんなことがやれるし、知恵
も持っているし、いろんなネットワークを持っ
ています。そういうお力を借りるとともに、
どうしても本当に力が必要なところで足りな
いところは、先ほどPTAの方々とかに声をか
けているというのがありましたけれども、そ
ういうところに働きかけたりとか、あとは、
留学生なんかも正しい情報を伝えればマンパ
ワーになりますよね。そういう力をどう集結
させるというか、それをその地域の方々とつ
なげていけるかというところに私たち行政が
携わる必要があるのではないかなというふう
に考えています。これは、今現在取組最中で
ありますので、確実に今できているわけでは
ありませんけれども、そういう希望はあると
いう形で私は進めていきたいなというふうに
思っているところです。お答えになっている
かどうか分かりませんが、以上です。
▼鍵屋：いや、すばらしいお答えですよね。
年を取ってくれば、なるほどそれなりの知恵
とネットワークができてくる。そういう力と
いうのは、逆に若い人にはないので、そこと
若い人の物理的な力というものを組み合わせ
れば、かなりいけるんじゃないかというよう
なお話を頂いて、ああ、なるほどなと思いま
した。
　それから、菅原さんに質問です。「地域力が
防災力になる。これは非常に大事だと感じ
ますが、プライバシーの問題が課題になる。
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つながりたくないという人もいるかと思いま
す。具体的な対策方法を教えてください。」と
いうことですね。
▼菅原：本当にこれがそのとおりで、ぐるん
とびーは始まって７年目なんですけど、最初、
ぐるんとびーが始まったときは、何でお前ら
入ってきたんだというところから、自治会の
歴代の会長に呼び出されてお叱りを受けると
ころから始まっていまして、いまだにぐるん
とびーのお世話になんかなりたくないという
人たちもいらっしゃいますし、いろんな方が
いていいと思っていて、お世話になりたくな
いと言った方が、自分が病気になって、病院
にいたときに、もうこれだと帰れませんと言
われた瞬間に、うちの団地にはぐるんとびー
があるって病院でおっしゃってますという電
話がかかってきたり、そのタイミングによっ
て受け入れる、受け入れないって人によって
違うと思うので、全部ぐるんとびーが正しい
わけではないですし、ほかのいろんなところ、
介護事業所なんてたくさんありますし、僕ら
は地域住民としてつながることはつながりま
すけど、つながらない自由もあっていいと思っ
てます。
　あとは、ぐるんとびーと自治会に関しては、
業務提携を結んでいるので、福祉事業に関し
ては、協働してやるというのが自治会のパン
フレットにももう記載されているところです。
　プライバシーの問題、本当に難しいところ
なので、そこも完全にプライバシーを守ると
入っていけなくもなりますし、10・ゼロじゃ
なくて、本当に曖昧なところも残しながら一
緒に、僕には絶対関わりたくないけど、うち
のスタッフの誰々さんは来てほしいみたいな
話とか、何かそういう、人間なんてそんなも
のだと思っているので、そのグラデーション
の中で、時に怒られながら…時にじゃないで

すね、しょっちゅう怒られながらやっており
ます。
▼鍵屋：面白いですね、困りごとが出てきた
とか、そういうときが一つのチャンスなんで
すよね、多分。
▼菅原：そうですね。
▼鍵屋：チャンスはピンチの仮面をつけて
やってくるような感じで、ああ、その時にと
かね、あるいは自治会にまず怒られるところ
から始まると。これも現場へ出て行くと本当
に、本当に実感が湧きますね。何しに来たんだ、
あんたってね。ありがとうございます。そん
な変な人いるのかって世の中思いますものね。
▼菅原：そうですね。
▼鍵屋：菅原さんにはもう一つ来ています。
「団地の１部屋から始めたとのことですが、仕
組みが成り立つ、あるいは取組が拡大するに
当たり、住民の方々とのやり取りの中で、大
切に感じたキーワードはありますか。」キー
ワード。
▼菅原：キーワードは、本当に「防災」ですね。
人のつながりをそんなに欲しいと思っている
人が実際７年間やっていてあんまりいないと
いうのが実感としてあって、ただ、困ったと
きに、先ほど鍵屋先生がおっしゃられたみた
いに、困ったときには何とかしてほしいとい
う話になるので、そこがチャンスになるので、
団地の中で八百屋をやると言ったら、それは
必要ないという話だったんですけど、配給訓
練という話だったら、じゃあそれは自治会と
してもやろうという話になったりというとこ
ろが一つあります。
　あと、これが成り立つためには、消防法が
一つ大きな鍵になっていて、そこを特区申請
とかをしながら広げていくということがこれ
から必要になってくるんじゃないかなという
のが一つと、あとは、今は、それこそ鍵屋先
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つながりたくないという人もいるかと思いま
す。具体的な対策方法を教えてください。」と
いうことですね。
▼菅原：本当にこれがそのとおりで、ぐるん
とびーは始まって７年目なんですけど、最初、
ぐるんとびーが始まったときは、何でお前ら
入ってきたんだというところから、自治会の
歴代の会長に呼び出されてお叱りを受けると
ころから始まっていまして、いまだにぐるん
とびーのお世話になんかなりたくないという
人たちもいらっしゃいますし、いろんな方が
いていいと思っていて、お世話になりたくな
いと言った方が、自分が病気になって、病院
にいたときに、もうこれだと帰れませんと言
われた瞬間に、うちの団地にはぐるんとびー
があるって病院でおっしゃってますという電
話がかかってきたり、そのタイミングによっ
て受け入れる、受け入れないって人によって
違うと思うので、全部ぐるんとびーが正しい
わけではないですし、ほかのいろんなところ、
介護事業所なんてたくさんありますし、僕ら
は地域住民としてつながることはつながりま
すけど、つながらない自由もあっていいと思っ
てます。
　あとは、ぐるんとびーと自治会に関しては、
業務提携を結んでいるので、福祉事業に関し
ては、協働してやるというのが自治会のパン
フレットにももう記載されているところです。
　プライバシーの問題、本当に難しいところ
なので、そこも完全にプライバシーを守ると
入っていけなくもなりますし、10・ゼロじゃ
なくて、本当に曖昧なところも残しながら一
緒に、僕には絶対関わりたくないけど、うち
のスタッフの誰々さんは来てほしいみたいな
話とか、何かそういう、人間なんてそんなも
のだと思っているので、そのグラデーション
の中で、時に怒られながら…時にじゃないで

すね、しょっちゅう怒られながらやっており
ます。
▼鍵屋：面白いですね、困りごとが出てきた
とか、そういうときが一つのチャンスなんで
すよね、多分。
▼菅原：そうですね。
▼鍵屋：チャンスはピンチの仮面をつけて
やってくるような感じで、ああ、その時にと
かね、あるいは自治会にまず怒られるところ
から始まると。これも現場へ出て行くと本当
に、本当に実感が湧きますね。何しに来たんだ、
あんたってね。ありがとうございます。そん
な変な人いるのかって世の中思いますものね。
▼菅原：そうですね。
▼鍵屋：菅原さんにはもう一つ来ています。
「団地の１部屋から始めたとのことですが、仕
組みが成り立つ、あるいは取組が拡大するに
当たり、住民の方々とのやり取りの中で、大
切に感じたキーワードはありますか。」キー
ワード。
▼菅原：キーワードは、本当に「防災」ですね。
人のつながりをそんなに欲しいと思っている
人が実際７年間やっていてあんまりいないと
いうのが実感としてあって、ただ、困ったと
きに、先ほど鍵屋先生がおっしゃられたみた
いに、困ったときには何とかしてほしいとい
う話になるので、そこがチャンスになるので、
団地の中で八百屋をやると言ったら、それは
必要ないという話だったんですけど、配給訓
練という話だったら、じゃあそれは自治会と
してもやろうという話になったりというとこ
ろが一つあります。
　あと、これが成り立つためには、消防法が
一つ大きな鍵になっていて、そこを特区申請
とかをしながら広げていくということがこれ
から必要になってくるんじゃないかなという
のが一つと、あとは、今は、それこそ鍵屋先

生がずっとやられているサンダーバートじゃ
ないですけど、亡くなられた小山剛さんを、僕、
大尊敬しているんですけど、やせ我慢で僕ら
がやり過ぎている部分もあって、介護保険収
入だけではこんなのは回らないので、そこに
やっぱり地域包括のブランチをつけたりとか、
地域コーディネーターをつけたりとか、防災
のコンシェルジュ機能みたいのも、ほかの予
算からつけていくということがこれから必要
になってくると思います。
▼鍵屋：やっぱりやせ我慢していらっしゃる
んですね（笑）。ありがとうございました。も
う本当に、やせ我慢ですね。小林一茶の句に「や
せ蛙　負けるな一茶　これにあり」とあるん
ですけど、菅原さんは決して痩せているわけ
じゃないですけど、一生懸命やっている、も
う本当にそういうのがストレートに伝わって
きて、ありがたいなと思いますね。
　質問のほう、まだありましたらぜひ、こう
いう言葉がどんどん引き出せますので、質問
していただけるとうれしいです。
　それでは、ちょっと菅野さんからお伺いし
ていきたいと思うんですけれども、総論とし
てはよく分かるわけですよね。ただ、市役所
の職員からすると、いやいや、だって100万
円かかるって言うけど、本当に100万円かか
るのか、精査も何もしないでとか、この忙し
いときだから、もうそれこそ普通だったら契
約をやって、何とかをやって、何とかなるん
だけれども、言い値でやるしかないとか、い
ろいろとお金のかかることが、相手を上手に
信用、完全に信用できる、行政同士なら信用
できるので、そっちにお任せしますよという
ことで受援を受けられるんだけど、民間の方
にこの受援を任せるというか、それはちょっ
とかなり難しいんじゃないかなと思うんです
が、どうでしょうか。

▼菅野：そうですよね、民間との連携である
とか、餅は餅屋で民間に任せたほうがいいん
じゃないかという話かと思うんですけれども、
いきなり来たら、それはこいつ誰だよという
話になりますよね。それをいきなり信頼しな
さいと言ったら、それは相当に難しい問題だ
とは思うんですよ。でも平時からやっていた
らどうでしょうかね。相手の力量ややり方と
いうのが分かった上で、ああ、ここだったら
お願いできるよね。例えば、平時の福祉の中
だったらいくらでもそういう例ってあります
よね。それと同じことを、例えば災害の物資
のことや要援護者の支援、そういったところ
でやればいいんだというのが一つの答えだと
思います。
　やはりうまい自治体さんなんかは、そうやっ
て平時からある種、顔が見える関係で、一緒
に災害対応をしていくことを準備していらっ
しゃったりしますね。そういうところに望み
があるのではないかなというふうに思います。
▼鍵屋：なるほど。ただ、役所にいましたので、
お金を…人間としては信頼しているんですよ、
菅野さんを。でも菅野さんにお金を渡して、
このお金が本当に適正なのかというのは説明
しなきゃいけないですね、行政の職員は。こ
こを深く突っ込みますけど、そのときにちゃ
んと説明責任を果たしてもらえるという何ら
かが欲しいですよね、少なくとも。どうでしょ
うか。
▼菅野：そうですね、説明責任、欲しいです
よね。恐らく今の法律の構造だけでは、それ
を完全に担保することはできないと思います
が、例えば、こういう事業者さんの連合体だっ
たら、いつも適正にやっていただいているの
で大丈夫ですよねとか、国なのか都道府県な
のか分かりませんが、平時からお墨つきを
出しておく。そういうところとは一緒に連携

11/19
金

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

141第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 記録集  ●　



11/18
木

11/19
金

開
会
式

引
継
式

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

特
別
講
演

鎌
倉
の
取
組
紹
介

できるよねって、仕掛けなんかは、実はあり
得るのではないかなと思います。実際は民間
のほうがうまくやれることを知っているわけ
なんです。ただ、そんなこともはっきり言う
行政の人が今の構造では出ない。行政の方も、
最初に鍵屋先生もおっしゃられていましたけ
れども、どんどん人が少なくなってきて、や
らなきゃいけないことは増えてきて、そんな
事態だからこそ、あ、ここだったら信頼でき
るね、またそこがある種全部やってくれるん
だよねという民間組織と一緒に協働してやっ
ていく。こういう状態をつくっていくという
ことは、十分に今から取り組んでいけるので
はないかなというふうに思います。
▼鍵屋：そこで簡単には許さないんですよ。
その社会保障の普遍主義化に対して。普遍主
義化は、行政改革、多分もう行政がこれ以上
職員も増やせないとかいうこともあったので。
社会福祉法人だけでも足りない、どんどんど
んどんNPO、さらに一般企業というふうに普
遍主義化に流れていったんだろうと思うんで
すけれども、それを災害時にもその普遍主義
化をしていくということが大事だというか、
あるいは、平時にそういうやり方でやってい
るんだから災害時もそのまんまそのやり方を
やればうまくいくんじゃないかということで
すよね、菅野さん。
▼菅野：そうですね。平時の知恵が、いわば
行政の中にはなくなってきているということ
だと思うんです。
▼鍵屋：あっ、痛い。
▼菅野：知恵は外の「餅は餅屋」の世界に実
は移っていっているので、じゃあ行政がやっ
てくださいと言われても、どうやってやった
らいいんだろうというのが今の状態だという
ふうに思うんですね。
▼鍵屋：なるほど。そうすると、今の災害法

制というのも、極めてその平時の法制に近い
やり方をしていったほうがいいのではないか
と。
▼菅野：そのとおりです。
▼鍵屋：災害時には、ちょっと業務も増える
し、やることもちょっと加わりますよね、平
時のにプラスアルファで。菅野さんが今まで
お手伝いしてきたその仙台市だとかを見ると、
その加わった部分というのは、どういうふう
にして皆さんカバーされたのかな。
▼菅野：やっぱりこれは、協働関係の中でカ
バーされていらっしゃいますね。民間ででき
るということであれば、信頼がある民間の人
と一緒にやりましょうよ。そうじゃない部分
というのは、確かに行政でないとできない部
分というのは行政に応援いただいている。何
せそういうことでうまくいろんな力を借りな
がら、協調とか、協働とか、調整みたいな言
葉が行政の役回りになっていったというのが
実際だと思います。そこができないと、なか
なか外の力を借りられないということになる
んだと思いますね。
▼鍵屋：実施主体から調整主体へと変わって
いくんだと、行政は。
▼菅野：そう思います。
▼鍵屋：そこが行政の強みなんだと、本来の。
▼菅野：はい。実際に一番情報を持っていらっ
しゃるのは行政の皆さんですし、いろんなと
ころと公平に付き合えるのも行政の皆さんな
んですよね。いろんな書類も得意なのも行政
の皆さんですけれども、何せそういった調整
役をちゃんといろんなところに目配せしてで
きるのは、やはり行政の皆さんが一番得意な
ことなんじゃないかなというふうに思います。
▼鍵屋：ありがとうございました。次は、菅
原さんにお伺いしたいんですが、大分その
ご苦労のところをかいま見たような気がする
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できるよねって、仕掛けなんかは、実はあり
得るのではないかなと思います。実際は民間
のほうがうまくやれることを知っているわけ
なんです。ただ、そんなこともはっきり言う
行政の人が今の構造では出ない。行政の方も、
最初に鍵屋先生もおっしゃられていましたけ
れども、どんどん人が少なくなってきて、や
らなきゃいけないことは増えてきて、そんな
事態だからこそ、あ、ここだったら信頼でき
るね、またそこがある種全部やってくれるん
だよねという民間組織と一緒に協働してやっ
ていく。こういう状態をつくっていくという
ことは、十分に今から取り組んでいけるので
はないかなというふうに思います。
▼鍵屋：そこで簡単には許さないんですよ。
その社会保障の普遍主義化に対して。普遍主
義化は、行政改革、多分もう行政がこれ以上
職員も増やせないとかいうこともあったので。
社会福祉法人だけでも足りない、どんどんど
んどんNPO、さらに一般企業というふうに普
遍主義化に流れていったんだろうと思うんで
すけれども、それを災害時にもその普遍主義
化をしていくということが大事だというか、
あるいは、平時にそういうやり方でやってい
るんだから災害時もそのまんまそのやり方を
やればうまくいくんじゃないかということで
すよね、菅野さん。
▼菅野：そうですね。平時の知恵が、いわば
行政の中にはなくなってきているということ
だと思うんです。
▼鍵屋：あっ、痛い。
▼菅野：知恵は外の「餅は餅屋」の世界に実
は移っていっているので、じゃあ行政がやっ
てくださいと言われても、どうやってやった
らいいんだろうというのが今の状態だという
ふうに思うんですね。
▼鍵屋：なるほど。そうすると、今の災害法

制というのも、極めてその平時の法制に近い
やり方をしていったほうがいいのではないか
と。
▼菅野：そのとおりです。
▼鍵屋：災害時には、ちょっと業務も増える
し、やることもちょっと加わりますよね、平
時のにプラスアルファで。菅野さんが今まで
お手伝いしてきたその仙台市だとかを見ると、
その加わった部分というのは、どういうふう
にして皆さんカバーされたのかな。
▼菅野：やっぱりこれは、協働関係の中でカ
バーされていらっしゃいますね。民間ででき
るということであれば、信頼がある民間の人
と一緒にやりましょうよ。そうじゃない部分
というのは、確かに行政でないとできない部
分というのは行政に応援いただいている。何
せそういうことでうまくいろんな力を借りな
がら、協調とか、協働とか、調整みたいな言
葉が行政の役回りになっていったというのが
実際だと思います。そこができないと、なか
なか外の力を借りられないということになる
んだと思いますね。
▼鍵屋：実施主体から調整主体へと変わって
いくんだと、行政は。
▼菅野：そう思います。
▼鍵屋：そこが行政の強みなんだと、本来の。
▼菅野：はい。実際に一番情報を持っていらっ
しゃるのは行政の皆さんですし、いろんなと
ころと公平に付き合えるのも行政の皆さんな
んですよね。いろんな書類も得意なのも行政
の皆さんですけれども、何せそういった調整
役をちゃんといろんなところに目配せしてで
きるのは、やはり行政の皆さんが一番得意な
ことなんじゃないかなというふうに思います。
▼鍵屋：ありがとうございました。次は、菅
原さんにお伺いしたいんですが、大分その
ご苦労のところをかいま見たような気がする

んですが、これまでの中で最もというか、一
番厳しかったご苦労と、それをどういうふう
に克服されてきたのか、ちょっとお話を聞か
せてもらえればありがたいんですが。
▼菅原：一番の苦労、何か常にポジティブに
受け止めてはいるので、そんなに苦労をした
というところはないんですけど、常にボディー
ブローのように怒られ続けるというのが一番
しんどいところですね。
　何か、どちらかをとると誰かに怒られると
いうか。例えば、最後まで家で住めるように
すると、家で転倒するリスクとかが多くなる
ので、そうするとそんなことをやっていてい
いのかと怒られたり、地域包括支援センター
がフォローしている住民の方で、僕らに助け
てとは言わないんですけど、自治会の先輩た
ちから、あそこの家、困ってるんだから、お前、
ぐるんとびー、何とかしないのかと言って怒
鳴ってこられて、いや、うち、オーダーがな
いんですけどって言いながら、住民活動とし
て１か月ずっと家に入っていって、そうする
と、うんちだらけの家だったりするんですけ
ど、そこに１か月住民活動として入っていっ
て、「おまえ、何かぐるんとびーのスタッフかっ
て言って、菅原は俺が自治会の会長をやって
たときの下の下の者だから、お前はさらに下
なんだから、最初ひざまずいてから入ってこ
い」とかスタッフは言われて、そういうのを
やりながらずっとやっているんですけど。だ
から大変ですけど、そこが楽しさでもあって、
どっちが正しいわけでもないので、一方向の
正しさをずっと押しつけられ続けるというの
が結構しんどいので、いろいろな考え方があっ
ていいというところをみんなで認め合えたら
いいなと思っています。
▼鍵屋：怒られ続けて、何かそこがまた楽し
さでもあると言うんですけど、怒られること

は楽しくないですよね、正直言って。
▼菅原：そうですね。
▼鍵屋：どこに喜びを見出しているんだろ
うって、そこを教えてください。
▼菅原：本当に多様な仲間がいて、ぐるんと
びーって一つの団体でしかなくて、みんなも
ともと地域住民なので。いろんな自治会とか
自治会連合会の仲間とか、大庭会っていう飲
み会をやってたり、地域のおじちゃん、おば
ちゃんとか、それこそいろいろなドクターと
か、包括、社協、行政、みんないろんな方が
いらっしゃって、敵ができれば味方もできる
し、敵ができた分だけ多分味方ができて、敵
だと思っていた人が何かをきっかけにまた変
わって味方になったりとか、それが何か生き
るということなんじゃないかなと思っている
ので、何ていうんですかね、ただ生きている
という感覚です。
▼鍵屋：なるほど、何となく少し分かってき
たような、まさに災害現場にいるようなもの
ですね。
▼菅原：そうですね。結構うちのスタッフた
ちがみんな。
▼鍵屋：お手伝いしては怒られてて、だけど
ちらっと見える笑顔にたまらないとか。なる
ほど。
▼菅原：スタッフがそう言っています。
▼鍵屋：そうですか、ありがとうございまし
た。
　村野さん、やっぱりモデルがない中で、自
分たちで話し合いながらつくっていくという
と、相当やっぱり大変だったろうと思うんで
すけれども、その大変な部分と、それを克服
した、なぜ克服できたのかというところ辺り
を教えていただけますか。
▼村野：そうですね、大変なのは確かに大変
だったんですけれども、でもその、いろんな
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方のお考えを聞いたり、状態を知らないこと
には、その鍵となるものを出していけないの
で、なのでぶつかりながら、何といいますかね、
それをまとめていける。もちろん大学の先生
とか、皆さん、多様な方々にお力を借りてい
きましたから、その人たちが持っている力を
本当にフルに集結して形をつくっていったと
いうものなんですね。それは別府市が今どう
いう状況かということを話し合いながら皆さ
んで決めていった。
　一番力になったのは、そこに災害当事者の
方がいて、自分たちの問題なんだけど、自分
たちと同じように困る世の中の人たちを助け
たいというような思いをずっとその方々がお
持ちで、私はどちらかというと、その被災地
での出会った方々の苦しみとか悲しみを同じ
ようにまた繰り返したくないという想いとが
重なることによって、これは成し遂げないと
いけないんだ、力強く続けていくんだという
のがだんだん形になっていったというような
状況だと思います。
　だから、何がどうしたからというのではな
くて、そういういろんな摩擦の中にありなが
ら、協議しながら、いろんな人の言葉を聞き
ながら、少しずつ前に前に進めてきたという
のが現実だと思います。
▼鍵屋：でも、少しずつ途中でめげますよね、
普通だったらね。すごい時間がかかるわけで
しょう、一つのことをやる。場をつくるって
おっしゃいましたけれども、１回や２回話に
行ったって、そんな場なんかできませんよね。
▼村野：そうですね。それはもう本当に、信
頼してもらうためには、何度も何度も足を運
んで、今はちょっと厳しいですけれども、前
は対面で、とにかくやろうとしていることと
か、思いだとか、人間性も含めて信じていた
だくしかないので、内容をきちっと伝えて理

解してもらい、協力をお願いしていったと思
います。私は何度も被災地で、突然家族を亡
くされた方とか、たくさんの方にお会いして
いるわけですよね。そういうのって、もしか
すると本当に準備しておけば助かったかもし
れないということを何度も経験しているわけ
ですよ。これはもうこの後、起こる被災地で
は繰り返してほしくないという思いはずっと
持っているので、そのことを伝えていくと、
皆さんたちもだんだん私の言っていることを
少しずつ理解してくださったのかなと。もち
ろん、今現在災害がいろんなところで頻繁に
起こっていますから、自分のこととして受け
止めてくださってきているからじゃないかな
とも思います。
▼鍵屋：もうその準備しておけば助かる命が
たくさんあるんだと、そのためには、やはり
住民の方の善意に頼るだけじゃなくて、やは
り制度的にしっかりつくっていく必要もある
んだろうということで、内閣府防災の重永さ
ん、頑張られて、大きな制度改革をされてい
るんですが、それでは、重永さん、今までの
お話を伺って、ご感想、コメントを頂ければ
と思います。
▼重永：重永です。取組の大きな目的は、災
害があったときに、避難できずに周りの方が
亡くなるということが起きないようにという
のが大きな目的だと思います。そのためにい
ろんな進め方があると思いますけれども、そ
のための一つのツールが、今回、個別避難計
画について、全部の自治体で優先度の高い方
からつくりましょうということでお願いをし
ているということです。
　別府市を参考にこの制度をつくりました
けれども、別府市の取組も一つのやり方であっ
て、今、全国でたくさんのモデル事業をやっ
ていますけれども、それぞれの自治体が持っ
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方のお考えを聞いたり、状態を知らないこと
には、その鍵となるものを出していけないの
で、なのでぶつかりながら、何といいますかね、
それをまとめていける。もちろん大学の先生
とか、皆さん、多様な方々にお力を借りてい
きましたから、その人たちが持っている力を
本当にフルに集結して形をつくっていったと
いうものなんですね。それは別府市が今どう
いう状況かということを話し合いながら皆さ
んで決めていった。
　一番力になったのは、そこに災害当事者の
方がいて、自分たちの問題なんだけど、自分
たちと同じように困る世の中の人たちを助け
たいというような思いをずっとその方々がお
持ちで、私はどちらかというと、その被災地
での出会った方々の苦しみとか悲しみを同じ
ようにまた繰り返したくないという想いとが
重なることによって、これは成し遂げないと
いけないんだ、力強く続けていくんだという
のがだんだん形になっていったというような
状況だと思います。
　だから、何がどうしたからというのではな
くて、そういういろんな摩擦の中にありなが
ら、協議しながら、いろんな人の言葉を聞き
ながら、少しずつ前に前に進めてきたという
のが現実だと思います。
▼鍵屋：でも、少しずつ途中でめげますよね、
普通だったらね。すごい時間がかかるわけで
しょう、一つのことをやる。場をつくるって
おっしゃいましたけれども、１回や２回話に
行ったって、そんな場なんかできませんよね。
▼村野：そうですね。それはもう本当に、信
頼してもらうためには、何度も何度も足を運
んで、今はちょっと厳しいですけれども、前
は対面で、とにかくやろうとしていることと
か、思いだとか、人間性も含めて信じていた
だくしかないので、内容をきちっと伝えて理

解してもらい、協力をお願いしていったと思
います。私は何度も被災地で、突然家族を亡
くされた方とか、たくさんの方にお会いして
いるわけですよね。そういうのって、もしか
すると本当に準備しておけば助かったかもし
れないということを何度も経験しているわけ
ですよ。これはもうこの後、起こる被災地で
は繰り返してほしくないという思いはずっと
持っているので、そのことを伝えていくと、
皆さんたちもだんだん私の言っていることを
少しずつ理解してくださったのかなと。もち
ろん、今現在災害がいろんなところで頻繁に
起こっていますから、自分のこととして受け
止めてくださってきているからじゃないかな
とも思います。
▼鍵屋：もうその準備しておけば助かる命が
たくさんあるんだと、そのためには、やはり
住民の方の善意に頼るだけじゃなくて、やは
り制度的にしっかりつくっていく必要もある
んだろうということで、内閣府防災の重永さ
ん、頑張られて、大きな制度改革をされてい
るんですが、それでは、重永さん、今までの
お話を伺って、ご感想、コメントを頂ければ
と思います。
▼重永：重永です。取組の大きな目的は、災
害があったときに、避難できずに周りの方が
亡くなるということが起きないようにという
のが大きな目的だと思います。そのためにい
ろんな進め方があると思いますけれども、そ
のための一つのツールが、今回、個別避難計
画について、全部の自治体で優先度の高い方
からつくりましょうということでお願いをし
ているということです。
　別府市を参考にこの制度をつくりました
けれども、別府市の取組も一つのやり方であっ
て、今、全国でたくさんのモデル事業をやっ
ていますけれども、それぞれの自治体が持っ

ているこれまでの蓄積がありますね。自主防
災組織がしっかりしているところは自主防災
組織とうまく連携しながらやっていますし、
民生委員さんの活動がしっかりされるところ
はそういうところとやる。それぞれその特色
をうまく生かしていくということが、結局そ
の地域での防災体制づくりということかなと
いうふうに思います。
　ぐるんとびーさんの取組を今日教えていた
だいて、本当に乗り出していくというか、そ
のマンションの中に入り込んでいくという、
そこにすごく新しい視点を頂きました。一緒
にそこで暮らしながら、いざとなったら助け
るということも、すごくツールとして、やり
方としていいと思いましたので、そういう進
め方で地域の防災力を高めるということにつ
いて進めていただければいいなというふうに
思った次第です。以上です。
▼鍵屋：重永さん、時間も配慮していただい
て、短めにいただいて本当にすみません、あ
りがとうございます。UR団地ですから、全国
で展開されてますから、非常にめちゃくちゃ
面白い先進事例だなと思いますし、いいなと
思いました。ありがとうございます。
　それでは、各パネリストの方から、これだ
けはどうしても言っておきたいということが、
あるいは、もう一度、言い残したので、ちょっ
とこれだけはという話がありましたらお願い
したいと思うんですが。では、期待を裏切っ
て村野さんから、逆順で、村野さん、菅原さん、
菅野さんでお願いします。
▼村野：私からは２点。１つは、この取組、
私たちがやっていく取組を進める上では、福
祉専門職の方々には、かなり大変なご負担を
かけていくと思います。ですので、彼らが活
動をするための環境整備というものは、しっ
かり国も含めて考えていっていただきたいな

というふうに、強く感じています。それをす
ることによって持続可能な仕組みになってい
くと考えているところです。
　あともう一つは、行政として、この取組は
防災部局とか福祉部局がやるべきというもの
ではなくて、行政全体で。命と暮らしを守る
というのは行政の一番の存在目的ですから、
具体的にきちんとそれぞれのセクション全て
でそのことに対して、命と暮らしを守ること
に対して、全職員でこの問題には取り組んで
いっていただきたいと思います。以上です。
▼鍵屋：突然の指名にもかかわらず、見事な
コメントをありがとうございました。これは
行政としてのミッションだと、縦割りになる
なと、本当にそう思います。ありがとうござ
います。
　では、菅原さん、お願いします。
▼菅原：今、村野さんがおっしゃられたよう
に、本当にフォーマルな部分でしっかり整備
していくのと、インフォーマルな部分で地
域で柔軟に活動をしていくという両側面が
必要だと思っていて、そのときに、やっぱり
100％というのはないんですよね。どこかを
しっかりやるとすると、どこかが抜けてしま
うので、ほどほどできている。命は守れるけど、
それ以外はある程度ほどほど、そのときにい
る人材とか、地域のリソースとか、もろもろ
でほどほどをみんなで内包していくというの
がすごい大事なんじゃないかなというのが１
つです。
　あとは、僕、デンマークにいたんですけど、
デンマークは行政の職員がどんどん地域に出て
行くんですよね。市役所はほとんど機能はな
くて、IT化していって、その分地域の行政の
職員が地域にたくさん出て行くことで、いろ
んな情報を吸い上げてやっていくというので、
日本の場合、どういう形がいいのか分からな
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いですけど、１つは地域密着型の福祉のサー
ビスに、先ほど言ったようにいろんな地域包
括支援センターのブランチとか、コーディネー
ターをつけていくというのがこれからすごい
必要なんじゃないかなと思っています。
▼鍵屋：デンマークの話も本当にお聞きした
いですよね。ICTが進んだ社会の中では、ま
すますICTが進んで節約できた時間を人との
関係性づくり、あるいは情報の収集に使える
んだと。それで人を削るんだと持っていかな
いでもらいたいものですよね、本当に。
　では、菅野さん、お願いします。
▼菅野：災害救助法という被災者支援の根幹
的法律ですが、そこには、実は医療とは書か
れているんですけど、福祉とは書かれていな
いんですね。要は、福祉には、災害の法律か
らお金がそう簡単に出ないということになっ
ている。それが古い法律の非常に大きな欠陥
だと思うんです。やっぱり、福祉、大事だよ
ねと。だってこれだけしんどい人がいて支え
なきゃいけない、そこにフォーマルなお金が
ないということなんですよ。それはやっぱり
つらいよねということで、やっぱり変えてい
かなきゃいけないなというふうに思っていま
す。同時に、これはもし福祉をちゃんとフォー
マルなものとして災害の法律に位置づけたら、
福祉の人も災害は私たちの話じゃないよねと
言えなくなるんですね。実は、医療はそうい
うことになっていて、まさにDMATという仕
組みは、平時の医療をしている人たちの反省
の中から、医療者がやっぱりやっていかなきゃ
とつくられてきたものなんですね。ぜひ福祉
の担い手の方々が災害後の話も私たちの出番
なんだと思っていただけるような制度づくり
が必要だと思いますし、取組をどんどんと進
めていかなきゃいけないんじゃないかなとい
うふうに思っていますので、ぜひよろしくお

願いしたいなと思っています。以上です。
▼鍵屋：２分ほど時間がありそうですので、
それでは、重永参事官、もう一度言いたいこ
とはないですか。
▼重永：今回の個別避難計画の取組がうまく
進むためには、今日のタイトルでもあるので
すけれども、福祉と防災の連携、連結が本当
に大事です。役所の中、それから役所の外、
両方大事です。役所の中は、これまであまり
付き合いがなかったのかもしれないのですけ
れども、福祉部局と防災部局がうまくよく話
をしながら、外向けに何を言っていくのかと
いうのを相談していただくということ。それ
から、役所の外については、自主防災組織とか、
それから福祉専門職ですね。ケアマネ、相談
支援専門員の方々は支援が必要な方の状態を
よく知っていますので、この方々の協力とい
うのは本当に大事です。まずは、介護サービス、
障害サービスを利用されている、利用者の命
を守るというところを念頭に、そこからスター
トしていただいて、さらにもうちょっと余裕
があるなということで、地域の方も、じゃあ
避難支援をしますよと、そういう形でできる
ところからぜひ協力をしていただければあり
がたいと思います。よろしくお願いいたしま
す。以上です。
▼鍵屋：できるところから、菅原さんの感じ
だと、力を抜いてということなんでしょうか
ね、着実に一歩ずつ進めていければいいなと
思います。
　ちょっと私からも最後にコメントをさせて
いただきたいと思うんですが、非常に印象的
だったのは、菅野さんの、平常時の仕組みを
災害時に応用する、そういうことで上手にやっ
ていけるんじゃないかという言葉と、菅原さ
んから言われた、災害時に起こっているよう
なことを平常時の地域社会の中でやっていく
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いですけど、１つは地域密着型の福祉のサー
ビスに、先ほど言ったようにいろんな地域包
括支援センターのブランチとか、コーディネー
ターをつけていくというのがこれからすごい
必要なんじゃないかなと思っています。
▼鍵屋：デンマークの話も本当にお聞きした
いですよね。ICTが進んだ社会の中では、ま
すますICTが進んで節約できた時間を人との
関係性づくり、あるいは情報の収集に使える
んだと。それで人を削るんだと持っていかな
いでもらいたいものですよね、本当に。
　では、菅野さん、お願いします。
▼菅野：災害救助法という被災者支援の根幹
的法律ですが、そこには、実は医療とは書か
れているんですけど、福祉とは書かれていな
いんですね。要は、福祉には、災害の法律か
らお金がそう簡単に出ないということになっ
ている。それが古い法律の非常に大きな欠陥
だと思うんです。やっぱり、福祉、大事だよ
ねと。だってこれだけしんどい人がいて支え
なきゃいけない、そこにフォーマルなお金が
ないということなんですよ。それはやっぱり
つらいよねということで、やっぱり変えてい
かなきゃいけないなというふうに思っていま
す。同時に、これはもし福祉をちゃんとフォー
マルなものとして災害の法律に位置づけたら、
福祉の人も災害は私たちの話じゃないよねと
言えなくなるんですね。実は、医療はそうい
うことになっていて、まさにDMATという仕
組みは、平時の医療をしている人たちの反省
の中から、医療者がやっぱりやっていかなきゃ
とつくられてきたものなんですね。ぜひ福祉
の担い手の方々が災害後の話も私たちの出番
なんだと思っていただけるような制度づくり
が必要だと思いますし、取組をどんどんと進
めていかなきゃいけないんじゃないかなとい
うふうに思っていますので、ぜひよろしくお

願いしたいなと思っています。以上です。
▼鍵屋：２分ほど時間がありそうですので、
それでは、重永参事官、もう一度言いたいこ
とはないですか。
▼重永：今回の個別避難計画の取組がうまく
進むためには、今日のタイトルでもあるので
すけれども、福祉と防災の連携、連結が本当
に大事です。役所の中、それから役所の外、
両方大事です。役所の中は、これまであまり
付き合いがなかったのかもしれないのですけ
れども、福祉部局と防災部局がうまくよく話
をしながら、外向けに何を言っていくのかと
いうのを相談していただくということ。それ
から、役所の外については、自主防災組織とか、
それから福祉専門職ですね。ケアマネ、相談
支援専門員の方々は支援が必要な方の状態を
よく知っていますので、この方々の協力とい
うのは本当に大事です。まずは、介護サービス、
障害サービスを利用されている、利用者の命
を守るというところを念頭に、そこからスター
トしていただいて、さらにもうちょっと余裕
があるなということで、地域の方も、じゃあ
避難支援をしますよと、そういう形でできる
ところからぜひ協力をしていただければあり
がたいと思います。よろしくお願いいたしま
す。以上です。
▼鍵屋：できるところから、菅原さんの感じ
だと、力を抜いてということなんでしょうか
ね、着実に一歩ずつ進めていければいいなと
思います。
　ちょっと私からも最後にコメントをさせて
いただきたいと思うんですが、非常に印象的
だったのは、菅野さんの、平常時の仕組みを
災害時に応用する、そういうことで上手にやっ
ていけるんじゃないかという言葉と、菅原さ
んから言われた、災害時に起こっているよう
なことを平常時の地域社会の中でやっていく

んだ、わちゃわちゃ、わちゃわちゃやりなが
ら楽しんでいくんだという、その平常時と災
害時。そして、村野さんの言われるように障
害のある人もない人もということで言うと、
多様性というものを、まさに地域そのものな
んだろうな。時系列で言えば、平常なときも
あれば災害のときもある。空間的には社会の
中には多様な人々たちがいて、多様な考え方
をしている。そういう人たちがみんな楽しい、
いい人生だねというふうに送れる社会という
ものをどうやってつくっていくのかなという
のが、非常に今日は大きなヒントを頂いたか
なと思います。
　それから、菅野さんが救助法の課題を話さ
れています。私は、もう一つ、災害対策基本
法もちょっと課題ではないかなと思っていま
す。それは、基本法の目的は、国民の生命、
身体及び財産を守る、こうなっているんです
ね。ところが、生命、身体及び財産というの
から抜けているものがある。それは尊厳です。
どんな人でも人として生きている尊厳がある
んだ。それを災害時にもしっかりと守る。生命、
尊厳を守るというふうに基本法も変えられた
らいいと思っています。
　今後、その地域の多様性の中で、私たちが
共生していく、それをしかも災害時にも、逆
に災害時を考えるからこそ平常時も共生して
いけるんだというようなお話を頂いたかなと
思います。
　大変拙いまとめではございましたけれども、
パネリストの皆さん、本当にありがとうござ
いました。
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引 継 式

「こころの向
はなかんむり
日葵冠」引継式

次回開催地　敦賀市 PR

開催地市長挨拶 松尾　崇氏
鎌倉市長

次回開催地紹介	 櫻井　久美子氏
敦賀市福祉保健部地域福祉課長

次回開催地市長挨拶	渕上　隆信氏
敦賀市長

令和 3年 11月 19日（金）12：30～ 13：00

引
継
式
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引 継 式

「こころの向
はなかんむり
日葵冠」引継式

次回開催地　敦賀市 PR

開催地市長挨拶 松尾　崇氏
鎌倉市長

次回開催地紹介	 櫻井　久美子氏
敦賀市福祉保健部地域福祉課長

次回開催地市長挨拶	渕上　隆信氏
敦賀市長

令和 3年 11月 19日（金）12：30～ 13：00

開催地市長挨拶

鎌倉市長　松 尾  崇 氏

▼松尾：２日間にわたりまして開催をしてき
ましたこのサミットですけれども、残すとこ
ろこの引継式と、この後、乙武洋匡さんの特
別講演、閉会ということを残すのみとなって
まいりました。冒頭、村井純先生からデジタ
ルの話ということでスタートしまして、共生
社会とデジタルって、何か真逆のものという
ふうに思われた方もいらっしゃるかもしれま
せんが、この共生社会を実現していくのに新
しいテクノロジーが、その可能性を感じると
いうところのヒントにもなったのかなという
ふうに思います。その後のディスカッション
におきましても、実際に国で政策をつくって
いただいている方、そして大学の先生、そし
てこの地域の現場で、最前線で、最先端の取
組をしている方々のお話というのは大変重み
があって、そして気づきもたくさんありまし
た。もう本当に正しさというのはもう本当人
それぞれであり、また、こうあるべきという
のも、必要ではありますけれども、それが全
てではないということも
　改めて感じたところでもあります。この２
日間を通じて学んだこと、気づいたこと、こ
ういうことをこれからの政策につなげていく
ことができればなというふうにも思っており

ます。
　さて、この「こころの向

はなかんむり
日葵冠」ですけれ

ども、前回開催の秋田県湯沢市で作られまし
た。この「こころの向

はなかんむり
日葵冠」は、みんなの

心が一つになって新しい時代を明るく照らす
ようにできればという、こういう思いがこもっ
た向

はなかんむり

日葵冠です。
　それでは、次回開催の敦賀市に引継ぎをさ
せていただきたいというふうに思います。

（ 「こころの向
はなかんむり
日葵冠」　引継ぎ ）

▼渕上：「こころの向
はなかんむり

日葵冠」を、第４回地域
共生社会推進全国サミットを開催する敦賀市
が受け取りました。 引

継
式
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【司会】　湯沢市から受け継いだ大会シンボル
の「こころの向

はなかんむり

日葵冠」が、松尾崇鎌倉市長
から渕上隆信敦賀市長に引き継がれました。
　それではここで敦賀市の紹介 VTR をご覧
いただきます。どうぞご覧ください。
【ナレーション】　2022 年開催、第４回地域
共生社会推進全国サミット in つるが、ぬくも
りをつなぎ、支え合い、共に生きる～人道の
港　敦賀　から全国へ～
　本州の日本海側ほぼ中央に位置する福井県
敦賀市。古くから鉄道と港が整備され、今も
昔も関西や中京と北陸を結ぶ日本海側の交通
の要衝となっています。2024 年春には北陸
新幹線の開業を迎えます。
　また、敦賀港は「人道の港」として、1920
年代にポーランド孤児、1940 年代には「命
のビザ」を持ったユダヤ難民が上陸した日本
で唯一の港です。これからの史実を基に、敦
賀市民との心温まるエピソードを紹介する資
料館「人道の港　敦賀ムゼウム」では、命の
大切さ、平和の尊さを国内外に発信していま
す。
　若狭の海に突き出した敦賀半島に囲まれた
海は、波穏やかで、おいしい魚介類の宝庫で
す。白砂青松の景勝地として知られる名勝「気
比の松原」は、日本三大松原の１つです。北
陸道の総鎮守、氣比神宮。1645 年（正保２
年）に建立された大鳥居は、奈良県の春日大社、
広島県の厳島神社と並ぶ日本三大木造鳥居の
１つで、国の重要文化財に指定されています。
かの松尾芭蕉も、この地を訪れ、「月清し　遊
行のもてる　砂の上」と詠んだ句が、おくの
ほそ道に記されています。
　桜の舞う季節、春。桜の名所　金崎宮は「恋
の宮」と呼ばれ、春には花換えまつりが行わ
れます。その昔、金崎宮を訪れた男女が桜の
小枝を交換して思いを伝え合ったという故事

にちなんだロマンチックなお祭りです。
　敦賀の夏の風物詩、「とうろう流しと大花
火大会」。毎年８月 16 日に日本海側最大級の
約１万 3,000 発の花火が夜空を彩ります。夏
には市内で 10 か所もの海水浴場がオープン。
敦賀半島の先にある水島は、「北陸のハワイ」
とも言われ、透明度の高い海と真っ白な砂浜
のコントラストが美しい敦賀の自慢のスポッ
トです。
　毎年９月の初めに行われる「敦賀まつり」、
神輿渡御や山車巡行などが賑やかに行われ、
通りに笛や太鼓が響きます。
　敦賀の冬の味覚、「越前ガニ」。ゆでてよし、
焼いてよし、鍋でよし、どれをとってもおい
しさ間違いなし。
　敦賀港に面する金ヶ崎緑地では、毎年 LED
電球約 60 万球の光に包まれる北陸最大級の
イルミネーション「ミライエ」が行われます。
このイルミネーションは、ボランティアによ
り設置され、電源は全て家庭やお店から集め
た使用済みの油から精製されたバイオディー
ゼル燃料で賄われています。
　市民が運動習慣を身につけ、健康づくりに
取り組むまちづくりを目指して制作された「つ
るが元気体操」、敦賀市オリジナルの体操です。
この「つるが元気体操」を通じて、地域での
元気づくりを広めるボランティア団体「つる
が元気体操の会」が毎月１回、体操の講習会
を開いたり、各町内に出向き、楽しみながら
地域での介護予防活動を行っています。
　また、継続してウォーキングすることによ
る生活習慣病予防への取組として、市民のサ
ポーターと企画した「敦とんウォーク」を月
１回開催しています。毎回 60 人から 80 人が
参加し、多くの参加者が１時間程度ウォーキ
ングを楽しんでいます。
【参加者】　毎回来ていますね。達成感があっ
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【司会】　湯沢市から受け継いだ大会シンボル
の「こころの向

はなかんむり

日葵冠」が、松尾崇鎌倉市長
から渕上隆信敦賀市長に引き継がれました。
　それではここで敦賀市の紹介 VTR をご覧
いただきます。どうぞご覧ください。
【ナレーション】　2022 年開催、第４回地域
共生社会推進全国サミット in つるが、ぬくも
りをつなぎ、支え合い、共に生きる～人道の
港　敦賀　から全国へ～
　本州の日本海側ほぼ中央に位置する福井県
敦賀市。古くから鉄道と港が整備され、今も
昔も関西や中京と北陸を結ぶ日本海側の交通
の要衝となっています。2024 年春には北陸
新幹線の開業を迎えます。
　また、敦賀港は「人道の港」として、1920
年代にポーランド孤児、1940 年代には「命
のビザ」を持ったユダヤ難民が上陸した日本
で唯一の港です。これからの史実を基に、敦
賀市民との心温まるエピソードを紹介する資
料館「人道の港　敦賀ムゼウム」では、命の
大切さ、平和の尊さを国内外に発信していま
す。
　若狭の海に突き出した敦賀半島に囲まれた
海は、波穏やかで、おいしい魚介類の宝庫で
す。白砂青松の景勝地として知られる名勝「気
比の松原」は、日本三大松原の１つです。北
陸道の総鎮守、氣比神宮。1645 年（正保２
年）に建立された大鳥居は、奈良県の春日大社、
広島県の厳島神社と並ぶ日本三大木造鳥居の
１つで、国の重要文化財に指定されています。
かの松尾芭蕉も、この地を訪れ、「月清し　遊
行のもてる　砂の上」と詠んだ句が、おくの
ほそ道に記されています。
　桜の舞う季節、春。桜の名所　金崎宮は「恋
の宮」と呼ばれ、春には花換えまつりが行わ
れます。その昔、金崎宮を訪れた男女が桜の
小枝を交換して思いを伝え合ったという故事

にちなんだロマンチックなお祭りです。
　敦賀の夏の風物詩、「とうろう流しと大花
火大会」。毎年８月 16 日に日本海側最大級の
約１万 3,000 発の花火が夜空を彩ります。夏
には市内で 10 か所もの海水浴場がオープン。
敦賀半島の先にある水島は、「北陸のハワイ」
とも言われ、透明度の高い海と真っ白な砂浜
のコントラストが美しい敦賀の自慢のスポッ
トです。
　毎年９月の初めに行われる「敦賀まつり」、
神輿渡御や山車巡行などが賑やかに行われ、
通りに笛や太鼓が響きます。
　敦賀の冬の味覚、「越前ガニ」。ゆでてよし、
焼いてよし、鍋でよし、どれをとってもおい
しさ間違いなし。
　敦賀港に面する金ヶ崎緑地では、毎年 LED
電球約 60 万球の光に包まれる北陸最大級の
イルミネーション「ミライエ」が行われます。
このイルミネーションは、ボランティアによ
り設置され、電源は全て家庭やお店から集め
た使用済みの油から精製されたバイオディー
ゼル燃料で賄われています。
　市民が運動習慣を身につけ、健康づくりに
取り組むまちづくりを目指して制作された「つ
るが元気体操」、敦賀市オリジナルの体操です。
この「つるが元気体操」を通じて、地域での
元気づくりを広めるボランティア団体「つる
が元気体操の会」が毎月１回、体操の講習会
を開いたり、各町内に出向き、楽しみながら
地域での介護予防活動を行っています。
　また、継続してウォーキングすることによ
る生活習慣病予防への取組として、市民のサ
ポーターと企画した「敦とんウォーク」を月
１回開催しています。毎回 60 人から 80 人が
参加し、多くの参加者が１時間程度ウォーキ
ングを楽しんでいます。
【参加者】　毎回来ていますね。達成感があっ

たり、体を動かすというのが気持ちいいから、
歩いています。
【ナレーション】　敦賀市では、繁忙期の人手
が必要な農業者や農業団体と、障害者の就労
の機会を増やしたい福祉施設のマッチングを
進める農福連携サポート事業を推進していま
す。福祉施設の利用者たちが敦賀の特産品で
ある東浦みかんや杉箸アカカンバなどの農作
業に毎年関わっています。
　市内で活動する２つの子ども食堂がネット
ワーク化し、「つるがこども食堂ネットワーク」
として、子育て家庭を応援するため、未利用
の食品を集めるフードパントリーと、集まっ
た食品を提供するフードドライブを定期的に
行っています。コロナ禍においても、ドライ
ブスルーでも受け取ることができるなど、工
夫を凝らした支援を続けています。
　敦賀市では、「認知症ほっとけんまち敦賀」
をスローガンに、認知症サポーターの養成に
力を入れています。小・中学校や地域、職域、
団体などで講座を開催し、2021 年９月時点
の認知症サポーター数は約１万3,000人です。
2018 年には小・中学生の認知症サポート作
文コンテストで最優秀賞に輝いた小学生の作
品を原作とした教育映画が制作され、全国の
学校をはじめ公民館や図書館など教育機関で
閲覧されています。
　人道の港の歴史を受け継ぐ人々のぬくもり
を、今、そして将来に、さらには全国につな
ぎ、地域共生社会を推進するため、全国サミッ
トを敦賀市にて開催します。
【市民】　敦賀は山あり、海あり、自然がたく
さん。
【市民】　優しい人もいっぱいいるよ。
【市民】敦賀で楽しく暮らしています。私たち
も待っています。皆さん、来てください。
【一同】　来てね。

次回開催地紹介

敦賀市福祉保健部地域福祉課長
　櫻 井 久 美 子 氏

▼櫻井：皆さん、こんにちは。引き続き敦賀
市の紹介をさせていただきます。福祉保健部
地域福祉課の櫻井久美子と申します。どうぞ
よろしくお願いいたします。そして、隣にい
るのが、敦賀市公認キャラクターの「ツヌガ君」
です。
　今ほど見ていただいた敦賀市の PR 映像に
引き続き、ぜひ皆さんに敦賀に来て、食べて
いただきたいもの、見ていただきたいものを
紹介します。どうぞお付き合いください。
　まずは、先ほども出ましたが、皆さんよく
ご存じの、冬の味覚の王者、「越前ガニ」です。
カニ漁の解禁は 11 月６日からですので、来
年のサミット開催時には旬の食べ頃を迎えま
す。最高級の雄のズワイガニ「極」はおいし
いですが、高額です。一方、雌は「セイコガニ」
と呼び、雄のズワイガニより一回り小さいで
すが、カニみそと内子がおいしいカニとして、
地元ではズワイガニよりも好きだというファ
ンがたくさんいます。お値段もお手頃です。
　次に、敦賀湾で育ったお魚を紹介します。
「敦賀ふぐ」です。敦賀はトラフグ養殖の日本
最北端、寒暖の差が激しい敦賀の海で冬を越
すことで、トラフグの身が引き締まるため、
うまみも乗っています。てっさ、てっちり
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などでフグのおいしさを堪能できます。
　次も敦賀湾で育ったお魚です。最近急激に
人気が上がってきた「敦賀真鯛」です。冬の
日本海という過酷な環境下で養殖されている
敦賀真鯛は、急激な水温変化にも耐え抜く強
い生命力を持っています。魚の色、身の質、
脂の乗りが非常によい真鯛です。お刺身や鯛
しゃぶなどでおいしく召し上がっていただけ
ます。
　そして、敦賀のソウルフード、「ソースかつ
丼」です。県外から帰省したときには必ず食
べたくなる味です。
　ここから敦賀市の取組について紹介します。
農業と福祉が連携する農福連携サポート事業
として、障害者施設の通所者が除草や摘果、
収穫などの作業を行っています。
　１つ目は東浦みかんです。この東浦みかん
は敦賀市東浦地区で栽培されている温州ミカ
ンです。電車の冷凍ミカンによく使われてい
ました。最近は温暖化のためか、酸味と甘さ
のバランスがよい甘酸っぱいミカンで人気が
あります。障害者の方が作業に加わったこと
が紹介され、売上げを伸ばしています。
　２つ目は杉箸アカカンバです。この杉箸ア
カカンバは 100 年以上栽培されている、敦賀
にしかない伝統野菜です。深い赤色とほろ苦
い味が特徴で、皮だけでなく、茎、実の中ま
できれいな赤色をしています。春と秋に種を
まき、11 月上旬と６月上旬に収穫しています。
甘酢漬け、たまり漬け、ぬか漬けなどにして、
おいしく食べることができます。こちらも障
害者の方が作業に加わり、高齢化した生産者
の方に喜ばれています。
　また、地域住民が認知症の方を放っておか
ず、認知症になっても安心して暮らせる町を
目指し、「認知症ほっとけんまち敦賀」をスロー
ガンとして、いろいろな事業に取り組んでい

ます。その取組の一つとして、認知症を初期
の段階で発見し、早期に対応するなどの支援
を連携して行うことを目的に、敦賀市、認知
症疾患医療センター、民間の金融機関の３者
協定を本年６月に締結しています。来年の全
国サミットでは、このような敦賀市における
取組事例について詳しくご紹介できればと考
えています。
　敦賀市では来年「第４回地域共生社会推進
全国サミット in つるが」を開催いたします。
日程は 2022 年 11 月 17 日（木曜日）から
18 日（金曜日）の予定です。皆様、どうぞ敦
賀市にお越しください。お待ちしています。

次回開催地市長挨拶

敦賀市長　渕 上 隆 信 氏

▼渕上：皆さん、こんにちは。敦賀市長の渕
上隆信です。ただいま松尾鎌倉市長から「こ
ころの向日葵冠」をしっかりと受け取りまし
た。鎌倉市では安心して自分らしく暮らせる
地域共生社会を共につくることを目指してお
られ、今回の全国サミットのテーマに、「いざ、
共生・共創」を掲げられています。自分のこ
とを大切にし、また、他者のことも大切に考え、
自分とは違うという多様性を受け入れ、優し
く接することはとても大事なことだと私も考
えているところです。
　私ども敦賀市には人道の港という歴史があ
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などでフグのおいしさを堪能できます。
　次も敦賀湾で育ったお魚です。最近急激に
人気が上がってきた「敦賀真鯛」です。冬の
日本海という過酷な環境下で養殖されている
敦賀真鯛は、急激な水温変化にも耐え抜く強
い生命力を持っています。魚の色、身の質、
脂の乗りが非常によい真鯛です。お刺身や鯛
しゃぶなどでおいしく召し上がっていただけ
ます。
　そして、敦賀のソウルフード、「ソースかつ
丼」です。県外から帰省したときには必ず食
べたくなる味です。
　ここから敦賀市の取組について紹介します。
農業と福祉が連携する農福連携サポート事業
として、障害者施設の通所者が除草や摘果、
収穫などの作業を行っています。
　１つ目は東浦みかんです。この東浦みかん
は敦賀市東浦地区で栽培されている温州ミカ
ンです。電車の冷凍ミカンによく使われてい
ました。最近は温暖化のためか、酸味と甘さ
のバランスがよい甘酸っぱいミカンで人気が
あります。障害者の方が作業に加わったこと
が紹介され、売上げを伸ばしています。
　２つ目は杉箸アカカンバです。この杉箸ア
カカンバは 100 年以上栽培されている、敦賀
にしかない伝統野菜です。深い赤色とほろ苦
い味が特徴で、皮だけでなく、茎、実の中ま
できれいな赤色をしています。春と秋に種を
まき、11 月上旬と６月上旬に収穫しています。
甘酢漬け、たまり漬け、ぬか漬けなどにして、
おいしく食べることができます。こちらも障
害者の方が作業に加わり、高齢化した生産者
の方に喜ばれています。
　また、地域住民が認知症の方を放っておか
ず、認知症になっても安心して暮らせる町を
目指し、「認知症ほっとけんまち敦賀」をスロー
ガンとして、いろいろな事業に取り組んでい

ます。その取組の一つとして、認知症を初期
の段階で発見し、早期に対応するなどの支援
を連携して行うことを目的に、敦賀市、認知
症疾患医療センター、民間の金融機関の３者
協定を本年６月に締結しています。来年の全
国サミットでは、このような敦賀市における
取組事例について詳しくご紹介できればと考
えています。
　敦賀市では来年「第４回地域共生社会推進
全国サミット in つるが」を開催いたします。
日程は 2022 年 11 月 17 日（木曜日）から
18 日（金曜日）の予定です。皆様、どうぞ敦
賀市にお越しください。お待ちしています。

次回開催地市長挨拶

敦賀市長　渕 上 隆 信 氏

▼渕上：皆さん、こんにちは。敦賀市長の渕
上隆信です。ただいま松尾鎌倉市長から「こ
ころの向日葵冠」をしっかりと受け取りまし
た。鎌倉市では安心して自分らしく暮らせる
地域共生社会を共につくることを目指してお
られ、今回の全国サミットのテーマに、「いざ、
共生・共創」を掲げられています。自分のこ
とを大切にし、また、他者のことも大切に考え、
自分とは違うという多様性を受け入れ、優し
く接することはとても大事なことだと私も考
えているところです。
　私ども敦賀市には人道の港という歴史があ

ります。ポーランド孤児や、杉原千畝氏の命
のビザを持ったビザ難民を温かく迎え入れた
日本人の優しさを、人道の港敦賀ムゼウムと
いう資料館で国内外に発信しています。
　このように、優しさやぬくもりを現在に
つなぐ敦賀市で、地域共生社会推進全国サミッ
トを開催できますことを光栄に思います。
　新型コロナウイルス感染症の影響により、
今回の鎌倉市の全国サミットはオンライン開
催という、これまでにない形式での開催とな
り、開催に当たり、並々ならぬご労苦とご努
力があったことと拝察いたします。松尾鎌倉
市長を初め、鎌倉市の職員及び関係者の皆様
に心からの敬意を表します。
　来年は新型コロナウイルス感染症の状況に
もよりますが、全国から多くの皆さんが敦賀
市に来ていただけるよう、万全の態勢で準備
を進めております。人道の港としての歴史が
あり、人の優しさやぬくもりがある敦賀市で、
来年 11 月 17 日、18 日にお会いしましょう。
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選択肢を増やそう

乙武　洋匡 氏 作家

令和 3年 11月 19日（金）13：00～ 14：30
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選択肢を増やそう

乙武　洋匡 氏 作家

令和 3年 11月 19日（金）13：00～ 14：30

特
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　作家の乙武洋匡さんから、多様性について
ご講演いただきましたので、その概要を報告
します。

● 多様性というと、「差別や偏見をなくそう」
と言われるが、言葉の意味は同じようで違
う。偏見は心や気持ちの問題、考え方のこと。
差別は偏見に基づいて、特定の人々だけ低
く扱うこと。偏見を解消することは、人の
考え方に踏みこむことになるので難しいが、
差別はなくせる。「ダイバーシティ＆インク
ルージョン」もそうだ。ダイバーシティは
偏見を持つことなく、いろんな人がいるこ
とに想像力を働かせ、あらゆる価値観、そ
れぞれの違いを認めること。インクルージョ
ンは正当な理由なく排除されてきた人々を
社会の包摂していくこと。

● �LGBTQや発達障害や海外ルーツといった、
見た目にはわからないけれど違いのある人
への配慮や対応にも課題が多いが、物理的
なバリアフリーについても、まだまだ多く
の課題がある。古い施設はともかく、新し
く整備された場所で配慮がなされていない
ことがある。また、日本で生まれ、日本の
文化・風習が身についている日本国籍の人
であっても、海外にルーツがあり、見た目
だけで外国人と判断され、不動産屋で断ら
れてしまうこともある。

●�多様性への理解を進めるには、進めること
で多くの人に不便や不利益が生じるかもし
れないことを理解することが大切である。
誰かを排除することで不当に安くできてい
たものについて、すべての人が利用できる
よう元に戻すには、多くのコストがかかる
ものと理解する必要がある。ここで、誰に

も不便や不利益が被らない形で進めていく
ためのひとつの解決策として、テクノロジー
を活用することを提案したい。

●�吉藤オリィさんが発明した OriHime とい
う遠隔操作ロボットの働くカフェでは、ロ
ボットのカメラ、スピーカーを通じて、障
害や難病を抱えた寝たきりの人が自宅や病
院などのベッドから遠隔で接客している。
テクノロジーを活用することで、これまで
働くことを諦めていた重度障害者や難病の
方に、「働く」選択肢ができたという意味で、
素晴らしい取組だ。しかし吉藤オリィさん
にいわせると、これはハイテクではなく、
ラジコンの延長のむしろローテクな取組で
あり、これまでに足りなかったのは、課題を
解決するアイディアや発想であるとのこと。

●�実は私は、新型コロナウイルス感染症拡大
により、皆さんにとっての当たり前だった
社会生活が失われたことに対して、複雑な
思いを抱いてきた。社会的マイノリティの
人々は、もともとそういった当たり前の社
会生活を送ることに困難を抱え、状況を変
えてほしいと声を上げてきたが、まったく
変わらなかった。しかし大多数が同じ困難
に直面したとたんにリモートワークやオン
ライン教育や食事のテイクアウトやライブ
配信が一気に進んだ。マイノリティが願っ
ても叶わないことをマジョリティが願うと
叶うということに、私は複雑な感情を抱い
た。

●�このところ、社会はまたあの頃の日々を取
り戻しつつあるが、そこに戻れない人たち
もいることを是非覚えておいてほしい。そ
して、コロナ禍によって新たにつくられた
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様々な社会参加の選択肢について、それが
ないとどうしても困るという人たちを社会
に包摂していくために、今後も残し、さら
にテクノロジーを使ってもっと増やして
いってほしい。選択肢を増やすことで、自
分らしく生きられる人が増え、その人のラ
イフスタイルや価値観がきちんと保障され
ながら、一人ひとりが幸せに、自分に合っ
た生き方ができるようになることが、非常
に望ましいことだと考えている。

●�日本は同調圧力が強い国といわれるが、私
の大好きな鎌倉のまちにおいては、気づか
ないうちに“当たり前”を押し付けていな
いか、誰かを排除していないかに目を配り
ながら、選択肢がいっぱいある、違いのあ
る一人ひとりが自分の人生を輝かせること
ができる社会を築いていってほしい。

※ 講演内容は、本人の希望により概要のみと
させていただきます。

※ この概要は第 3 回地域共生社会推進全国サ
ミット in かまくら実行委員会事務局で作成
し、乙武氏により確認を行いました。

特
別
講
演

11/19
金

160 ●　第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 記録集



11/18
木

11/19
金

開
会
式

引
継
式

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

特
別
講
演

鎌
倉
の
取
組
紹
介パネルディスカッション

まとめ

161第3回 地域共生社会推進全国サミット in かまくら 記録集  ●



11/18
木

11/19
金

開
会
式

引
継
式

基
調
講
演

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

メ
イ
ン
テ
ー
マ

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

ま
と
め

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
①

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
②

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

サ
ブ
テ
ー
マ
③

特
別
講
演

鎌
倉
の
取
組
紹
介

パネルディスカッション
まとめ

パネルディスカッションメインテーマ
　「安心して自分らしく暮らせるまちをつくるために」

パネルディスカッションサブテーマ①
　「多様な社会参加で、安心して自分らしく暮らせるまちをつくる」

パネルディスカッションサブテーマ②
　「ＳＯＳの声とつながり、社会的孤立を防ぐには」

パネルディスカッションサブテーマ③
　「災害時に誰一人取り残さないために 
　　　　　　　　　　　　　～福祉、防災、コミュニティの連結～」
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テーマ設定意図・課題
　近年、少子高齢化、世帯構成や雇用シス
テムの変化、社会的孤立等の課題を背景に、
これら課題の解決方策の一つとして、誰も
が住み慣れた地域で自分らしく安心して暮
らし続けることができる地域共生社会の実
現が求められている。このパネルディス
カッションでは、村井純氏による「安心安
全なデジタル社会の創成」と題した基調講
演を受け、安心して自分らしく暮らせるま
ちをつくるための取組や地域（社会）のあ
り方等について、新型コロナウイルス感染
症による影響を踏まえつつ、自治体関係者、
福祉関係者、市民等の参加者にとって、地
域共生社会を推進する上での気づきやヒン
トになるとともに、この後に展開されるサ
ブテーマの討論に寄与するものとなること
を期待し、議論を展開した。

パネリストの事例・意見
　パネリストに、南雲岳彦氏（（一社）スマー
トシティ・インスティテュート専務理事）、
村木厚子氏（津田塾大学客員教授）、土生
栄二氏（厚生労働省老健局長）の３名を迎
え、大森彌氏（東京大学名誉教授）による
コーディネートのもと進行が行われた。
　基調講演で論じられた地域におけるデジ
タル社会への展望に関連して、まず南雲氏
から、今後のデジタル社会においては、テ
クノロジーを中心に置くのではなく、人を
中心に置き、コミュニティ文化、社会制度・
生活インフラ、自然環境の順で「人間中心
主義の社会」が大切であるとの話があった。

また、近年のスマートシティに向けた各地
での取組みを各種紹介したうえで、その背
景にある少子高齢化への対応として、一人
ひとりのニーズ、社会保障、生活を支える
人員が不足していることを補うため、テク
ノロジーを使って win-win でカバーしあ
う発想の大切さを共有したいと強調した。
一方で、「スマートシティ＝未来都市」と
いうイメージが先行していることについて
は、テクノロジーはあくまでもツールであ
り、市民の幸せ、ウェルビーイングのまち
づくりにフォーカスする必要があると警鐘
を鳴らした。加えて、デジタルテクノロジー
は誰かが一人勝ちするのではなく、皆が幸
せになるためという視点が大事であると同
時に、データのやり取りにおける信頼性を
高めていける社会をめざし、法律等を整備
していく必要があると論じた。
　村木氏は、自らが関わった事件を通じて、
社会との間に生きづらさを抱える少女や若
い女性に出会ったことから開始した「若草
プロジェクト」の取組みを紹介し、その取
組により見えてきた「市民自立型社会」の
必要性を説いた。
　日本では、子どもの貧困が課題となって
おり、あわせて、児童虐待相談対応件数も
増加の一途を辿っているが、家庭外措置に
至る子どもは相談対応件数の約３％に止
まっている。また児童福祉は 18 歳までで
あり、それ以降は支援が薄くなる。社会的
養護が必要な児童のうち、とくに少女たち
は危険に晒されやすいことから、彼女たち
を LINE 相談や若草ハウスの運営、まちな

パネルディスカッションメインテーマ
「安心して自分らしく暮らせるまちをつくるために」

コーディネーター　大森　彌氏
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か保健室といった直接的に支援するほか、
企業と支援の現場を結び、基金を立ち上げ
る等の間接支援などを行うため、「若草プ
ロジェクト」を立ち上げた。
　SNS を活用した相談について、信頼で
きる大人とつながれる一方、少し距離があ
るため逃げようと思えば逃げられることを
あげたほか、社会資源の少ない地方におい
てより必要とされているとのことだった。
コロナ禍により、仕事や居場所を失ったり、
逃げ場がなくなったりした少女を中心に、
相談件数は急増している。夜の街を拠点に、
徘徊する少女に食事を提供し、福祉支援に
つなぐ活動を行う一般社団法人 Colabo 代
表の仁藤夢乃氏の「日本のすべての公的福
祉は JK ビジネスのスカウトのお兄さんに
負けている」という言葉を引用し、福祉を
現代にアップデートさせる必要性を論じた
ほか、熊谷晋一郎氏の日本では人に迷惑を
かけてはいけないと教えられている。『自
立』とは依存しないことではない。『自立』
とは、たくさんのものに少しずつ依存でき
るようになることである」との言葉を引用
し、自立のあり方について、自己責任論に
陥ることのないよう論じた。
　これまでの日本は行政依存型の社会だっ
たが、これからの社会システムは「市民自
立型社会」に変化しつつあるとし、行政
に頼るだけでなく、行政と企業と NPO・
NGO という３つのセクターの共創による
社会の必要性と、それらの構成員はすべて
市民であり、市民が市民のために強みを活
かして共に社会を構築していくことの大切
さを説いた。
　土生氏は、地域包括ケアシステムの構築
を中心に国の地域共生社会推進の取組みを
解説した。2040 年の現役世代の人口急減

に対応する政策課題として「多様な就労・
社会参加」「健康寿命の延伸」「医療・福祉
サービス改革」を示し、「多様な就労・社
会参加」における高齢者の就労機会の確保、

「健康寿命の延伸」における認知症予防の
必要性、「医療・福祉サービス改革」にお
けるデジタル化やタスクシフトを担う人材
の育成について、地域包括ケアの推進に絡
めて展望を述べた。
　続けて行われたディスカッションでは、
南雲氏より、テクノロジーの普及にかかる
初期投資や維持費について、初期段階にお
いては公的資金でテクノロジーのテストを
行い、社会実装段階においては民間資金が
必要になるとの話があった。また、今後は、
公共と民間が一緒になってビジネスを回し
ていくモデルをつくっていけるかが試され
るとした上で、民間の資金や力をどのよう
にウェルビーイングにつなげるかについて、
公的セクターでの人材の確保が急務と述べ
た。
　村木氏は、自らがえん罪で逮捕された経
験から「逮捕されたその時に、恥ずかしな
がら自分は支える側と無意識に思っていた
ことに気づいた。そう思っている人間が一
瞬、一夜のうちに支えられる側になるのだ
と実感した」と、誰もが支える側、支えら
れる側になり得るとした。
　辛い状況でも必要なものとして、プロの
支えとインフォーマルな支えの二つをあ
げ、とくにインフォーマルな支えについて
は、自分のためではなく、娘さんのために
戦わなければと思うと力が出たエピソード
を紹介し、「自分は誰かのために何かでき
る、何かやれることがあると思うのはもの
すごく大きな支えになる。何かに貢献でき
る仕掛けを社会の中につくれれば」と振り
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返った。
　土生氏は、地域共生社会について、支え
る側、支えられる側、人と人とのつながり、
助け合いという要素があることを紹介した
ほか、地域包括ケアシステムとの関係につ
いて、高齢者の保健福祉は誰しもが年齢を
重ねるため比較的自分のこととして考えら
れることから、介護保険制度から生まれた
地域包括ケアシステムを地域共生社会の実
現に活用することが重要であると説明し、
重層的支援体制整備事業の新設により制度
の垣根を低くしていく方向であることを示
唆した。
　LINE 相談の普及に伴い、AI が相談に乗
ることができるかについて、南雲氏は、「支
援が必要な子どもたちを察知し、どんな
サービスが必要になるか予測することが可
能になるのではないか。あくまで人を AI
に置き換えるのではなく補完、共創という
ように活用する使い方に発想を向けたほう
がよい」とした。さらに村木氏は、「孤立・
孤独している人のシグナルを AI がキャッ
チできる仕組みがあるとよい」と加えた。
　LINE 相談など、オンラインやデジタル
を活用していくにあたっての個人情報の
取り扱いについて南雲氏は、「どういった
データがプライバシーに相当するか、誰が
そのデータを保管するかなど越えなければ
ならない課題はまだある」とし、「災害時
や DV、虐待など緊急時と平常時の場合を
どう切り替えていくかという段階にきてい
る」とした。「現在はリバランスの時代に
入っていて、行政頼みの時代からマーケッ
トに共同体の持っていた共助の仕組みが塗
り替えられる時代があり、今は市民を中心
にウェルビーイングを目指すときに差し
かかっている。そのために使えるテクノロ

ジーを使っていくことが明日の日本のバラ
ンスした豊かさがあるのではないか。」と
述べた。
　村木氏は、社会福祉の支援に対し、「立
場に関わらず欲しい支援は共通点が多い。
ロットが大きく普遍性のある高齢者福祉の
支援策の裾野を広げ、横のつながりができ
れば助かる人が増えるのでは」と期待を寄
せた。
　南雲氏は最後の一言として、「女性、弱者、
高齢者、障害者を含めた方たちのためにい
いまちを作ると、健常者の方も含めたみん
なにとっていいまちになる」と結論付けた。

　この概要は、第 3 回地域共生社会推進全
国サミット in かまくら実行委員会事務局
で作成し、コーディネーターの大森氏が確
認を行いました。
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 テーマ設定意図
　近年、家族や地域社会、安定した雇用と
うまく結びつくことが難しい人の問題が、
社会的孤立とか社会的つながりの弱い人の
課題として顕在化している。地域社会にお
いては、｢助ける－助けられる｣ 関係を超
えて、｢貴方がいてくれて嬉しい｣ という
存在承認と、｢貴方がいてくれないと困る
｣ という役割創造が可能な多様な参加の場
をつくりだしていくことが重要になってお
り、地域共生社会という考え方もそうした
方向を目指しているといえる。他者に依存
できることも含めて自立として捉え、様々
な形で社会とつながる方法をどのように
作り出していくことができるか、本パネル
ディスカッションでは、豊かで新しいつな
がりの形、多様な社会参加の可能性を探っ
ていきたい。

パネリストの事例
　まず、厚生労働省社会・援護局地域福祉
課地域共生社会推進室長唐木啓介氏より、
地域社会における関係性に基づいたつなが
りや支え合いと、専門職による伴走型支援
によって、重層的なセーフティネットを張
り、孤立のない、誰もが役割を持てる地域
社会をつくりだしていくことが重要である
という、国が目ざす地域共生社会のビジョ
ンが提示された。
　次に、一般社団法人全国手をつなぐ育成
会連合会常務理事兼事務局長又村あおい氏
からは、地域共生社会の実現に向けては、
まず専門職がしっかり受けとめる体制を構

築することを前提に、今の時代に合った新
しい地域のつながり、すなわち、役割が柔
軟に入れ替わるような「相互援助力」をつ
くりだしていくことが必要であることが提
起された。そのためには、具体的な課題解
決のために集まった NPO やボランティア
等の「課題縁」と従来の「地縁」の協働を
進めることが重要であるという。その事例
として、又村氏らが提唱する「C 型就労」、
すなわち、地域の困り事を徹底的に踏査し
て、障害のある人がその解決にコミット
するという事業所運営の取組みが紹介され
た。C 型就労は、障害のある人の就労を進
めようとする事業所（課題縁）が、地縁と
クロスオーバーする､ まさに役割が相互に
入れ替わるような取組みといえる。
　そして、文京区社会福祉協議会地域福祉
推進係地域連携ステーションフミコム係長
浦田愛氏からは、個人に対する支援と地域
支援の役割を一体的に担う、文京区社会福
祉協議会の「地域福祉コーディネーター」
の活動が紹介された。地域の中の多機能な
居場所を拠点に多様なネットワークをつく
りだすと同時に、制度のはざまの事例につ
いては、地域と専門職をつなぐことで、個
人に対する支援と地域に対する支援を一体
的に展開する地域福祉コーディネーターの
生き生きとした姿から、多様な社会参加を
つくりだすために必要な人材の役割が浮か
び上がった。
　最後に、特定非営利活動法人農スクール
理事長・株式会社えと菜園代表小島希世子
氏からは、働きたくてもそうした場を持て

パネルディスカッションサブテーマ①
「多様な社会参加で、安心して自分らしく暮らせるまちをつくる」

コーディネーター　永田　祐氏
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ない人と、人手不足に悩む農家をつなぐた
めの自社農場での農業プログラムと農家イ
ンターンの取組みが紹介された。農スクー
ルの就農プログラムの特徴は、農作業を細
分化して、適材適所を発見する工夫をして
いることである。農スクールでは、支える
側と支えられる側とを固定した環境を創ら
ず、ひきこもりやホームレスなど、様々な
生きづらさを抱える人たちが、「ごちゃま
ぜ」で一緒に取り組むことを重視している。
それぞれの長所を補いながら、適材適所を
極めることで､ 自己肯定感を高め、生き生
きと働けるようになるという。

討論から見えてきた現状と課題
　4 人の報告から、ディスカッションでは、
3 つのテーマについて討議した。
　一つ目のテーマは、「越境・クロスオー
バーする実践の可能性」である。これま
で属性別に分かれてきた福祉の発想のよう
に、違うから分けるのではなく、違うから
こそ色々な役割が生まれ、分けないことで
役割が引き出される、そして、できること
にコミットすることで新たな可能性が開け
るという「越境」「クロスオーバー」する
発想や実践の重要性を共有した。これは、

「ごちゃまぜ」の力といってもいいかもし
れない。
　二つ目のテーマは、「誰かの『やりたい』
から出発する「地域づくり」である。小島
氏の取組みのように、福祉を本業にしてい
ない人たちが、自分たちの問題を解決する
ための取組みを進める中で、それを一緒に
解決しようとする人材を求めている。そう
した出会いを地域の中で生み出すことがで
きれば、多様な社会参加の場を作っていけ
るのではないか。「地域課題」を発見して、
それを解決するための担い手をどう発掘す

るかというアプローチだけでなく、共通の
目的に向かって「思いが出会う場」をつく
りだしていくことが大切であることを共有
した。
　三つめのテーマは、「参加の場をデザイ
ンするコーディネーターの存在」である。
これは、越境して思いが出会う場を地域に
作りだしていくためには、それをコーディ
ネートする人材の存在が重要になるという
ことである。同時に、こうした人材を養成
していくために、浦田氏は、一人ひとりの
能力に依存するのではなく、チームとして
成長できる環境が重要であると指摘してい
た。また、市町村では、様々な制度別に設
けられてきたコーディネーター（例えば、
生活支援コーディネーター）が、こうした
役割を果たしていけるように工夫すること
が重要であることを共有した。

全体のまとめ
　以上の討議から、パネルディスカッショ
ン全体の知見を要約すると以下の通りであ
る。
　第 1 に、「違うからこそ『役割』が生ま
れ、『ごちゃまぜ』が力になる」ということ。
これまでの福祉は、対象者ごとに縦割りに
つくられてきたが、こうした境を越境して、
新しい化学反応をつくっていくことが「多
様な社会参加の場」を広げていくためには
重要であるということである。
　第 2 に、こうした多様な ｢思い｣ を持っ
た人同士が出会う場やネットワークが必要
であること。多様な人の「やりたい」と地
域の「困った」が結びつくことで、それぞ
れが主役になれる取り組みを展開していけ
る可能性があり、それが結びつくための場
やネットワークが必要であるということで
ある。
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　第 3 に、そのような場やネットワークを支
援する、「境界を越えて、出会いの場をつくる

『人材』」が必要だということ。こうした場や
ネットワークは、すでにある場合にはそれを
見いだして活かすこと、ない場合は新たにつ
くっていくことが必要で、それを支援する人
もまた必要だということである。
　最後に、「『融通無碍』を許容する制度・行政」
が重要であること。多様な役割を生み出すよ
うな「ごちゃまぜ」の場は、「高齢者」とか「障
害者」とか、「子ども」といった、「対象」で
分ける制度では生み出していくことが難しい。
私たちのくらしは行政の縦割りに沿ってでき
ているわけではないので、柔軟に、自由に横
断して、新しい社会参加の場を作りだしてい
くことが必要だということである。
　パネルディスカッションでは、多様な人同
士が協働して、これまでの縦割りの福祉にと
らわれず、融通無碍に多様な出会いや社会参
加の場を生み出し、何らかの生きづらさを抱
えていても、人とのつながりの中で、役割を
発揮しながら主体的に生きていくことができ
る地域社会をつくっていくための多くのヒン
トを得ることができた。
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テーマ設定意図・課題
　この分科会の設定趣旨は次のとおりであ
る。
　近年、潜在的に支援が必要にも関わらず、
自ら声をあげることのできない人や、独力
では生き難い人たちへの支援のあり方が課
題として挙げられ、特に、ひきこもり、虐待、
家庭内暴力、自らの生き辛さを認めにくい
人への支援等は、十分でなく、社会的孤立
や社会的排除に至る場合があることが問題
とされている。この分科会では、こうした
状況を踏まえ、行政などは、個々の相談窓
口で待ち受けるのみならず、小さな SOS
の声を見つけ、寄り添い伴走すること、地
域に理解を広め、包摂するコミュニティを
つくること等が欠かせない。新型コロナウ
イルス感染症の影響も勘案し、家族、学校、
関係機関（者）、地域（社会）、行政のあり
方について検証を行うために設定するもの
である。
　討論の際には、ポイントととして、本テー
マを通じ、新型コロナウイルス感染症による
影響（出演者の経験・状況把握・知見・見立
てに基づいた、現状とその背景）を踏まえつ
つ、⑴社会的孤立や排除を防ぐために必要な
資源、伴走の仕方、コミュニティのデザイン 
⑵上記を推進するための人々や地域、行政の
あり方、この 2 点を中心に、小さな SOS の
声に気付き、支援につなげ、また地域（社会）
で受けとめるための具体的な方策を、議論し
てほしいとの提示がなされた。

パネリストの事例・意見
　 パ ネ リ ス ト は、 ① 鴻 巣 麻 里 香 氏

（KAKECOMI 代 表 ／ ソ ー シ ャ ル ワ ー
カー）、②星山麻木氏（明星大学教育学部
教授／一般社団法人子ども家族早期発達支
援学会会長）、③渡辺篤氏（現代美術家）、
④オブザーバーとして和田幸典（厚労省政
策統括官付政策統括室政策企画官）の４名
であり、筆者（鈴木秀洋：日本大学危機管
理学部）が、進行・コーディネートを行った。
和田氏から「国の孤独・孤立対策のこれま
での取組と今後の対応」について、特に声
を挙げやすい社会の構築の観点からの説明
があった（資料集レジメ参照）後、パネリ
ストとして、
　まず、①鴻巣氏からは、「カケコミのコ
コロミ」-「助けて」と言わなくてもいい
地域社会を目指してとの表題の下、SOS
が拾われない理由として、㋐助けてほしい
状況を説明し、その評価を受けないと支援
が受けられない申請主義の問題点、㋑支援
制度の枠組構築により適用の隙間に落ちる
人々の存在、㋒トラウマ（逆境的経験）に
より自己価値を損なわされていることによ
る孤立、㋓パブリック空間や意思決定の場
から女性や子どもが排除されている差別構
造による助けての声封じ、この４点が挙げ
られ、こうした行政や社会のハードルに対
する鴻巣氏の実践例として、助けてをいわ
なくても支え合える場所としての「まかな
い子ども食堂たべまな」と「セーフティシェ
アハウス」の活動が語られた。特に被支援

パネルディスカッションサブテーマ②
「SOS の声とつながり、社会的孤立を防ぐには」

コーディネーター　鈴木　秀洋氏
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者という立ち位置を作らないことと「裏メ
ニュー」によって地域で様々な人をつなぎ、
更に安全な家出場所作りを行うという鴻巣
氏の発想力・論理力・行動力には驚愕する
ばかりであるが、現実に地域で実践してい
るこうした地域創出の手法は、多くの地域・
自治体の参考モデルとなろう（資料集レジ
メ・講演録参照）。
　次に、②渡辺氏は、過去足掛け３年の引
きこもり当事者経験をもつ現代美術家との
自己紹介の下、作品やアートプロジェクト
を示した。「同じ月を見た日」では、姿の
見えない不存在者に対して想像力を働かせ
ることが孤立問題に対する根源的態度と
考え、各自の場所から夜空の月を見るプ
ロジェクトを遂行したこと。「アイムヒア　
プロジェクト」では、引きこもりを否定的
に発信するマスメディア等への反対声明そ
して様々な当事者の引きこもった時間を肯
定する意図でのプロジェクト遂行。「七日
間の死」では、再度一時的引きこもりを行
い精神性・身体性を体現するパフォーマン
ス。また「修復のモニュメント」では、破壊・
修復・再構築によるナラティブ化による自
己肯定過程を協働して行うこと、などが紹
介された。海外で展開される社会的包摂の
議論における上から目線の支援意識への警
鐘にも言及があった。
　最後に、③星山氏は、「発達多様性の尊
重と受容」との表題の下、発達障害ではな
く発達多様性との呼び方を提唱し、SOS を
出せないことについては、視点を変える必
要性に言及する。そして、エコロジカルな
視点として、㋐親支援、㋑支援者支援、㋒
仲間支援、㋓当事者支援の４つに分け解説
を行った。例えば、㋐親支援では持続可能
な循環型の人材育成、㋑支援者支援では互

いに学び合える場づくり、㋒㋓仲間・当事
者支援では、立ち位置を線引きすることな
く、当事者意識をもった包み込むデザイン
を提言し、SOS を出せない原因には、みん
なと同じでなければならないという思い込
みがあること、そうではなく、違うことは、
強いことであり、尊いことであること、誰
もが虹色で濃さと配合が違うだけとの認識
をもって生きて行けるようになれればよい
との提言を行った（星山麻木『ちがうこと
は強いこと』『虹色なこどもたち』参照）。

討論から見えてきた現状と課題
　上記多様な活動実践の提言がなされ（寄
せられた質問にも対応すべく）、パネルで
は、一つには、SOS の声を発することが
困難な当事者へのメッセージ、二つ目とし
ては、「支援者」「援助者」へのメッセージ
として、もう一歩「具体」に踏み込み、コ
ロナ禍の評価・景色についても討論した。
１【当事者】に対しては、
　①支援メニューはあるので、もっと周知
していきたいとの発言（和田氏）、②あき
らめずに弱音を吐き続けることの提唱、弱
音を聞いてくれない人は、お互いの相互扶
助のサイクル自体を信じられず、自己責任
を強いられてきた人なのではないかとの思
い（渡辺氏）、③前提として SOS を出させ
るという構造を正した上で、弱音を吐き続
ける人達がいたからこそ福祉制度が少しず
つ生まれて、社会が優しく豊かになってい
ることや、あなたの「困った」が５年、10
年後の誰かを豊かにするかもしれないと伝
えたい（鴻巣氏）、④人は、一生困って助
けてもらう側にいるわけではなく、人生の
サイクルの中で助けてもらってよいのだよ
と、そして、やがて次の困っている人に返
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せるあなたになれたらいいよ、という勇気
付けをしたい（星山氏）とのメッセージが
伝えられた。
２【支援者側】に対しては、
　[ ※この討論では、当事者と支援者とを
分けないことが大切というスタンスの下、
以下鍵かっこ付きの「支援者」という言葉
で、議論を行うことを確認し合った。]
　①鴻巣氏は、トラウマを学び理解する必
要があること。相談の場で「支援者」が「当
事者」の品行方正さや理想の弱者探しに陥
る怖れと「当事者」の二次被害を生じさせ
る怖れに言及し、困った人ではなく、困っ
ている人との発想転換を勧める。②星山
氏は、自立とは依存先をたくさん見つける
との考え方の下、困っているときにそうし
た依存できる誰かに出会えるかが重要であ
り、その誰かに出会えた「当事者」は良い
循環を作っていくことができること。しか
し、この良い循環は、困ったその時にでき
るものではなく、ふだんからの温かい周囲
のコミュニティが支えになるのであり、そ
のコミュニティ作りが必要と語る。ただし、
今は、昔あったコミュニティは崩壊してお
り、意図的に作らないとならないと警鐘を
鳴らす。具体的手法として、新しい場に入
る人にウェルカムプロジェクトをやるべき
と提言する。多世代・異年代・異年齢の温
かいコミュニティ作り、つながりを作って
あげる。この提言は「支援者」にとって珠
玉の具体的提言となろう。
3【コロナ禍の評価・コロナ禍での景色】
　渡辺氏は、他者が見えず対面できないこ
の時代は、見えないからこそ想像する価値
に気付かされること。孤立問題は、辛いと
言えた時点で少し和らぎ、本当の孤立は
自分から背を向け続ける人の場所にあるこ

と。そうした想像力をアートは誘発するこ
とができる。アフターコロナで対面ができ
るようになったときにこそ、取り残される
孤立性は深まるので、こちらから会いに行
くプロジェクトを考えていると述べた。
　鴻巣氏は、感染対策が最優先で、集まる
場所・活動が閉鎖に追い込まれる中、虐待・
DV・孤立等に対する苦しみや辛さ等のメ
ンタルヘルスが軽んじられていたこと。こ
の状況は、緊急事態で「今はそれどころで
はない」「みんな大変」だからとのことで、
性被害や・暴力・搾取・障害や女性・子
どもの問題等みんな我慢させられてしまっ
た東日本大震災の避難時と同じ状況が生ま
れたと述べる。だからこそ、子ども食堂を
開き続けてきたこと。批判・非難に対し覚
悟もって立ち向かった選択をしたと強調す
る。
　星山氏は、今気になっている 2 点を挙げ
た。一つ目は皮膚に触れなくなったこと、
本来接触により安心感を得る、こうした体
験の喪失が子どもの発達に悪い影響を与え
ないか心配であること。二つ目は、マスク
で表情が見えないことが当たり前で子ども
達が育っていく中で、相手が何を思ってい
るか理解し、自分が思っていることを伝え
るコミュニケーションを「丁寧に」しなけ
ればならないこと、こうした丁寧な過程が、
SOS を出し合う時にも非常に大切なこと
であると提言した。
４【質問に対して（[Q][ 質問 ]SOS の声
を出す希望なく・力がでないとき）】
　①和田氏：プッシュ型支援を考えて行き
たい。
　②渡辺氏：弱い自分だからこそ、痛みを
負いながらの共感性を作ることができる、
そういった働きかけをあえてするという考
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えもあるかなと思う。
　③鴻巣氏：助けてと今言えなくても、た
だ息をして生きていることでも、それは自
分に対して小さなセルフケアを積み重ね
て、自分にすごくいいことをできているの
だと出発点として考えてみられたらどう
か。
　④星山氏：これからではなくて、今まで
頑張ってきたすべてのことを自分自身で肯
定してみることで次が見えるかもしれな
い。アクションを起こすより、今までの自
分のやってきた全て、自分の存在に意味
があるのだと思い出していただけたらと思
う。
５【パネリスト間 [Q]】では、
繋がらない権利についてどう考えるかにつ
いてのやり取りも行い、個々の当事者の事
情や怖れへの優しい眼差しが社会に生まれ
て対話ができたら良いとの話がでた。
６【最後の一言】
パネリストに最後に一言ずつ感想・発信
をしてもらった。和田氏は、孤独・孤立
対策の制度構築について今日の意見を踏
まえて進めていきたい。渡辺氏は、支援
において、共感（感情）とは別の理性的
な他者への想像をもった時間をもつこと。
鴻巣氏は、SOS を出すこと、つながるこ
とを無条件に良いものだとの考えに対す
る懐疑を強めた時間を持てたこと。星山
氏は、居場所や安心感が多様であること、
そしてつながり方の選択肢を考えること
は、互いの尊厳を考えることであり大切
な視点であること。いろいろな場での温
かいコミュニティ作りができたらよいと
述べた。

コーディネータ－（鈴木秀洋）のまとめ
　パネリストとともに、企画趣旨の小さな
SOS に気づくための様々な視座や具体例
を示せたのではないか。SOS の声を上げ
られず被害を受忍し続けた経験、声を挙げ
ているのに拾われず、また否定されてきた
経験、そんな経験が積み重なると SOS を
発信できなくなる。こうした事態は日本中
の「今」の景色であり、社会的孤立は進ん
でいる。こうした社会の中で、当事者と支
援者とは互換的であり、社会的孤立の問題
は、医学モデルの捉え方でなく、社会・制
度側に問題があるとの社会モデルとの考え
方で捉えるべきではないのか（鈴木秀洋

『虐待・DV・性差別・災害等から市民を守
る社会的弱者にしない自治体法務』）。私達
が耳を澄まし、時に人の服を着てみる、又
は自分の物差しを捨ててみる、すると実は
様々な SOS が至る所に溢れ出ていること
に気付くことができる。パネルを通して、
私達一人ひとりの小さな一歩、アウトリー
チが重要であり、それが子ども達や、いわ
ゆる鍵付「社会的弱者」を笑顔にし、命（心
と体）を守るということが実感できたので
はないか。そして、人とつながる、関わろ
うとするときに、相手に「そのままでいい
んだよ」と伝えること、「対等性・相手の
尊厳・尊重をする」ということ、こうした
視点を行政及び私達は忘れてはならない。
　最後に、この鎌倉の地で、筆者が委員長
として策定に関わった「共社社会の実現を
目指す条例」の前文を読んで、この分科会
をとじることとした。是非もう一度条例前
文と全文を読んでいただきたい。この条例
を鎌倉の共有財産とし、全国のモデルとし
てこの共生社会実現の歩みを着実に進めて
ほしい。
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テーマ設定意図・課題
　「災害時に誰一人取り残さないために」は、
恐らく福祉、防災、コミュニティが連結す
ることが大事だ、とテーマを頂いています。
　災害被害は、自然の外力、人口、社会の
脆弱性の掛け算です。ところが、近年、社
会が非常に脆弱になっています。25 年で
75 歳以上の人は 2.6 倍、高齢単身者は 3.2
倍に増えました。一方で、近所付き合いは、
以前は５割くらいの人が親しく付き合って
いたのが今は１割。地方公務員も 328 万人
いたのが 273 万人と減少しました。脆弱な
社会ですから災害時は大変なことになりま
す。災害時に誰一人取り残さないための鍵
となるのは何か。パネリストの事例紹介と
討議から考えていきました。

パネリストの事例・意見
　大阪市立大学准教授の菅野拓さんからは、
最初に写真の紹介がありました。1930 年
の北伊豆地震の避難所と、2016 年の熊本
地震ですが、86 年の間でほぼ変わっていま
せん。
　救命救助とか公共土木施設はほとんど混
乱がないのに比べ、医療・福祉や避難所、
物資はものすごく混乱します。混乱しない
部分はふだんからの行政の仕事で、民間が
ふだんやっているところを災害時に行政が
行って混乱しています。
　最近、災害ケースマネジメントが注目さ
れています。アウトリーチをして、データ
を集めて、ケース会議を行いながら、災害

の支援と平時の支援を組み合せながらオー
ダーメード型でサポートをしていく。この
ような形で仙台市は被災者生活再建支援を
していきました。まさに地域共生社会づく
りが目指すような方向です。
　社会保障のフェーズフリー化という話も
印象的でした。社会保障、例えば生活困窮
者自立支援法や障害者総合支援法、介護保
険法、また地域共生社会づくりにおいて、
災害のことも一緒に考えておこう。そうす
ると災害時もその体制が使える、という話
をいただきました。
　次に、（株）ぐるんとびー代表取締役の菅
原健介さんです。神奈川県藤沢市で「地域
を一つの大きな家族に」と、ＵＲの団地に
みんなで一緒に過ごしながら多世代で生活
をしています。
　東日本大震災がきっかけで、地域に 24
時間、365 日、すぐに相談できる福祉拠点
があることが安心した暮らしにつながると
感じて、日本で初めてＵＲ団地の１部屋に
介護事業所をオープンして、菅原さんもス
タッフもみんなで住んでいます。
　東日本大震災での支援活動を通じて感じ
たのは、平時からの課題が災害時に大きく
なるということだそうです。地域力イコー
ル防災力だと。家族が幸せに暮らせる社会
をつくりたいと今の活動をスタートしまし
た。「困っても何とかなる！」という、そん
な「人」がいる「まち」をみんなでつくると、
ぐるんとびーの活動を開始しています。
　介護事業所ですけど、要介護の認知症の

パネルディスカッションサブテーマ③
「災害時に誰一人取り残さないために ～福祉、防災、コミュニティの連結～」

コーディネーター　鍵屋　一氏
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おばあちゃんたちが子供たちの御飯を作っ
てくれたり、多世代で助け合いながら生活
しています。楽しく生きることがその人の
強みを引き出していて、認知症があろうが、
障害があろうが、精神疾患があっても、不
登校の子たちも毎日来ているので、そうい
うのを全部ごちゃ混ぜにしながら一緒に生
活をしています。
　こっちが正しくてこっちが間違いという
わけではなくて、いろんな考え方のある人
たちが、それぞれの選択、集まりながら、
お互いを認め合いながら一つの地域で共生
していくのが、これからの地域福祉の未来、
と話されました。
　別府市防災危機管理課の村野淳子さんは、

「インクルーシブ防災～誰一人取り残さない
防災～」の取組を行っています。村野さん
は多くの被災地で支援活動を行ってきまし
た。新たな被災地では、これまでの被災地
と同じ問題が繰り返され、被災された方々
を苦しめていると思ったそうです。被災す
る前の準備をしっかりするために、福祉
フォーラムｉｎ別杵速見実行委員会という
障害当事者を中心とした市民活動団体と一
緒に活動しています。そこで、一番大切な
ことは、個別支援計画作成ではないかと思っ
たそうです。
　最初は、障害当事者のアセスメントを行
います。日常からサービス提供を行ってい
る福祉職の方々に関わってもらいます。次
に地域の方々と話合いをします。本人や家
族が参加できるときには本人さんたちに来
ていただきます。訓練に向かって、どうい
うことが必要か、地域ではどういうことが
できるのかと具体的に議論しながら話し
合って決めていきます。留学生も外国人も
一緒に行っています。避難するだけでなく

て、避難した後の生活まで踏まえて、話し
合っています。
　2016 年の２月には、地域共生社会とい
う言葉はなかったので、地域包括ケアシス
テムを具体的にしていくのが一番いいと
思ったそうです。地域包括ケアシステムは
高齢者が中心でしたが、地域には障害者や
子供、それから外国人、多様な方々がいらっ
しゃるので、多様な力を借りて解決する仕
組みをつくっていこうと。地域づくり、人
づくり、それなくしては「誰一人取り残さ
ない防災」というものを実現することは本
当にできないのではないか、と話されまし
た。
　次に内閣府政策統括官（防災担当）付参
事官（避難生活担当）の重永将志さんです。
令和元年台風 19 号を踏まえた有識者にお
ける検討を踏まえ、2021 年の５月に災害
対策基本法を改正しました。個別避難計画
の作成を市町村に努力義務化としました。
今年度、優良事例を全国に展開するための
モデル事業を実施しています。災害時に誰
一人取り残さないために、福祉、防災、コミュ
ニティが連結するということは、非常に大
事な視点と話されました。

討論から見えてきた現状と課題
　村野さんへの質問です。「地域の防災組織
の安否確認の担い手が高齢化しつつありま
す。お知恵をお願いします。」これについて、
村野さんは、「高齢の方は高齢なりにいろ
んなことがやれるし、知恵やネットワーク
を持っています。そのお力を借り、他に足
りないところはＰＴＡに声掛けします。留
学生も含めて、そういう力をどう集結させ、
それを地域の方々とつなげるかに私たち行
政が携わる必要があると考えています。」と
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答えられました。
　菅原さんへの質問です。「地域力が防災力
になる。これは非常に大事だと感じますが、
プライバシーが課題になる。つながりたく
ないという人もいるかと思います。具体的
な対策方法を教えてください。」菅原さんは

「ぐるんとびーは始まって７年目ですけど、
最初、何でお前ら入ってきたんだと、自治
会の歴代の会長に呼び出されてお叱りを受
けるところから始まっています。僕らは地
域住民としてつながりますけど、つながら
ない自由もあっていいと思ってます。ぐる
んとびーと自治会に関しては、業務提携を
結んでいるので、福祉事業に関しては、協
働してやるというのが自治会のパンフレッ
トに記載されています。
　完全にプライバシーを守ると入っていけ
ないし、10・ゼロじゃなくて曖昧なところ
も残しながら一緒に、人間なんてそんなも
のだと思っているので、そのグラデーショ
ンの中で、時に怒られながら、しょっちゅ
う怒られながらやっております。」と答えら
れました。
　菅原さんにもう一つ「仕組みが成り立つ、
あるいは取組が拡大するに当たり、住民の
方々とのやり取りの中で、大切に感じたキー
ワードはありますか。」菅原さんは「キーワー
ドは、本当に「防災」ですね。人のつなが
りを欲しいという人は、７年間やっていて
あまりいません。ただ、困ったときに何と
かしてほしい、となるので、そこがチャン
スになります。やせ我慢で僕らがやり過ぎ
ている部分もあって、介護保険収入だけで
はこんなのは回らないので、そこにやっぱ
り地域包括のブランチや地域コーディネー
ターをつけたりとか、防災のコンシェルジュ
機能みたいのも、ほかの予算からつけてい

くのが必要になってくると思います。」と答
えられました。
　小林一茶の「やせ蛙　負けるな一茶　こ
れにあり」だなと思いました。菅原さんは
一生懸命やっている、もう本当にそういう
のがストレートに伝わってきて、ありがた
いなと思います。
　菅野さんには私から「役所からすると、
行政同士なら信用できるので受援を受けら
れるけど、民間の方に受援を任せて言いな
りでお金を支払うのはかなり難しいと思う
がどうか」と伺いました。菅野さん「民間
との連携や、餅は餅屋で民間に任せたほう
がいいと思うけれども、いきなり来たら、
こいつ誰だよという話になります。でも平
時からやっていたらどうでしょうか。例え
ば、平時の福祉の中だったら幾らでもそう
いう例ってあります。それと同じことを、
例えば災害の物資のことや要援護者の支援
でやればいいと思います。」
　次は、菅原さんに、ご苦労したところと
それをどう乗り越えたかをお伺いしました。
菅原さん「常にボディーブローのように怒
られ続けるというのが一番しんどいところ
ですね。地域包括支援センターがフォロー
している住民の方で、僕らに助けてとは言
わないんですけど、自治会の先輩たちから、
あそこの家、困ってるんだから、お前、ぐ
るんとびー、何とかしないのかと言って怒
鳴ってこられて。うち、オーダーがないん
ですけどって言いながら、住民活動として
１か月ずっと家に入っていって、うんちだ
らけの家だったりするんです。大変ですけ
ど、そこが楽しさでもあって、いろいろな
考え方があっていいとみんなで認め合えた
らいい。」うーん、すごい。まさに災害現場
にいるようです。
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　村野さんにもモデルがない中で、大変だっ
たところと、なぜ克服できたのかをお尋ね
しました。村野「災害当事者の方が自分た
ちと同じように困る世の中の人たちを助け
たいとずっとお持ちで、私は、その被災
地で出会った方々の苦しみとか悲しみを同
じように繰り返したくないと重なることに
よって、これは成し遂げないといけないと。
信頼してもらうためには、何度も何度も足
を運んで、やろうとしていることとか、思
いだとか、人間性も含めて信じていただく
しかないので、そこをきちっと伝えていく
ということはお願いしました。」
　重永さんに、コメントをお願いしました。
重永さん「個別避難計画は別府市を参考に制
度をつくり、今、全国でたくさんのモデル事
業をやっています。自主防災組織とうまく連
携しながらやっていたり、民生委員さんと連
携するところもあります。それぞれ地域の特
色をうまく生かしていくことが、その地域で
の防災体制づくりと思います。」
　最後に言い残したことをお願いしました。
　村野さん「福祉専門職に大変な負担をか
けていきます。彼らが活動をするための環
境整備を考えていただきたい。それで持続
可能な仕組みになっていきます。また、こ
れは例えば防災部局とか福祉部局がやるべ
きではなくて、行政全体で、命と暮らしを
守るために全職員でこの問題には取り組ん
でいただきたいと思います。」
　菅原さん「デンマークは行政職員がどん
どん地域に出て行くんです。市役所は IT
化して、その分地域の行政の職員が地域に
たくさん出て行くことで、いろんな情報を
吸い上げてやっていく。」
　菅野さん「災害救助法には医療はあるけ
ど、福祉は書かれていません。ぜひ福祉の
担い手の方々、災害後の話も私たちの出番

だと思っていただける制度づくり、取組を
進めていただきたい。」
　重永さん「個別避難計画の取組がうまく
進むためには、今日のタイトルでもありま
すが、福祉と防災の連携、連結が本当に大
事です。役所の中、それから役所の外、両
方大事です。まずは、介護サービス、障害サー
ビスを利用されている方からスタートし、
地域の方もぜひ協力をしていただきたい。」
　最後に私からコメントをしました。印象
的だったのは、菅野さんの「平常時の仕組
みを災害時に応用する、そういうことで上
手にやっていけるんじゃないか」という言
葉と、菅原さんの「災害時に起こっている
ことを平常時の地域社会の中でやっていく、
わちゃわちゃやりながら生きていく、楽し
んでいく」でした。時系列で言えば、平常
時もあれば災害時もある。空間的には、村
野さんの言われるように多様な人々たちが
いて、多様な考え方をしている。そういう
人たちが平時は楽しく、災害時は大変だけ
ど、いい人生だね、と過ごせる社会をどう
やってつくっていくのか、今日は大きなヒ
ントを頂いたと思います。
　それから、菅野さんが救助法の課題を話さ
れましたが、災害対策基本法にも課題があり
ます。それは、基本法の目的です。国民の生命、
身体及び財産を守る、です。ところが、生命、
身体及び財産から抜けている人権がある。そ
れは尊厳です。どんな人でも人として生きて
いる尊厳があるんだ。それを災害時にもしっ
かりと守る。生命、尊厳を守るというふうに
基本法も変えられたらいい。
　今後、地域の多様性の中で、私たちは共生
していく。そして、福祉と地域で災害を考え
るからこそ、平時も尊厳をもって共生してい
ける、というお話を頂きました。
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　　　（敬称略・順不同）

所　　属 役　　職 氏　名

神奈川県 共生担当局長 安井　由美子

公益社団法人　神奈川県医師会 理事 古井　民一郎

公益社団法人　神奈川県歯科医師会 常任理事 加藤　尊巳

公益社団法人　神奈川県薬剤師会 理事 夏目　善文

監事 社会福祉法人　神奈川県社会福祉協議会 会長 篠原　正治

監事 一般社団法人　神奈川県高齢者福祉施設協議会 副会長 井上　政江

公益社団法人　神奈川県社会福祉士会 理事 浅見　尚孝

一般社団法人　神奈川県介護支援専門員協会 理事 青地　千晴

公益社団法人　神奈川県介護福祉士会 横須賀三浦支部会員 横井　千須子

副会長 社会福祉法人　鎌倉市社会福祉協議会 理事 飯島　知子

鎌倉市民生委員児童委員協議会 会長 星野　茂

鎌倉市自治町内会総連合会 会長 田子 祐司 

厚生労働省関東信越厚生局 局長 椎葉　茂樹

特定非営利活動法人　地域共生政策自治体連携機構 代表理事兼事務局長 石井　信芳

会長 鎌倉市 市長 松尾　崇

第３回地域共生社会推進全国サミット in かまくら実行委員会　委員名簿

令和 3 年 11 月現在
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